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「手をね……。つないでほしいの」




　風の強い夜だった。

　聴ちよう覚かくを塗ぬりつぶしてしまいそうな轟ごう音おんが響ひびく中、三歳の少年と少女は、小さな庭にいた。

　あまり手入れされていない庭は、一面に雑草が伸のび放題だが、おかげで強風に吹ふかれるたび、波打ち際ぎわのように、幾いく重えにもさざなみ立っている。

　庭木達は、それぞれが左右に思いきりゆすられ、ざあざあと騒さわがしい。

　空には満月。黄金に輝かがやく、夜の君主。

　風に煽あおられた雲は、星々とともにうねり、渦うずを巻く。

　そんな騒がしい夜の中で、少女──ヨカの声は、か細く、頼たよりなさ気だった。

　だが、はっきりと聞こえた。

「手をつないでほしい」と。

　少年──ツクミは、その突とつ然ぜんの「お願い」に、怪け訝げんそうに首をかしげて、まじまじとヨカを見た。

　自分と同じくらいの、小さな体。癖くせのない長い髪かみは、風にあおられて大きく揺ゆれ、月光を反射して、きらきらと輝いている。

　整った顔立ちも相まって、その立ち姿は、これまで見たこともないくらい、かわいらしい。

　しかし一方で、両目には、いつになく強い、意志の光を宿しているように見える。

　唇くちびるは、こわばった真一文字を描えがく。

　ツクミはますます、不思議な気持ちになった。

（なんで、わざわざ尋きいてくるんだろう……？）

　二人は、簡単に言えば、幼おさな馴な染じみだった。

　同じ年に生まれ、家は通りを挟はさんで向かい同士。両親は昔からの親友。

　その結果、よくわからないうちに知り合って、よくわからないうちに仲良くなった。

　そして暇ひまさえあれば、一いつ緒しよに過ごしてきている。

　たいていの場合、彼女の方から、手を繋つないでくることが多かった。

　わざわざ、こんなことを頼たのんできたことなど、一度もなかったはずなのに……。

　と思いつつ、幼い彼は、それ以上、深くは考えなかった。

　こうしてお願いされるのは、なんだか頼られているようで、心地ここちいいし、何よりツクミ自身、彼女と手を繋ぐのは、嫌きらいではない。

　むしろ、好きだ。

　柔やわらかで、温かい彼女の手。

　それと触ふれ合う時の、不思議にふわりとした気持ち。

　いつでも、いくらでも繋いでいたい、と思う。

　だから、改めて、「これから手を繋ぐのだ」と考えると……、なんだかドキドキした。

　わずかに頬ほおが火ほ照てるのを感じながら、ツクミはそっと、左手を差し出した。

　小さな手が、強風の中でそよぐように、ひらりと揺れた。

　するとヨカは、閉じていた口から、かすかに歓かん声せいを漏もらすと、握にぎりしめていた両手をのばし、そっと握る。

　そしてすぐに、満面の笑えみを浮うかべた。

　月光にも劣おとらない、穏おだやかで、鮮せん烈れつな微笑ほほえみ。

　その表情に、さらに体が熱くなるのを感じながら、ツクミは思わず問う。

「つ、冷たくない？」

「ううん……、全然。あったかいよ。本当に、あったかい……」

　ヨカは、かすかに言葉に詰つまりながら、かぶりをふると、まるで何か大切なものを手に入れたかのように、ツクミの左手を、さすったり、揉もんだりする。

　そして一いつ瞬しゆんたりとも、その手を離はなそうとしなかった。

（……変なの）

　わずかに疑問を感じつつも、ツクミは、そのまま彼女がしたいようにさせた。

　自分も、そうしていたかったから。

　あたりには、木々の嬌きよう声せいが、ぞうぞうと、ひっきりなしにとどろき続けている。

　まるで、雨だれのように。

　なんとなく頭上を見上げたツクミは、その一瞬、自分達の周りに、見えない雨が降っているような、錯さつ覚かくに陥おちいった。

　温かな、月の雨……。

（──ん？）

　そんなことを考えながら、ツクミが視線を落とすと、自然とヨカと目が合った。

　彼女は、ツクミの左手を握ったまま、じっとこちらを見ている。

　小さな唇が、ふるりとはためく。

「これは……、運命じゃないわ。……そう。ただの選せん択たくなの」

「え？」

　奇き妙みような……、三歳の自分たちには、少し難しそうな言葉。

　ツクミは、その言葉の意味を尋たずねたが、彼女は再び、ツクミの左手をまさぐる作業に熱中してしまい、答えてはくれなかった。




　結局、二人は、姿が見えないのを心配した母親たちが捜さがしに来るまで、庭の真ん中でずっと、手を繋ぎ、向かい合って佇たたずんでいた。

　幼い頃ころの、二人だけの記き憶おく。

　──ただ、月が。

　月だけが、それをみていた。








　１、月光の世紀




「……こんなところか」

　女は辺りをぐるりと見回し、かすかに息をついた。

　周囲は一面、平らな舗ほ装そう路ろが広がっている。

　空港の滑かつ走そう路ろである。

　ただし、現在は離り着ちやく陸りくを停止しているために、照明や、誘ゆう導どう灯とうの類たぐいは、点ともされていない。

　あるのはただ、満月の光だけ。

　夜の黒と、アスファルトの黒が、視界の地平で混じりあい、まるで黒い球体の中にいるような、奇き怪かいな錯覚に陥おちいりそうになる。

　しかしここは、間ま違ちがいなく現実であり、女の周囲に倒たおれる躯からだの群れもまた、現実である。

　死に顔の一つ一つを、確かく認にんするように見やりながら、女は小さく一人ごつ。

「面めん倒どうなことになる前に、片がついてよかった……、と言うべきだろうな」

　躯たちのほとんどは一見、何の変へん哲てつもない、港こう湾わん労ろう働どう者しや風の格好をしている。

　警備員に、整備員。荷運びの作業員。

　きっちりスーツを着込んだものは、ごく一部だ。

　だがよくみれば、それらはすべて、一目でわかる、種族としての特とく徴ちようを持っている。

　牙きばだ。長い長い犬歯が、呼吸を止めた口元から、にょっきりと覗のぞいている。

　それに比べると、対たい峙じする女は、どうやら普ふ通つうの人間である。

　ウェーブのかかった、紅茶色の長ちよう髪はつに、やや険の強い両眼。

　ただ、スレンダーな体の線を包む、中世ヨーロッパの騎き士しを思わせる服は、度を越こした装そう飾しよくを持って、際立っている。

「ミカド様」

　と、そこに女の名を呼びながら、一人の少女が駆かけ寄ってくる。

　女と似た格好をした、やはり赤毛の少女である。

　少女は、手に持っていた厚手の革コートを女に手て渡わたすと、うっすらと微笑んだ。

「こちらも、片はつきました」

「そうか……。では、このあたりにもう、生きて動いているものはおるまいな。まったく、実に手がかかる……」

　女は、コートに袖そでを通しながら、ふと息をつく。

　瞬間、躯──いや、躯だと思われていた男が、急に立ち上がると、敷しき地ちの外に向かって走り出した。

　まだ、生きていたのだ。気づいた少女が、かすかに声を漏らす。

　その横で、女の右みぎ腕うでがすばやく、彼女の目線の高さまで、持ち上げられた。

　白い手が、闇やみの中で、何かを握り込むように、しなやかに動く。

　すると、走る男の頭部は、気味の悪い水音とともに、紙かみ屑くずのように丸められ、四散した。

　女は、瞬まばたきひとつしなかった。

「……では、後始末は任せて、帰るとしようか」

　そうして、二人は、滑走路の出口へと歩き出した。

　仄ほのかに寒さの残る、三月の終わり。

　夜はまだ、明けない。




　　　　＊＊＊




「ねえ……。手を繋がない？」

「今？」

　六月も半ばに差し掛かかった、ある日の放課後。

　司馬尽海シバ・ツクミは、幼馴染がいつも通り、何の脈みやく絡らくもなく口にした一言に、思わず眉まゆをひそめた。

　程ほどよく引き締しまった、男子らしい体格の高校生だ。

　伸のばすと癖が出る髪は、短く切りそろえられているため、切っ先で軽く跳はねる程度。

　顔立ちは、それなりに整ってはいるが、太い眉と、感情を黙もく秘ひしがちな口元のせいか、全体の印象は、やや無愛想にみえる。

　そして今、彼は両手で、廃はい棄き予定の教材を満まん載さいした、ダンボールを抱かかえているのだった。

　すでに時刻は、午後五時半。廊ろう下かを歩く影かげは、彼と彼女の二つだけ。

　周囲は実に、静かだった。おそらく、生徒はほとんど居残っていないに違いない。

　窓の向こうには、手を伸ばせば呑のみ込まれてしまいそうな、夏の夜の闇が広がっている……。

　だからツクミも、頼まれた仕事が終われば、すぐに帰るつもりだった。

　その仕事というのも、今抱えているものを、職員室まで運ぶだけである。

　五分もあれば済む。もちろん、そのことは、彼女も知っているはずだ。

（もう少し、待てよ……）

　ツクミは、思わず頭を掻かこうとして、失敗する。両手は、ふさがっているのだ。

　代わりに、盛せい大だいにため息をついてみせた。

「……そういうことは、状じよう況きようを見て言うようにしてくれ」

「それ、右みぎ肩かたに担かついじゃえばいいのに。そしたら、左手が空くでしょう？」

「無理矢理すぎる。却きやつ下か」

「むー……」

　幼おさな馴な染じみの彼女──天辻夜火アマツジ・ヨカは、ぷっくりと頬を膨ふくらませた。

　細身だが、少女らしい丸みもきちんと帯びた体つき。

　身長はツクミと同じくらいで、女子にしては高い。

　しなやかな背中の稜りよう線せんを、ふわりと覆おおう長い黒くろ髪かみ。

　血色がほんのりと浮かび上がる、白い肌はだ。

　まつ毛は緩ゆるやかに弧こを描えがき、切れ長の目を彩いろどる。

　そして、新月の翌日に顕あらわれた三日月のように、鋭するどい煌きらめきを帯びた輪りん郭かく。

　大人びた、怜れい悧りな美び貌ぼうであった。

　だから、子供っぽい仕草をするのは、なんだか少し、奇き異いに見えなくもない。

　しかしどちらかと言えば、そちらの方が彼女の本ほん性しようである。

　歩きながら、ヨカはなおも、ツクミに言い募つのる。

「いいじゃない。一いつ杯ぱい手をつないでるうちに、指し紋もんが擦こすり切れたら、素す手でで犯罪ができるよ。もちろん、そのときは私が手伝ってあげるから」

「俺にどんな犯罪をさせる気だ、お前は……」

「やっぱり、泥どろ棒ぼうがいいんじゃないかな。絶対に捕つかまらないでしょう？　私は逃とう走そう車の運転手」

「……俺が捕まったら、一人で逃にげる気だろ」

　彼女はいつものように、涼すずやかな声で、無茶苦茶な理り屈くつをこねまくる。

（甘えたがりなんだよな。要するに……）

　ツクミは、今度は心の中で、吐と息いきした。

　──あの月の夜から、もう十三年。

　あれ以来、ヨカは何かにつけて、ツクミと手をつなぎたがるようになった。

　理由はわからないが、とにかく手を繋つなげれば満足らしい。

　幼いころには、料理中のツクミの手を握にぎろうとして包丁で手を切ったり、ツクミの後を追っかけて車道に飛び出したりと、考えられないような事をやってのけた彼女である。

　そしてツクミも、最初のころは、そんな彼女を受け入れていた。

　ほうっておくと危なっかしかった、と言うのももちろんだが……、何より彼は、彼女の要求するその行こう為い自体が、嫌きらいではなかったのだ。

　幼馴染にずっと、頼たよられている。

　それは、彼にとって、この上なく、心地ここちよいことだった。

　しかし、このごろは、特に公共の場では慎つつしむようにしている。

　さすがに十六ともなると、他人の前で、いつも手を繋いでいるのは恥はずかしい。

　ところが、ヨカはそれが不満らしく、たまにこうして、とんでもないタイミングで、手を繋ごうとしてくる。

　ツクミは、そんな彼女の癖くせ（性せい癖へきか？）を、何とか抑おさえたいと思っているのだが、今のところいい方法は見つかっていなかった。

「……ん？」

　そんなことを考えながら歩いていると、ならんで歩いていたヨカが、不意に足を止める。

　思わず立ち止まったツクミは、さほど警けい戒かいもせずに振ふり返る。

　そして即そく座ざに、失敗を悟さとった。

　彼女は、ただじっとツクミを見つめると、ほんの少し熱のこもった声で、囁ささやくように言った。

「お願い……。手をつないで」

「う……」

　ツクミはとにかく、このパターンの攻こう撃げきに弱かった。

　演技や小細工の存在しない、真しん摯しなお願い。

　これをされると、本能が耐たえられない。

　あの月の夜に感じた、突つき上げるような昂こう揚ようも、この十三年間でやはり、何も変わっていないのだ。

　むしろ年々、ひどくなっているような気がする。

　好きな少女の素す肌はだに触ふれるという行為の、抗あらがいがたい魔ま力りよくに、搦からめ捕とられている。

　もちろん、今もだ。

　ツクミは思わず、きょろきょろと周囲を見回した。

　放課後もいくところまで行きついた校舎は、まったくひと気がない。

　誰だれかに見られる、ということはなさそうだ。

（なら……、まあ、いいか。今日くらいは。今日だけは）

　自分に言い訳をしつつ、ツクミは段ボールを右肩に担ぎ上げた。

　そして、体が上気するのを感じながら、おもむろに左手をさし伸ばす。

「……ほら」

「うん！」

　するとヨカは、嬉うれしそうに頷うなずくと、すぐさま右手でそれを、そっと握った。

　彼女の手のひらの温度と、柔やわらかな感かん触しよくが、ふわりと伝わってくる。

　同時にツクミは、目に見えて、赤面した。

　十三年間で、おそらく三千回は超こえていると思われるこの行為だが、不思議と、慣れるということがない。

　彼女の右手が触れているのは、自分の左手なのか、あるいは何かもっと、自分の奥底にある部分なのか。そんな感覚すら、覚えることがある。

　はっきり言って、繋げるものなら、いくらだって繋いでいたい。

（でもやっぱり……、照れくさいんだよ。どうしても……）

　一方、ヨカはそんなツクミのほうをちらりと見た後、かすかに笑えみを漏もらしつつ呟つぶやいた。

「ふふっ……。やっぱり、ツクミは優やさしいな」

「っ……。ほ、ほら、行くぞ。早く帰りたいんだから」

　ツクミが赤面を払はらい、再び歩き出すと、ヨカはスキップするような足取りで、繋いだ手を振りたくりながら、ついてくるのだった。

　階段をひとつ下り、渡わたり廊下を渡って保健室の前を通り過ぎれば、目指す職員室である。

　と、渡り廊下に差し掛かったところで、二人は行く手から、一目でそれとわかる友人が歩いてくるのに気づいた。

　やたらと小こ柄がらな女子生徒だ。右手に、ジャラジャラとやかましい鍵かぎの束を握っているところを見ると、どうやら戸と締じまりの最中らしい。

　ツクミは思わず、恥ずかしさに顔が紅潮するのを感じたが、それが古い知り合いであることがわかるとほっとして、繋いだ手はそのままにしておく。

　やがて向こうもツクミ達に気づくと、三人はちょうど、渡り廊下の中央でめぐり合った。

「トアサ。まだ残ってたの？」

　ヨカが声をかけると、彼女は細い肩かたを、ひょいっとすくめて見せる。

「そりゃね。仕事だもん」

　風紀生徒会の幅木杜ハバキ・ト麻アサは、二人にとって、小学校のころから付き合いがある、同級生である。

　目立つのはその小さな体格で、ヨカと並ぶと、身長差は三十センチ近くにはなるだろう。

　顔立ちも幼く、制服を着ていても、高校生にはなかなか見えない。

　やけにレンズの大きな眼鏡が、顔の大きさとつりあっていなくて、アンバランスである。

　そんな彼女は、二人をじっと見つめ、次いで視線を、繋がれた手にゆっくりとおろす。

　そして、しみじみとつぶやいた。

「あんたたちが幸せそうで、生きるのがつらい……」

「……これでいろいろ、大変なんだぞ」

「そうよ。いろいろ大変なんだから」

「おためごかしは、やめて！」

　妙みようにかみ合ってない二人のフォローに、彼女は軽く首を振り、続いて一気にまくし立てた。

「そりゃあ、あたしは、どう見ても小学生よ。電車に乗ったら席を譲ゆずられるし、静かに座ってたら、主婦が飴あめをくれるの。絶ぜつ叫きようマシンには乗れない、レストランでは足高椅い子すが必要、デパートでは子供服売り場を指差され……。そういう星の下に生まれついてるんだわ！」

「……まあ、ある意味、そういう見た目には、生まれついちゃってるわけだが」

「うるさいわね。それ言うと、お母さんが泣くからやめてよ。低身長は親おや父じのせいなのよ」

　ぶつぶつ言いながら、今度は、あさっての方向を向いて、お祈いのりを始める。

「ああ、神様。あたしも、運命の人がほしいです……。できれば、ツクミより５倍くらい頭がよくて、無愛想じゃないのをどうか……」
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「……じゃあ、また明日あした」

　付き合いきれなくなったツクミは、ヨカの手を引き、歩き出す。いい加減、右肩も痛い。

　すると、トアサはまだ言い足りないのか、二人の後をついてきた。

「ねえ、ヨカ。男の幼馴染って、どうやったら作れるの？」

「え？　……ええ？」

　さらに、無茶苦茶なことを口走る。口調が真しん剣けんすぎて、冗じよう談だんか本気か、判断が難しい。

　戸と惑まどうヨカに代わって、ツクミが答える。

「生まれ変わると、いいらしいぞ」

「そうなの？　あたしに、うまくやれるかしら。いい宗教知ってる？」

「知るか！」

　ツクミはついに、我が慢まんできなくなり、すっぱりとツッコミを入れた。

　小学校のころから、仲のいいツクミとヨカを見てきた彼女は、どうも色いろ恋こいに対する視点が、少しひねくれてしまったらしい。

　これで案外、一部の層にもてないわけではないのだが、その一部の層の中身は、彼女にとってあまり好ましくないらしく、ほとんど付き合うこともない。

　そして、たまにツクミとヨカのもとにやってくると、こうして大おお騒さわぎするのだった。

　ツクミは彼女に、もっと現実的なことを、思い出させることにする。

「それより、いいのか。戸締まりしなくて」

「あ、そだわ……。風紀委員ってのは忙いそがしいのよ。生徒指導はうるさいしさ」

　トアサはようやく我に返ったような面おも持もちで、愚ぐ痴ちをこぼしつつ、ツクミ達とは反対方向に歩いていく。

　と、一度だけ振り返り、こう言い残した。

「帰り道で、万が一、シルナティカにあったら、すぐ逃にげるのよ。まあ、そんなことはまずないだろうけど、一応忠告。あと……、校内での肉体的異性交遊は禁止」

「やかましい」




　　　　＊＊＊




　二人は、職員室で待っていた教師に、段ボールを届けてから、ようやく家路についた。

　空にある光の気配は、月と星。

　緩ゆるやかなくだり坂の通学路には、街灯がいくつも並び、あたりをくまなく照らしている。

　生ぬるい風が吹ふく、梅つ雨ゆと初夏の、裂さけ目の夜。

　二人はそこを、手をつないだまま、歩いていく。ツクミは校門を出たところで、何度かそれを振りほどこうとしたのだが、結局、ヨカが離はなしてくれなかったので、あきらめた。

　気温も湿しつ度ども高いせいで、お互たがいの手には、かすかに汗あせがにじみ、割と暑苦しい。

　しかし、ヨカのほうは、そんなことはお構いなしのようである。

「ねえ、ツクミ」

　歩いているうちに、やはり前まえ触ぶれもなくヨカが口を開いた。

「今日が何の日か、知ってる？」

「今日？」

　ツクミは首をかしげるが、何も思いつかずに、やがて首を振ふる。

「祝日じゃないことは知ってる」

「もう……。今日は、夏げ至し。一年で一番、日照時間が長いとされていた日」

「……ああ、そう」

　無知を責めるようなヨカの口調に、ツクミは生返事をした。

（そんなこと、今の俺達の生活には、まったく関係ないからな……）

　そう。夏至などという、旧時代の節季は、彼にとってはまったく無関係な代しろ物ものだ。

　むしろ、別れ際ぎわにトアサが言っていた、あの単語のほうが気になる。

「それより、さっきトアサが、シルナティカがどうとか言ってたよな。最近、このあたりで、何か事件はあったっけ？」

「え？」

　問われたヨカは、あさっての方向を向いて、記き憶おくを探さぐっていたようだが、やがて首を振り、簡潔に答えた。

「ううん、なかったと思う。少なくとも、ニュースにはなってなかった」

「ん、そうか……。そうだよな」

　ツクミは、何度か頷うなずきつつ、ふと夜空を仰あおぎ見た。

（シルナティカ、か……）

　──ことの起こりは、ツクミたちが生まれる前にさかのぼる。

　二十年前のある日、世界から、太陽が消えた。

　文字通り、消えたのだ。何の兆候もなく、こつ然と。

　あらゆる天文台は、状じよう況きようを把は握あくしようと、賢けん明めいに望遠鏡を回したが、紅あかい大輪は、もはや全天のどこにも、存在しなかった。

　しかしそれでいて、地球の環かん境きようそのものは、太陽が消える前と、何ら変わりがなかった。

　自転も、公転も、気温すら、変化しない。なぜか月も、光を発し続けている。

　とにかく、太陽光だけがない。

　明らかに、何か説明しがたい力が働き、すべてを「維い持じ」している。

　まるで地球という星が、月光のみが差す迷めい宮きゆうの中に、ただ一人、迷い込んだかのように……。

　この事実を受けて、たちまち世界は、大混乱に陥おちいった。

　すべては、神の御み業わざに違ちがいない、と。

　ついに、この世の終わりか、と。

　株価は暴落、各地で自暴自じ棄きな紛ふん争そうが起こり、元気なのは新興宗教だけ、という有様だった。

　ただ、その混乱は、三週間ほどたったところで、あっさり終息に向かった。

　実際のところ、夜が続いていることを除けば、現在の環境は、人類が生きていくには十分なものだったからである。

『どうやら世界は、滅ほろびずにすむらしい……』

　人々はそれに気づくと、奇き怪かいな冷静さを取り戻もどし、結局、今までと変わらぬ生活を送り始めたのだった。

　そんなわけで、ツクミ達は生まれたときから、ずっと夜の中で暮らしている。

　日光、と呼ばれるものは、昔の映像か、その環境を再現した施し設せつでしか見たことがない。

　夏至なんか知ったことか、とツクミが思うのも、無理もない話である。

　だが、彼らにとってはそれが日常で、特に異質なことではない。

　問題は、シルナティカのほうだった。

「夜の種族シルナテイカ」。それは、「人の形をした、人ではない者」の総そう称しよう。

　太古の時代から、世界各地に潜ひそんでいたという、『魔ま力りよく』を持つ、七つの種族のことだ。

　彼らの登場により、世界はさらに激変した。

　特に、最も数が多く、天敵の太陽光がなくなったことで、圧あつ倒とう的に力を増した種族、「吸血鬼キユウケツキ」の与あたえた影えい響きようは大きい。

　奔ほん放ぽうな性格を持つ彼らは、人間との融ゆう和わに興味がなく、この二十年で様々な事件を起こした。

　中でも、十年前に世界中で、同時多発的に行われた大規模殺さつ戮りく、「祝祭日フエステイバ」では、たった一晩で、十億にも及およぶ死者が出ている。

　これは言わば、「人類史上最悪の災さい厄やく」。

　世界の国々は、太陽消失という事態を、少しずつ受け入れる一方で、彼らへの対策に、全力を傾かたむけなくてはならなかった。

　まず手始めに、各国は、吸血鬼に有効な『魔術』を扱あつかえる人間を集めた『魔術治安部隊』を編制したが、これは、実戦においては、吸血鬼に対して、あまり有効ではなかった。

　現実的に、人間の魔術師程度では、彼らにほとんど対たい抗こうできなかったのだ。

　現在の吸血鬼は、様々な創作に出てくる偶ぐう像ぞう化されたものとは違う。

　太陽光がなくなった今、苦手なものは銀くらいで、招かれなくても家に入るし、鏡にも映る。

　無論、キリスト教になど、とらわれはしない。

　その体には、人間と同じように血液が流れ、時には同族同士、その血をめぐって食い合うこともある。

　ミステリアスな「怪かい人じん」ではなく、圧倒的な力を持つ「怪かい物ぶつ」。

　人間程度の手には余る存在だった。

　そこで、多くの国が採用した治安政策が、「吸血鬼以外の、夜の種族との同盟」である。

　たとえば現在、ツクミとヨカがこうして、のほほんと生活をしていられるのは、現日本政府が、「龍人リユウジン」と呼ばれる種族の協力を得て、治安を維持している成果だ。

　彼らは、個体数こそ少ないが、古代から吸血鬼と、互ご角かく以上に渡わたりあってきた歴史を持つ。

　現に「祝祭日」の時には、龍人によって吸血鬼を退け、被ひ害がいを東京の一部にとどめている。

　時折、ちょっとした事件が起こる以外、この国は、実に平和だった。

　普ふ段だんの生活に、シルナティカと呼ばれるものが関かかわってくることは、「ほぼ」ない。

　しかし、あくまで「ほぼ」だ。ツクミが気にするように、まれに事件が起こることはある。

　加えて、幼おさな馴な染じみの彼女は、見た目に反して少し抜ぬけたところがあるため、ツクミは彼女が巻き込まれやしないかと、いつも心配しているのだった。

「……ん？」

　と、月を見ながら歩いていたツクミは、不意につないだ手を引っ張られて、立ち止まった。

　振り返ると、ヨカが少し深刻そうな顔で、こちらをじっと見ている。

「……さっきから、なんだかぼーっとしてるみたいだけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

　どうやら、いつになく思し索さくにふけっていた自分のことを、心配したらしい。

「そんなに、手をつなぎたくなかった？」

「あ……」

　ツクミは、その言葉を否定しようと、彼女をまっすぐに見て、思わず息を呑のむ。

　こちらを気き遣づかうように、眉まゆ根ねを寄せる彼女の表情は、周囲の空気を消し飛ばしてしまいそうな、鋭するどい美しさを放っている。脈みやく拍はくの急激な上じよう昇しようを感じて、ツクミはあわてた。

「い、いや、大丈夫……。ちょっと、考え事をしてただけだ」

「そう？　ならいいけど……」

　言いつつも、ヨカの表情は晴れない。

　いつも手をつなごうとして、甘えてくるだけではないのだ。

　もし、彼女がそんな人間なら、いくら幼馴染でも、こんなに長続きはしないだろう、と思う。

　だからツクミは、ヨカを安心させるために、自分から手を引いて歩き出した。

「さあ、とっとと帰ろう。途と中ちゆうで、晩飯も買わないとな」

「……うん」

　気持ちが通じたか、彼女はようやく、表情をほころばせた。

　そうしているうちに、二人は帰り道にある、駅前商店街に差し掛かかる。

　夜の商店街は、いつものように、買い物をする主婦や、帰宅途中の中年サラリーマンで、ごった返していた。

　二人は、そんな人の群れに、飛び込むように分け入り、行きつけの店で、夕飯の材料と、明日の朝食用の食パンを買い込む。

「ほかに、何か買うものあったかな」

「明日でいいよ。……あ、セール。ねえ、ちょっと。ツクミ、ちょっと」

「下着だけは、一人のときに買ってくれ……。あ、こら！　やめろ！」

　いつにない力で、自分をランジェリーショップに引き込もうとするヨカに、ツクミは赤面しつつ、何とか彼女をそこから引き剥はがした。

　二人の親は、現在両方とも、二年前から、それぞれの仕事の理由で、家を空けている。

　公務員であるヨカの両親は、国内の出張。ツクミの両親は、家業の輸入貿易が、吸血鬼の出現により不安定なため、ヨーロッパに行ったきり、帰ってくる気配がない。

　その結果が、今の二人暮らしである。

　ヨカがツクミの家で寝ね起おきし、様々な家事を共同でこなしているのだ。

　普ふ通つうでは、とても考えられないような話だが、どこか軽い両親達は、留守中に何かあったとしても、「まあいいか」くらいに考えているらしい。

　ただ、しっかり釘くぎはさしている。

『私たち、同時におばあちゃんになるのかしら？』

『もうちょっと、後でいいわよねぇ。──ツクミ、わかった？　もうちょっと、後にしなさい』

　やかましい母親たちは、こんな会話を交かわして、ツクミをげんなりさせたものである。

　そもそも、トアサはあんなことを言っていたものの、ツクミとヨカは、無論と言うべきか、なぜかと言うべきか、そんな状況を持ったことはない。

　常識的に……、あるいは不健康なくらいに、健全である。

　ともかく、二人は身の回りのことを、すべて自分たちでやらなければならなかった。

　そうして商店街を離はなれた二人は、十分ほど歩いて、互たがいの家が向かい合う道にたどり着く。

　建て替かえられたばかりのヨカの家に比べると、いつも二人がすごすツクミの家は、古い。

　木造、二階建て、瓦かわ葺らぶき、物干し台替わりのウッドデッキ付き。

　西洋と東洋が混在していて、よくわからない造りだ。

　ヨカの家が建て替えられた時、ツクミの両親も、家を建て替えようとしたのだが、こちらは家主たる祖父がそれを許さなかった。

　そう、ツクミには両親のほかに、祖父もいる。

　ただし、一度も見たことはない。

　ツクミが生まれるより前に、東とう欧おうに住みついて、以後まったく帰ってきたことがないらしい。

　……ならば、家を建て替えてもいいのではないか、と思うのだが。

　ただ、ツクミ自身は、今の家を気に入っている。単純に、自分が生まれ育った家だし、何より、ヨカとの思い出があるのだ。建て替える必要があるとは思わなかった。

　二人は、揃そろってツクミの家に向かうと、古い戸が悲鳴を上げないように、そおっと引いて、中に入った。

「ただいま」

「おかえり」

　どちらともなく、短く言って、笑いあう。いつもの儀ぎ式しきだ。

　それからようやく、ヨカはツクミの手を離した。

　これからは、お互いにやることがある。言うまでもなく、家事である。

　二人は慣れた手つきで、半日無人だった家を、人間の住む場所へと整えていった。

　中でも、最も重要なのは、夕食の支度したく。これは常に、ツクミの仕事だ。

　理由は簡単で、ヨカに任せると、とんでもない目にあうためである。

　なにしろ彼女ときたら、料理のセンス云うん々ぬんというレベルではなく、味の良し悪しがわからない。塩と砂糖を間ま違ちがえたような料理を作り、それを食べてけろっとしている。

　致ち命めい的なのだ。致命傷、と言い換かえてもいい。

　そんなわけで、二人暮らしを始めた直後から、ツクミは台所を「領地」とし、恐おそるべき「蛮ばん族ぞく」を、完全に締しめ出していた。

　一方、その「蛮族」は洗せん濯たくを担当している。

「……いつもどおり、俺のパンツは、洗わなくていいからな。自分でやる」

「私がやったほうが、手間が少ないのに」

「いいから、とにかく、何があろうと、やめてくれ……」

　そうして、家事と明日の支度を終えて、夕食を取った二人は、交代で風ふ呂ろにも入ると、湯上りの気配を髪かみに纏まとわせて、居間のテーブルで再会した。

　お互い、薄うす手でのパジャマ姿。

　かすかに残るシャンプーの芳ほう香こうが、あたりにゆらゆらと漂ただよう。

　ツクミは、冷えた麦茶を右手に持ち、ほっと息をついた。

　するとヨカが、テーブル越ごしに両手を伸のばし、またもツクミの左手を握にぎってくる。

　風ふ呂ろ上りで、熱いのに。

「っ……」

　ツクミは、昂こう揚ようのあまり、体に熱がこもるような感覚を覚えつつ、一方では少し呆あきれて、思わず問うた。

「……そんなに、俺の手が好きか？」

　十三年のうちに何度もしたことがある質問である。

　だから、返ってきた答えもやはり、十三年間同じだった。

「好き」

　短く、率そつ直ちよくな答え。

　さらにヨカは、何かを考えるように黙だまりこくった後、思いのこもった言葉を繋つなぐ。

「だって、これはたった一つの手だもの」

「一つ？」

「私にとっての、たった一つの手……」

　相変わらず、なんだかよくわからない。

　だが、面と向かって「好きだ」と言われるのは、無論、悪い気分はしない。

　熱い血液が、すうっと頭に上ってくるのを感じたツクミは、思わず顔を手で煽あおぐ。

　二人はそうして、しばしの間、手を繋いでいた。

　感じ慣れた感覚と、年相応の、かすかな緊きん張ちよう。

　まるで、互いの部品を、きっちりと嵌はめ合わせるような感覚に、浸ひたっていた。

　しかしやがて、ヨカのほうが、うつらうつら、頭を上下させ始める。

　それに気づいたツクミは、あどけなさに苦笑いしつつ、彼女の肩かたを軽くたたいた。

「ヨカ。眠ねむいんなら、布ふ団とんに行けよ」

「……うん」

　ヨカは小さく答えると、手を離して立ち上がった。

　そしてつと、テーブルを回りこみ、ツクミの背後に歩み寄ると、がばっと体を預けてくる。

「お、おい！」

「ねえ……。今日も、一いつ緒しよに寝ねようよ……」

　細い腕うでが首に絡からみ、ふくよかな感かん触しよくが肩けん甲こう骨こつに当たると、ツクミは今日一番と言うほどに、顔面を紅潮させ、うろたえて振ふりほどいた。

「い、いつも一緒に寝ているかのように言うな！　寝るのは一人！」

「ぶー……」

　結局、ヨカは不満げに口を尖とがらせながら、自分の寝ね床どこがある部屋へと歩いていった。

　彼女の足音を聞きながら、あきれ気味にため息をついたツクミだったが、一方でふと、表情をほころばせる。

（毎日、こうして平へい凡ぼんに、何事もなく過ぎて行けば……、俺は別に何もいらないんだ）

　……一いつ般ぱん論から見て、彼の生活が平凡であるかどうかは、意見の分かれるところだろう。

　だが少なくとも、彼自身は、この自分にとってのありふれた日常を、何よりかけがえのないものだと思っていた。

　そう。心の中でささくれ立つ、いくつかのしこりを除けば……。

（──ん）

　一人になったツクミの脳のう裏りに、唐とう突とつに、ある光景が浮うかび上がる。

　──ぞうぞう、ぞうぞう。

　──鳴り響ひびく、月の雨音。

　──吹ふき散らされる草花の、青い臭におい。

　──小さなヨカの、手のぬくもり。

　──煌こう々こうと輝かがやく満月。

　十三年前の、あの夜の記き憶おくだ。

　だが次の瞬しゆん間かん、ツクミは懐なつかしさより、もどかしさに襲おそわれ、思わず眉み間けんにしわを寄せた。

　彼はこの、たまに唐突に蘇よみがえる、十三年前の記憶に、ずっとある疑問を感じている。

（俺はなんで、十三年前のあの晩のことを、こんなにもはっきりと、覚えているんだろう？　小さなころの記憶って、普通、あまり残らないものなんだよな……）

　覚えることが、ほかにたくさんある年代では、些さ細さいなことは記憶の中に残りにくい、と言われている。

　ところがツクミの場合、三歳の頃ころ、ヨカと手をつないだだけ、という記憶を、十三年たった今でも、克こく明めいに思いだすことができた。

（これは……、たまたま覚えているだけか？　それとも、あの月夜には、何か覚えておかなくてはならないことがあったんだろうか……？）

　ただ、そう考えると、もう一つ別の疑問が、首をもたげてくる。

　ツクミは、おもむろに、テーブルの上に置いてある、自分の財さい布ふに手を伸ばすと、中から一枚の写真を取り出した。

　二年ほど前、祖父の書しよ斎さいを掃そう除じしていて、偶ぐう然ぜん見つけたものだ。

　そこには幼い頃の自分と、一人の少女……、明らかに、ヨカではない少女が写っている。

　赤い髪をした、ヨカよりも少し快活そうな彼女は、ずいぶん親しそうに、ツクミと肩を組んで、Ｖサインを見せていた。

　だがツクミは、彼女のことは、覚えていないのだ。

（写真の中にある、俺の姿を見る限り、たぶんこれを撮とったのは、あの夜の頃だよな……。なのに、この子のことは覚えてない。これはいったい……、どういうことなんだ？　それに、ヨカとこの子は、まったく無関係なのかな？）

　もうずっと、繰くり返している思考だが、やはり今日も、答えは出せそうにない。

　情報が足りなさすぎる。祖父の書斎にも、それ以上の手て掛がかりはなかった。

　一方、これらのことを何度か、ヨカに相談しようかと考えたこともあるが、こちらはなんとなく、踏ふん切りがつかないでいる。

　妙みように、不安のようなものを感じるのだ。

　だからツクミは、この問いをひとまず、思考の片かた隅すみに放置している。

　そうすることで、できるだけ、気にしないでいようとした。

（今は、ヨカがいてくれさえすればいい。それ以外、気にすることはないさ……）

「……俺も、寝るか」

　いつものように、思考を先送りしたツクミは、ちらりと窓の外を見やる。

　庭は、あの夜と同じように、雑草が生え放題になっている。

　無論これは、草むしりの類たぐいをまるでしないせいなのだが、これはこれで、悪くない。

　思い出のまま、そのままで。

　そんなことを考えつつ、ツクミは立ち上がると、財布に写真をしまい、テーブルに放ほうる。

　そして、人工の明かりを消し去ると、月光だけが差し込む中、そろそろと、自分の寝床へと歩いていった。
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　翌朝。七時前に起きだしたツクミとヨカは、半分ほどしか持ちあがらないまぶたに手こずりながら、やはりいつも通りの支度をして、家を出た。

　六月末の風が孕はらむのは、迫せまる夏の艶あでやかな熱気。

　濃こい緑の木々が、歩く人々を急せき立てるように、ざあざあと揺ゆれている。

　ただ、空は真っ暗である。太陽無き世界は、ひたすら夜の中にあって、無数に取り付けられた街灯がなければ、足元もおぼつかない。

　もっとも、ツクミやヨカは慣れたものだ。

　ふと見上げて、星を見つけると、ああ今日は晴れてるな、などと思う。

　そして、隙すきあらば手を繋ごうとしているヨカの手を、ツクミは背負ったカバンをゆすりながら、巧たくみにかわす。毎朝の光景だった。

「朝くらい、手を繋がなくたっていいだろ」

「朝くらい、手を繋いでくれてもいいのに」

　噛かみ合わない会話とともに、譲ゆずらない攻こう防ぼうである。

　だからツクミは、彼女の気をそらすために、いつものように話題を作ろうとする。

「そういえば、昨日の昼休み、誰だれかに呼び出されてたけど、あれはなんだったんだ？」

「ん？」

　ツクミが問うと、ヨカは右手の動きを一いつ旦たんとめ、記憶を探さぐるように首をひねった。

　そして、ふと何かを思いついたように、口もとに指を当てると、囁ささやくように答える。

「うーん。ちょっと、ね」

　なぜか、はぐらかしてきた。

「ちょっと、って？」

　さらにツクミが突つっ込こむと、ヨカは言いづらそうに、おずおずと口を開いた。

「あのね。同級生の、男の人に呼び出されたの。お付き合いしてください、って」

「…………」

　ツクミは思わず、声も出せずに、まじまじとヨカを見た。

　すると彼女は、今度は満面に、いたずらっぽい笑えみを浮かべて、くすっと声を漏もらした。

　どうやら、他た愛わいない罠わなに引っかかってしまったらしい。

「嘘うそ。呼び出したのは、進路指導の先生。私の成績がいいから、進路を有利にするために、生徒会に入れ、って。でもそうしたら、ツクミと手を繋いでいられないから、断ったの」

「……あ、そう」

「男の人だと、嫌いや？」

「…………」

「ふふっ。ツクミって、面おも白しろい……。あ、待って！　なんで早歩きになるの」

　唐突だが、速く歩きたくなったツクミは、ヨカの声も聞かずに、ずんずんと歩きだした。

　何なら、このまま学園まで行ってやろうか、などと考えたりもする。

　たまにはそれくらい、きつい「お仕置き」をしたほうがいいのではないだろうか？

　なんというか……、今後の関係性というものを考えて。

（このままだとやっぱり、あんまりよくないって気はするんだよな……）

　しかし、その決意は、長くは続かない。そもそも、そんなことができるなら、手を繋ぐか繋がないかで、何年も悩なやんだりしないのである。

　あっさり、突き放してしまえばいいだけのことだ。

　このことをトアサに言うと、彼女は決まって、ものすごくいやそうに、こう答える。

『惚ほれた弱みね』。

　実際のところそうなので、ツクミは全く反論できなかった。

「つ、ツクミ……。待って……」

　と、後ろから、荒あらい息とともに聞こえた、熱っぽい声に、ツクミはびくっと体を震ふるわせた。

　理性は、前に進みたがっている。

　自分の意地を守るために。

　だが、感情は止まりたがる。

　苦しそうなヨカを、放っておけるものか、と。

　そして結局、自分でもはっきりと思考しないうちに、彼は立ち止まっていた。

　感情が、理性を殴なぐり倒たおしてしまったのだ。

　振り返ると、ヨカは肩かたで息をしながら、膝ひざに手をつき、何とか立っていた。

「はあ、はあ……。やっと、止まった……」

　良心の呵か責しやくを感じながら、ツクミはそれでも、平静を装よそおい、たしなめるように言う。

「まったく……。あんまり、人をからかわないこと」

「わ、わかった……、けほっ……」

　ヨカは何度か、軽く咳せき込んだ。

　思わず心配になったツクミは、彼女の後ろに回り、背中をさすってやると、同時に自分の意志の弱さにあきれて、ふとため息をつく。

　すると幼おさな馴な染じみは、そこに不意打ちを仕し掛かけてきた。

　つと、ツクミの顔を見上げた彼女は、なおも荒く吐と息いきしながら、そっと右手を差し出す。

　そして、今にも死にそうな声こわ色いろで、ツクミにせがむ。

「ねえ、ツクミ……。私、もう駄だ目め。学園まで引っ張って」

　目は笑っている。昨日のあれとは違ちがい、明らかに演技だ。

　しかし、その表情としぐさは、それと解っていても、ツクミの心の防ぼう壁へきを、一いち撃げきで粉ふん砕さいしてしまう破は壊かい力りよくを伴ともなっていた。

（う……）

　自分のせいで彼女が苦しんでいるように見えるのが、ツクミにとって苦しいところだった。

　むげに断ることなど、できはしない。

「わかった。わかりました……。今日は、俺の負けでいい」

　ツクミは観念して、ヨカの手を握にぎってやる。

　するとヨカは、ようやく一息ついた様子で、何度か呼吸を繰り返す。
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　呼吸音と、手のひらから伝わる彼女の鼓こ動どうが、ツクミの頭から、かすかに残っていた睡ねむ気けを払はらい、より一層醒さまさせていく。

　そうして、すっかり落ち着いてから、ヨカはツクミを見返す。

「……ありがとう、ツクミ」

　柔やわらかな微び笑しようとともに、本当にうれしそうに、礼を言ってくる。

「あ……、うん」

　それを見てしまうと、ツクミからは、何も言いかえすことはなかった。

　こうして、手を繋つないで歩き出した二人は、やがて朝の商店街に差し掛かかった。

　地下鉄の駅が近いだけあって、ここまで来ると、通勤、通学の往来は多い。

　周囲の目もあって、ツクミはやはり照れくさくなったが、先ほどのヨカの微笑を見ると、振ふり払うこともしかねる。背筋を張って、挙動不ふ審しんにならないようにしつつ、ひたすら耐たえる。

　一方、ヨカはむしろ、先ほどよりも軽快に、人の中を歩いて行く。

　そのとき、二人の横を、一台の自転車が通り過ぎた。

「おはよう、アマツジさん」

　乗っていたジャージ姿の若い女性は、すり抜ぬけざま、ヨカに手を振って挨あい拶さつしていく。

　そんな女性に、ヨカはまず、その場に立ち止まり、ぽかんと口を開けた。

　続いて、あいまいな表情で、ぎこちなく手を振る。

　それをみて、ツクミは即そく座ざに、ヨカに問うた。

「ヨカ。今のが誰だか、わかるか？」

「え？　え、えっと……、誰、かな……？」

　たじろいで、頬ほおを掻かくヨカ。ツクミは、ため息とともに答える。

「さっき自分で、『会った』って言ってたろ……。あれは、俺達の学年の、進路指導の先生だよ。何で覚えてないんだ……」

　ヨカの変わった癖くせは、手を繋ぎたがること以外に、もう一つある。

　他人の風ふう貌ぼうを、まったく覚えないことだ。そのせいで、小学生のころから、同級生の顔と名前が一いつ致ちせずに、なかなかクラスに溶とけ込めなかった。

　たまたま、当時からすさまじく小こ柄がらだったトアサは覚えられたようだが、もしそうでなければ、結局、ツクミ以外の友達はできなかったかもしれない。

　無む邪じや気きな無む頓とん着ちやく、と言うべきか。

　しかしこれは、手を繋ぎたがる癖よりももっと、実生活に影えい響きようをもたらす悪あく癖へきである。

　だから、ツクミは、ヨカの未来を考えて、何とか矯きよう正せいしたいと思っている。

　だが、手を繋ぎたがる癖と同じように、彼女のこれが治る気配はなかった。

（困ったもんだよ、まったく……）

　そうしているうちに、商店街を抜けると、道はゆっくりと、上へと傾けい斜しやを始める。

　ツクミの目に、四角いフォルムの、巨きよ大だいな洋館が映った。

　ツクミ達が暮らす太刀月タチヅキ市に、この漆しつ黒こくの館やかたが建てられたのは、太陽消失後のことである。

　十二階建てのそれは、西洋宮きゆう殿でんのような外観を持ち、周囲の住宅との調和などまったく無視して、黒いサイコロのように、市内の中心に、ごろんと転がっている。

　なんでもこれは、そもそも龍人が、東日本における拠きよ点てんとなる住居として、設計、建設したものらしい。

　しかし、あまりにも巨大なものを造ってしまったため、広大な敷しき地ちに、大量の空き部屋が出来てしまったのだという。

　これを後こう悔かいした龍人は、ここに学園を設置し、有効利用しようとする。

　それが、二人が通う「龍玄学府リユウゲンガクフ」である。「学園」とシンプルに呼ばれることが多い。

　その内部には、中等部から、大学部の研究室、学生寮りようまである。

　特に、本校舎のはずれにある「蔵書室」は、かつては聖堂だった建物を、そのまま利用しているために、荘そう厳ごんさが維い持じされ、独特の雰ふん囲い気きを保っている。

　そして、もともと住んでいた龍人は、この学園の敷地内に、「龍人の森」と呼ばれる小さな森と、奇き妙みような白い塔とうを作って、そこで暮らしているらしい。

　窓のないその塔は、森の正面から望むことができ、ツクミも何度か見たことがあった。

「あ」

　と、校門をくぐったところで、ヨカが歩きながら、何かを思い出したように、声を漏もらした。

「忘れるとこだった……。ねえ、ツクミ。今日の放課後、私、ちょっと出かける用があるの」

「……は？」

　意外な言葉に、ツクミは一いつ瞬しゆん固まった後、思わず問い返す。

　するとヨカは、質問を許さないかのように、いつにない早口で言葉を並べた。

「親しん戚せきの人が、ちょっと会いたいんだって。どんな用かは、私も知らないんだけど……。とりあえず、今日は先に帰ってて」

「あ、ああ……、うん」

　会話をしながら、ツクミは驚おどろきを隠かくせない。

　なんせ、この二年間、彼女が、ツクミに対して、「一人で出かける」と言い出したことなど、ただの一度もなかったのだ。

　何をするにも、ツクミと一いつ緒しよだったし、何ならツクミについてきてくれるように頼たのんでいた。

　昨夜、ああは言ったが、それこそ下着を買うときも、ツクミが店の前で待っていないといけないくらいだったのである。さすがに、入りはしなかったが。

　それが突とつ然ぜん、一人でどこかへ行く、という。

　まるでいきなり、秘密の告白をされたような気分だ。

（なんか、落ち着かないな……）

　ツクミがわずかに、顔をこわばらせると、ヨカはそれを感じ取ったか、微笑して付け加えた。

「大だい丈じよう夫ぶ。親戚の人は、女の人だから」
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「じゃあ、行ってくるね」

　ホームルームが終わるや否いなや、ヨカはいつもより少し軽快な動きで、席を立ち、カバンを取ると、ツクミにそう告げてきた。

「ああ、うん……」

　ツクミはそれに、少しぎこちなく声を出して答える。

　その顔には、くっきりと、頬ほお杖づえの跡あとがついている。

　今日一日、ヨカの「相手」のことを考えて、落ち着かなかったのだ。

　それでも、とりあえずは、動どう揺ようを見せまいと取り繕つくろう。

「……気を付けて行けよ。車道は、車が走る所だからな。お前が歩くところじゃないぞ。知ってるか？」

「もう……、子供じゃないんだから、大丈夫だよ」

　そんなツクミの感情を、知ってか知らずか、ヨカはツクミの言葉に苦笑いする。

「じゃあね」

「……うん」

　そうして、彼女は小走りに、教室を出て行った。

　それを見送ったツクミは、しばしじっと、戸口の方を見つめてから、ふっと息をつくと、緩かん慢まんな動作で、教科書をかばんに詰つめはじめる。

（親戚、っていたのか……。今まで、聞いたこともなかったけどな……）

　相手が誰だれだかわからないというのが、ツクミの第一の心配事なのだが、今見ると、妙みようにいそいそとしているのも気になるところだ。

　間ま違ちがいなく、何かを隠している。かといって、それを知るすべはない。

（こっそり、後をつけるわけにもいかないしな……）

　荷物をまとめたツクミは、背中を丸めて、机に上半身を乗っける。

　席を立つのに、少し勢いが必要なくらい、精神的な疲つかれを感じた。

「はあ……、っぶはっ！」

　すると唐とう突とつに、思い切り背中をはたかれる。

「どうしたの？　珍めずらしく一人じゃない。振られた？」

　いつもの声が聞こえてくると、彼女はツクミの正面に回る。

　小学校から聞こえてきそうな声質と、見慣れた小柄な姿に、ツクミはあきれ声で答えた。

「なんだ、トアサか……。もう少し、手加減しろよ」

「あたしは肩かたを叩たたいただけよ」

「ほお。お前の家系では、背中を肩って呼ぶことになってるのか？」

「週末は特に、ね」

　自分で口にした妙なユーモアに、トアサは満足げに微笑む。

　ツクミはさらにあきれて、ため息をつきつつ、説明する。

「ヨカは、何か用があるんだと」

「ふうん、珍しいわね。あの子が、一人でお出かけか。……じゃ、暇ひまなのね、ツクミ」

「ああ、まあ」

「ちょうどよかった。明誠堂メイセイドウに行くから、ちょっと付き合ってよ」

「なんで？」

「あんたが暇だから」

　明誠堂は、駅の近くにある書店である。

　さほど読書家とは言えないツクミは、あまり立ち寄ったことがない。

　しかし今は、何となく、気分転てん換かんするのにいいか、と思った。

　ポケットから財さい布ふを取りだし、紙し幣へいが何枚あるか確かく認にんしてから、返事をする。

「よし……。じゃあ、行くか。暇だし」

「ん。ま、たまにはいいわよ、浮うわ気きも」

「……そういう言い方は、やめてもらおうか」

　こうして二人は一緒に、学園を出た。

　変わらぬ暗い空には、そこかしこを雲が漂ただよい、星をそろりと覆おおっている。

　まだらな空が、落ち着かない自分の心を表しているような気がして、ツクミは顔をしかめた。

「でも、ほんと珍しいわね」

　そんなツクミに、体に釣つりあわない、大きめのスポーツバッグを肩から掛けたトアサは、不思議でたまらない、という風に言う。

　バッグの端はしでは、数年前、三人で夏祭りに行ったときに、ツクミが彼女にとってやった、カバの人形が揺ゆれている。たいした造りではないが、どうやら彼女のお気に入りらしい。

「ヨカが、一人でお出かけなんて。今までそんなことあった？」

「いや……」

　ツクミはトアサに、ヨカが語った「親戚」のことを話し、そのあとに自分の感情を、ぶっきらぼうに続けた。

「ま、とりあえず無事に帰ってきてくれれば……、どんな用件で、どこに行っても、構いはしないけどな」

　トアサは、意地悪く笑う。

「向こうが、浮気だったらどうする？」

「……だから、浮気って言うなよ」

「だって現実に、ツクミはここにいるじゃないの。あたしと一緒に」

「相手がお前だって言ったら、笑われるだけだ、ってっ！」

　鼻で笑い飛ばそうとしたツクミは、軽く足を踏ふまれた。

「お前なぁ……」

「でもま、ヨカに限って浮気ってことはないわね」

　ツクミの視線を無視して、トアサはさらりと言う。

「だって、あの子がツクミから離はなれることはありえないもの」

「……根こん拠きよは？」

「顔を見てればわかるわ」

「顔？」

　問い返すと、彼女はいつになく真ま面じ目めな表情で、続けた。

「あの子はね。ツクミを何か、本当に頼たよれるものだと思ってるのよ。と言うより、世界にたった一人の存在、ってくらいに考えてると思うわ。なんでそう考えてるのか、理由はわかんないけど……、なんとなくわかるんだな、あたしには」

　口調も真しん剣けんだ。

　しかし、トアサが言っているとなると、なんとなく正直には受け取れないツクミである。

「女の勘かんとか言うなよ、ベタだから」

「あら、普ふ通つうの女よ、あたしは」

「よく言うよ……」

「あ、今、身長は普通じゃない、とか考えたでしょ」

「ちょ、ちょっと待った！　腹を殴なぐるのは反則だ」

　こぶしを構えるトアサに向かって、ツクミは手をかざしつつ、彼女の言うことを反はん芻すうする。

　確かに、ヨカは昔からそうだった。

　最近こそ、世間になじんできたような雰囲気があるが、つい五年ほど前は、ツクミが手を離すと、すぐに泣き出してしまうような女の子だったのだ。

　そんな彼女が、何も言わずに、自分から離れていくようなことがあるとは思えない。

（……俺の、考えすぎか）

　そんなことを考えていると、トアサがにやりと笑って、小さく呟つぶやいた。

「このスケベ」

　やがて、駅に向かって歩く二人の前に、十二階建ての新築ビルが姿を現す。

　周囲の雑居ビルから、頭ひとつ抜ぬけていて、目立つ高さである。

　その全フロアが、ひとつの店てん舗ぽ、明誠堂だ。広大な敷しき地ち内には、マイナーなマンガから、分厚い洋物の学術書までおさめられている。

　自動ドアをくぐったところで、ツクミはトアサに問いかけた。

「で、何を買うんだ？」

「え？　別に？」

「……おい」

「あはは、嘘うそ嘘。さーて、何買おっかなー」

　矛む盾じゆんすることを連続で口走りながら、トアサは店の奥に歩いていく。

　大きくため息をついて、ツクミは彼女の後を追った。

　一応、財布とは相談しているが、彼も別に、何か目的があるわけではない。

　他人の買い物を眺ながめながら、トアサに続いて、本ほん棚だなのそびえる中を歩き回る。

　そして結局、店内を一周した後、二人は何を買うでもなく、最上階のカフェ・ラウンジに入り、カップのジュースを手に窓辺の席に座った。

　窓の向こうは、夜空を背負った、夕刻の街。明かりを排せば、そこには黒と灰しかない。

　今の世界の風景は、常にどこか、もの悲しく思える。

　ただ、歩き回る人々に、落ち込んだような雰ふん囲い気きはない。

　太陽があろうがなかろうが、やるべきことは変わらないからだろう。

　人間というのは、どんなことがあっても、次し第だいに慣れてしまうものらしかった。

　もちろんそれも、龍人に支えられた、安定した治安があってのことではあるが。

「……ところで」

　と、スポーツドリンクの入った紙カップを傾かたむけつつ、ツクミはつぶやくように問うた。

「最近、ヨカの様子はどうだ？」

「……なんであたしに聞くの？　のろけ？」

　嫌いやそうな視線を向けるトアサに、ツクミは慌あわてて首を振ふる。

「いや、そうじゃなくてだな……。ヨカの人見知りの話だよ」

「ああ、そっちか」

　トアサは、落とさないように眼鏡を押さえながら、野菜ジュースを一気に半分ほど飲み干す。

　そういう時は眼鏡をはずせばいいと思うのだが、彼女はなぜかかたくなに、ツクミたちの前では眼鏡を取らない。

　一度、それについて聞いたとき、「これはあたしの体の一部なの」という、気味の悪い答えが返ってきたのを、はっきりと覚えている。

「治ってないわよ、全然。相変わらず。こないだも、クラスメイトに『どなたでしたっけ？』って聞いてたわ」

「……そうか」

　ツクミは、困ったように、眉まゆを寄せた。

　例の、他人の顔を覚えないヨカの癖くせを矯きよう正せいするため、ツクミはトアサに、それとなくヨカの様子をうかがってもらい、いろいろとフォローしてもらっている。

　だが、そうした尽じん力りよくの甲か斐いなく、彼女の癖は、改善される気配がない。

（いくらなんでもあんなに他人の顔を覚えないのは、異常だよな。……なんか病気とかじゃないといいんだが）

　心の中でつぶやきつつ、ツクミは窓の外を見やる。

　そしてふと、ガラスに映ったトアサが、テーブルに頬ほお杖づえをつき、こちらの顔をじっと見ていることに気付いた。

　思わず、じと目で向き直る。

「なんだ？」

「──え？」

　自分の行動を悟さとられ、びっくりした様子のトアサは、素す早ばやい動きでテーブルの上にカップを置くと、次いで縁ふちをなぞりながら、口ごもった。

「あ……、その……」

「なんか、ヨカに関することか？」

　問うと、今度はなぜか、さびしそうな表情をしたが、やがて不ふ機き嫌げんそうに言った。

「別に……。みょーな顔してるな、と思っただけよ」

　ツクミは思わず、むっとして言い返す。

「……お前のキッカイな身長ほどじゃない。小学校のころから、ほんとに全然伸のびてないだろ」

「あたしは妖よう怪かいか!?」

「いや、妖怪でも、身長くらい伸びるだろ。見み越こし入道とかな」

「ぐぅ、なんて言い草……。低身長は、あんたのスケベよりは、社会に迷めい惑わくかけてないわよ」

「む……」

　わずかな応おう酬しゆうをきっかけに、テーブルを挟はさんで、二人はしばし、にらみ合う……。

　先に折れたのは、ツクミのほうだった。というより、心配になったのだ。

　何か悩なやみがあるなら、自分に相談してくれてもかまわないのに。

　そこで、一呼吸置くように息をついてから、言い聞かせるように、言葉をかけた。

「……まあ、あれだ。なんかあったら、俺に言えよ」

「え？」

「長い付き合いだしな。俺ができることなら、何だってしてやるさ。できないことだって、相談くらいには乗るし、できるかもしれないことを、考えてやる。いいな」

「あ……」

　すると彼女は、うれしいような悲しいような、妙みような表情を浮うかべて、答えた。

「……わかったわよ、ありがとう」

　それを見て、ツクミはにやっと笑う。

「照れるなよ」

「照れてないっ！」




　　　　＊＊＊




　……それにしても、ずいぶんと遠くまで来たものだ。

　少女は、妙な感かん慨がいに浸ひたりながら、駐ちゆう車しや場じようの縁えん石せきに、ぺたんと腰こし掛かけている。

　視界に映るのは、ひたすら広がる黒い海と、その辺に立つ小さなコンビニ。

　岩交じりの砂すな浜はまが、ずうっと先の岬みさきへ続いている。

　しかし不思議と、物悲しくはない。やはりこの、温かな風のせいだろうか。

　打ち寄せる波の音も、何か弦げん楽がつ器きを爪つま弾びいているような、心地ここちよい感かん触しよくを持っている。

　やはりここは、何もかも、自分の生まれ育った場所とは違ちがっているのだ。

　変わらないのは、中天からこちらを見下ろす、あの月くらいか。

　もっともあれは、世界のどこに行っても、変わることはあるまいが。

「……さてと、休きゆう憩けい終わり」

　つぶやいて、少女は立ち上がると、右手の傘かさをぽんと開き、海沿いの道を歩き出す。

　このまま真まっ直すぐ行けば、太刀月市はすぐそこだ。

　黄金の髪かみを持つ影かげが、月光の海岸線を、傘を差して、ひょこひょこと跳はねていくのを見ていると、それはまるで、ヨーロッパの御お伽とぎ噺ばなしの風景のようだった。

　降り注ぐ淡あわい光に、目を細めながら、少女は月を仰あおぐ。

「必ず……、あれを手に入れて、帰る。だから、もう少しだけ……、待っててね。ララヤ」








　２、月ツキの卵タマゴ




　ツクミは昨日と同じくらいの時間まで、トアサとだべった後、ようやく明誠堂メイセイドウを出た。

　駅前商店街にある、トアサの家まで一いつ緒しよに帰り、そこで別れる。

「どうせなら、ご飯食べて行かない？　あのちっちゃい親おや父じに、『上』くらいは握にぎらせるわよ」

「いや、ヨカがもう、帰ってるかもしれないし……、今日は帰る。今度、ヨカと一緒に行くよ」

　一人になったツクミは、適当に、夕食の買い物を済ませようと、商店街を歩いていく。

　相変わらず、夕刻の買い物客で、周囲はごった返している。

（……ん？）

　その最中、ツクミは、目立つ格好の人間が、人ごみの中にまぎれているのに気づいた。

　夏だというのに、軍服のような分厚い黒のコートを着込み、その厚みで、人波を撥はね除のけるようにして歩いている男である。すれ違いざまに視線をやれば、体の各所に、銀で出来たアクセサリを装着しているのが、はっきりと見えた。

　ツクミは、少し意外に思いつつ、心の中でつぶやく。

（夜警局ヤケイキヨクだ……。珍めずらしいな）

「夜警局」は、龍人リユウジンに直属し、彼らの命令を実行する立場の、いわば特とく殊しゆ部隊である。

　その仕事の性質上、シルナティカを相手にするため、魔ま術じゆつを扱あつかう人間も存在しているという。

　それゆえに、あまり一いつ般ぱん市民の前に姿を現すことはない。

（まさか、夕飯の買い出し、ってわけじゃないだろうし……）

　くだらないことを考えるツクミの心の中で、ほんの少し、吸血鬼キユウケツキに対する恐きよう怖ふ感が、頭をもたげる。

　思おもい浮かんだのは、やはりヨカの顔だ。

（……何もなきゃ、いいけどな）

　喉のど元もとに引っかかる、とげのような思考を気にしながら、新しん鮮せんなサバを買い込んだツクミは、足早に商店街を離はなれた。

　あとは、今朝も通った、いつもの道。

　見慣れた風景の中を、十分も歩けば、もはや見み飽あきた、我が家の姿が見えてくる。

　……はずだった。

「…………」

　しかし、少し進んだところで、湧わき上がる感情を持て余したツクミは、歩きながら、周囲をきょろきょろと見まわした。

　いつもの道が、妙に広くなったように感じる。

　変わらないはずの夜の闇やみも、今日は、見たことがないような深さを伴ともなって、あちこちにわだかまっている気がする。

　そして気づけば、左手を軽く握っている。

　まるで、自然にそこにあるはずのものを、求めるかのように。

　一人で歩いて帰るのなんて、いつ以来だろうか？

　記き憶おくを探さぐったツクミだが、どうもうまく思い出せない。たぶん、二年や三年前の話ではないだろう。

　それほど、自分とヨカは、「離れる」ということがなかった。

　そして、「手を繋つながない」時間も。

　だから、ツクミは……、単純に、寂さびしかった。

　寂しいという感情を、久しぶりに、強く感じている。

（父さんたちが家を出た時でも、ここまで寂しくはなかったんだけどな……）

　それも、今思えば、ヨカがいたからだろう。

　散々、手を繋ぐことを恥はずかしがっておきながら、一人になるとこれだ。

　こっちの方が、よほど恥ずかしい、と自分でも思う。

　さらに、そうしていると、先ほど一度は収まったはずの思考が、ツクミの中で、ゆっくりと首をもたげてきた。

　もしこれで……、例えばヨカに、誰だれか好きな人ができて、自分から離れると言い出したら、自分はいったい、どうなるのだろう？

　トアサはああ言っていたが、もしそうなったら？

（……いやいやいやいや）

　ツクミは慌あわてて、心の中で首を振ふる。

　そんなことは、たぶんありえない。

　自分たちはお互たがいに、互いの人生の中で、一番長く、一緒にいたのだ。

　だからこれからもずっと、一緒にいられるはず……。

（と、今朝まではそう思ってたんだよな……。だけど、親しん戚せきってのが……）

「……はあ」

　一人では思考の抑おさえも利きかず、延々と同じことを考えながら、ツクミはのろのろと家路をたどる。

　結局、住み慣れた我が家にたどり着くのに、いつもの倍の時間がかかった。

　予想通りと言うべきか、まだ明かりはついていない。

　向かいのヨカの家も真っ暗で、彼女がまだ帰宅していないのは、一目瞭りよう然ぜんだ。

（……ゆっくり家事ができる、と思っておこう）

　もはや強がりであることは、自分でもはっきりとわかっていたが、ともかくツクミは鍵かぎを開けて、古びた扉とびらをくぐる。

　そして、ヨカの代わりに、掃そう除じと洗せん濯たくを済ますと、夕食の下ごしらえにかかった。

　ポテトサラダにするためのジャガイモを茹ゆで、たまねぎは水に晒さらし、ハムを切る。

　買ってきたサバは、適当に切って、グリルで焼き、一方で大根をおろす。

　ついでに、ホウレンソウを茹でることにした。野菜が足りない。

　その手て際ぎわは、流れるようで、実に素す早ばやかった。

　必要に迫せまられた結果、すっかり、いっぱしの「主夫」と化している彼である。

　ただそれも、食べてもらう相手がいるから、張り合いがあるというものだが。

（まあ、あいつは味覚がおかしいけどな……）

　そうして、するべきことを済ませた彼は、まんじりともせず、制服のまま、居間のソファに体をうずめた。

　時計を見やれば、午後七時。いつもの夕食時は、とっくに過ぎている。

　ポケットから携けい帯たい電話を取り出すが、メールも着信も入っていない。

（あいつ、携帯、ちゃんと持って出たのか？　遅おくれるんなら、連れん絡らくくらいしろよな）

　娘むすめの門限を気にする父親のような心配をしつつ、ツクミは再び湧き上がるさびしさをぐっと押さえつけるように、さらにソファに沈しずみ込む。

　朝方強く吹ふいていた風は、いつしかすっかり止やんでいる。

　あたりからは、犬の鳴き声一つ、聞こえない。

　静かな夜だった。

　──と、そのときだ。

「ん？」

　ツクミの家の古い呼び鈴りんが、錆さびた音を立てて、来客を告げた。

（ヨカ……、じゃないな。あいつは、鍵持ってる）

　もちろん、このボロ家にはインターホンなどない。

「はいはい、っと……」

　返事をしつつ、玄げん関かんに出て、明かりをつけると、ガラス戸の向こうに、見慣れた制服が見えた。どうやら、郵便らしい。

　応対すると、中年の配達員は、ツクミあての荷物があることを、ぼそぼそと告げ、受取証明のサインを求めてくる。

　ツクミがペンを走らせると、配達員はそれと引き換かえに、小さな箱を渡わたしてきた。

　ひどく几き帳ちよう面めんに作られた、立方体の木箱である。

　手て触ざわりはしっとりとしていて、光こう沢たくを帯び、何か厳重な、工芸品のような質感がある。

　ただ、おかしなことに、包装紙や、蓋ふたを固定する紐ひものようなものは、一いつ切さい使われていない。

　送り状も、蓋に貼はり付けられておらず、触さわるとぺらっとめくれた。

　まさかこのまま、輸送されたのだろうか？

　疑問に思ったツクミは、そのあたりを配達員に尋たずねようと、顔を上げる。

　そして、思わず目を丸くした。

「……あれ？」

　配達員はいつのまにか、ツクミに何の気配も感じさせずに、目の前から姿を消していた。

　思わず玄関から身を乗り出し、辺りを見回すツクミだったが、彼の姿はどこにもない。

　そもそも、配達員なら車かバイクを使っているだろうに、それらの排はい気き音もしなかった。

（たまたま俺が、気づかなかった……、ってことでいいのか……？）

　何か、腑ふに落ちないものを感じつつ、ツクミはガラス戸を閉め、鍵をかけた。

　それから居間に戻もどると、再びソファに腰こしを下ろし、受け取った箱の送り状を見やる。

　そして思わず、首をかしげた。

「じいちゃんから……？」

　送り主は、司馬知海シバ・トモミ。例の、東とう欧おうに住む、祖父の名だ。

　もし、これが普ふ通つうの家庭なら、肉親からの送おくりものに、違い和わ感を覚えることなどないだろう。

　しかし、ツクミにとっては、これは未体験の状じよう況きようだった。

　何しろ、彼はこれまで一度も、祖父から何かを送られた、ということがない。

　かつては、両親に言われて、「おじいちゃん、おげんきですか」などと手紙を書いたこともあったが、返事は帰ってこなかった。

　だから時々、祖父は自分が生まれたことを知らないのではないかと、心配になることがある。

　さらに言えば、ツクミの方も、どこかでその実在を疑っていたほどだった。

（じいちゃん……、ほんとに存在したんだな）

　祖父が自分のことを知っていた、という奇き妙みような昂こう揚ようと、突とつ然ぜん送られてきたものに対する、静かな胸むな騒さわぎを感じながら、ツクミは早さつ速そく、箱を開けてみた。

「よっ、と……。ん……、ん？　なんだこれ」

　箱から出てきたのは、奇妙な形の物体だった。

　一見すると、卵だ。

　全体的に、灰はい褐かつ色しよくで、遠目には、卵そのもののようにも見えるだろう。

　だがよく見ると、その表面には、薔ば薇らの花弁を思わせる、細やかな意い匠しようが彫ほってある。

　さらに、これには装そう飾しよく用のチェーンがついていて、これがまたご丁てい寧ねいに、薔薇の茎くきのように、ところどころに棘とげがある。首から下げると、怪け我がをしそうだ。

　要するに、卵の形をしたアクセサリ、ということでよいのだろうか？

（……なんでいきなり、こんなものを送ってきたんだ？）

　思考に詰つまったツクミは、わずかに眉まゆをひそめつつ、箱の方をもう一度探さぐってみる。

　すると、箱の底の方に、四つに折られた一枚の紙が入っていた。どうやら、手紙らしい。

　内容は簡潔で、しかも明らかに急いで書いたような、粗そ雑ざつさが見て取れた。

『……無関係なお前を巻き込むことを、心苦しく思うが、手段と時間が足りなかった。お前の手で、これを天乃原アマノハラ家に届けてくれ。できれば、誰にも見つからないように』

「…………」

　ツクミは無言で、今度は頭を抱かかえた。

（無茶だろ、それは……）

　アマノハラ家は、日本政府に力を貸す、龍人たちの頭領。

　すなわち、日本のシルナティカの王、と言っていい立場の龍人の家系である。

　当然、ツクミのような一いつ般ぱん市民は、存在を知ってはいても、面識はない。

　一応、学園にはアマノハラ家の龍人がいるらしいが、知り合うきっかけすらなかった。

　そもそも、祖父は龍人と、どんな関かかわり合いがあるのだろう……？

　いろいろなことを考えながら、ツクミは箱の蓋を閉じ、アクセサリをポケットに押し込んだ。

「──あれ？」

　と、そんなツクミの耳を、再度、かすれるようなベルの音が叩たたく。

　やはり、呼び鈴である。

（今度は何だよ……？　訪問販はん売ばいとかだったら、面めん倒どうだな）

　ツクミは頭を掻かきながら、アクセサリを、ズボンのポケットにしまいこんで、玄関に出る。

　明かりをつけると、ガラス戸越ごしに、相手の影かげが見えた。しかし今度は、全体的にこぢんまりした影が一つ見えるだけで、相手を推測することができない。

　ただ、少なくとも、ヨカが帰ってきたわけではなさそうだ。

　ツクミは、招かれざる客に対する応対の手順を考えつつ、おもむろに戸を開く。

　それから、相手の風ふう貌ぼうを見て、思わず面食らった。

「……どちら様ですか？」

　玄関の、薄うす暗ぐらい光が照らし出したのは、一人の少女だった。

　まず、どう見ても、日本人には見えない。

　紫むらさきがかった、青い瞳ひとみ。濡ぬれた麦わら色をした髪かみは、緩ゆるやかにウェーブがかかり、首筋から肩かたにかけて、隙すき間まなく覆おおっている。

　小こ柄がらな体を包むのは、レースをふんだんにあしらった、ゴシック調の黒いドレス。

　それには、ところどころに、虫食いのような穴があって、そこから地じ肌はだが覗のぞいている。

　さらに首からは、正八面体のペンダントを二つ下げていて、片方は青く、もう片方は赤く、ちかちかと明めい滅めつしている。

　そして、右手には黒い洋よう傘がさ。最近は、日傘ではなく、月傘と言うらしい。

　レースの装飾を纏まとったそれは、彼女が子供っぽく揺ゆするたびに、ふわふわと揺れている。

　少女の顔立ちとあいまって、全体の印象は、不気味というよりは、ファンシーである。

　しかし何より目をひくのは、彼女の肌はだの白さだった。

　氷の粒つぶを表面に纏ったような、冷たさを帯びた白。純白ではない、青白セイハク。

　雰ふん囲い気きは、言うなれば、夜の中で身じろぎするフクロウ、と言ったところだろうか。

　無論、知り合いではない。

（もしかしたら、例のヨカの親しん戚せきか？　……いや、それならヨカが一いつ緒しよにいるか）

　ツクミが対処に困っていると、少女は不意に口を開いた。

「こんばんは。あなた、日本語わかるかしら？」

　鼻にかかった、甘ったるい声だ。しかし、口調はやや固い。

　そして、発音された日本語は完ぺきだった。

　ツクミは妙みようなところに感心しつつ、戸と惑まどい気味に答える。

「まあ……、日本人なので」

「そう、よかった。あたしの言葉も通じてるみたいだし。じゃあ、あなたが、シバ・ツクミ？」

「は？」
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　突然、名前を呼ばれたツクミは、今度は押し黙だまった。

　見覚えのない人間に、突然名前を呼ばれるのは、思わず身構えてしまうものだ。

　それでも、黙っているわけにはいかず、警けい戒かいしつつ、簡潔に答える。

「ああ、そうだ。……一体、何の用だ？」

　すると、少女は目を細めて、うっすらと微笑ほほえんだ。

「実はね。あたし、欲ほしいものがあるの」

　同時に、ツクミは息を呑のむ。

　彼女の唇くちびるから覗のぞいたのは、三日月のように細長い牙きば。人間にはありえない、異様な犬歯。

　このことが指し示す事実は、ただ一つしかありえない。

（ちょ、ちょっと待ってくれよ……）

　思いがけない状況に、たまらず後ずさるツクミを、楽しげに囁ささやくような言葉が追い打つ。

「あらゆる世界の理コトワリを、書き換える力……、『月ツキの卵タマゴ』を、頂ちよう戴だいな」

　瞬しゆん間かん、ツクミの目の前に、巨きよ大だいな光の球が発生すると、彼の全身を、一息で飲み込んだ。




　　　　＊＊＊




　……どれくらい、経たっただろう。

「うっ……」

　呻うめき声とともに、ツクミは意識を取り戻した。

　目を開くと、眼前に広がっているのは、いつもと変わらない、家の天てん井じようである。

　どうやら、自宅のどこかで、あおむけに倒たおれている状況らしい。

（……どう……なった？）

　ふと、記き憶おくをたどる。

　……そうだ。少女を相手に応対していたら、突然目の前に現れた光に呑み込まれたのだ。

　おそらく、そのせいで気絶していたのに違ちがいない。

「──っ！」

　それを自覚したとき、ツクミははっきりと覚かく醒せいし、即そく座ざに上半身を起こした。

　正面には、自分が先ほどまで立っていた、玄げん関かんが見える。

　首を回せばすぐ後ろに、少しへこんだ、廊ろう下かの突つき当たりの壁かべがある。

　どうやら、あの光に吹ふき飛ばされ、ここに叩きつけられたらしかった。

　その証しよう拠こに、背中がぎしぎしと痛む。

「う……」

　呻きながら、ツクミはさらに、他に怪我をしていないかどうか、全身をまさぐった。

　着たままの制服が、あちこち破れているのが分かる。

　ただ……、なぜか自分自身には、傷一つついていなかった。

　ツクミは思わず、首をかしげる。

（あの光……、たぶん魔ま術じゆつだよな。なら何で、あれを正面から浴びた俺は、無傷なんだ？）

　疑問にとらわれたツクミは、もう一度、少女と接せつ触しよくした場面を思い出そうとする。

　白い肌。黒いドレス。

　唇から覗く、長い牙……。

「……！」

　そして次の瞬間、彼は強い負の感情に襲おそわれ、めまいを覚えた。

（う……）

　それは、純じゆん粋すいな恐きよう怖ふ。

　しかも、今まで感じたことのない、死に直結する、恐怖。

（そうだ……。俺はあの時、殺されかけたんだ……。間違いなく、あいつはそうするつもりだった……）

　少女の笑えみ……、「人を殺す笑み」が、脳のう裏りに浮うかぶと、ツクミは文字通り、血の気が引くのを感じた。

　同時に、少女の「正体」を、自然に悟さとる。

（あれはシルナティカ……。しかも、吸血鬼だな……）

　吸血鬼。シルナティカの中でも、もっとも恐おそるべき存在。

　小柄で、人間にしか見えない少女だが、彼女の容よう貌ぼうといい、やや奔ほん放ぽうな言動といい、伝え聞く吸血鬼のものと、完全に一いつ致ちしている。

　──と、その時だ。

「ふう……」

　廊下の右手にある、半開きの扉とびらの方から、その少女の吐と息いきが響ひびいた。

　かわいらしい声こわ色いろだが、今のツクミにとっては、死に神の招く声のようにすら聞こえる。

「──っ！」

　ツクミは、声をあげそうになるのを、すんでのところで踏ふみとどまると、何とかそれを、喉のどの奥に呑み込んだ。

　するとそれは、毒薬のように全身に回り、震ふるえとなって現れる。

　一度生まれた恐怖は、勢いよく膨ふくれ上がると、ずるずるとツクミを呑み込もうとする。

　全身の関節という関節が、がくがくと揺れる。

「くっ……」

　そんな自分の体に、無理矢理いうことを聞かせて、ツクミはそろりと、立ち上がった。

（と、とにかく、ここから離はなれないと……）

　ただそのためには一つ、重大な問題があった。

　周囲には窓がなく、強ごう引いんに外に出る手段がないのだ。

　一番近いのは、正面の玄関だが、そのためには、あの部屋の前を通らなくてはならない。

　見つかれば……、あまり想像したくない結末が待っているだろう。

　思考を巡めぐらせながら、ツクミは静かに、深呼吸をする。

　恐怖を抑おさえ、体の動きを確保しようとする。

　一方、右手の部屋からはがさがさと、何かをひっくり返すような物音が響いてくる。

（何をやってるんだ、一体……）

　疑問が、ツクミを少し落ち着かせる。

　そうして、何とか恐怖を鎮しずめると、意を決し、玄関に向かって、忍しのび足で歩き出した。

　一歩、一歩。

　古びた木の床ゆかを刺し激げきしないよう、鳴りそうなところを避さけて、慎しん重ちように進む。

　幸い、扉の手前までは、大きな物音を出さずに済んだ。

　ただ、この半開きの扉の前を通るのが、最大の難関である。

　ツクミはまず、中の様子をうかがうべく、蝶ちようつがいの隙間から、そっと中を覗き込んだ。

　そこは、普ふ段だんはたまに掃そう除じするだけの、祖父の書しよ斎さい。

　いつもは、ほとんどだれも入らないその部屋の床に、今は何枚もの写真や書類が、無造作に散らばっている。

　少女はその中央で、小物入れを片かたっ端ぱしからひっくり返し、中身を漁あさっていた。

「うーん……。この辺にあるのは、間違いないんだけどな……」

　幸い、こちらに背を向けている。

　今なら、そっと通り過ぎれば、彼女自身の物音と紛まぎれて、気づかれないだろう。

　ツクミはそう速断すると、さらに足を忍ばせて、そっと扉の前を通り過ぎようとした。

　少女の、困ったような独り言が響く。

「勢い任せに、さっきの人間を消しとばしたのは失敗だったかな……。ゆっくり『卵』のありかを聞き出せばよかった。……早く出ないと、この町には、あの龍リユウがいるのよね」

　彼女の口ぶりだと、ツクミは死んだと思われているようだ。

　歩きながら、ツクミはちらりと、書斎の中を見やった。

　室内の強い明かりの中では、彼女の虫食いドレスと、恐ろしく白い肌は、いっそう際きわ立だって見える。

　それはおそらく、人間には出しようのない、死出の色。

（やっぱり……、彼女は吸血鬼なんだ。下手をすれば、ここで食しよく糧りようにされても、おかしくない……）

「……っ！」

　一瞬、頭をよぎった思考は、ツクミの中から三み度たび、恐きよう怖ふ心しんを呼び起こした。

　しかもそれは、これまでになく強く、全身を走ると、瞬またたく間に、彼の体から自由を奪うばい、その場に拘こう束そくする。

　……そう。開かれた扉の、すぐ前に。

　今、少女が振ふり向けば、あっさり視界にとらえてしまう場所だ。

（まずい……！）

　何とか、前進しようとするツクミだが、震えだした膝ひざは、本人の意思を全く受け付けない。

　首をめぐらせれば、少女の背中が見える。

　すぐ近くにあるそれは、いつ振り向いてもおかしくないような雰ふん囲い気きを持って、ツクミの精神をさらに圧あつ迫ぱくする。

　そのプレッシャーに耐たえながら、ツクミは恐怖心を抑えるべく、か細く呼吸を繰くり返す。

　そして、祈いのった。

（こっちを向くな……、こっちを向くなよ……）

　それ以外に、できることがなかった。

　──気の遠くなるような、一瞬。

「…………」

　呼吸過多で苦しくなったころ、ツクミの膝はようやく、震えるのをやめた。

（っ……！）

　即座に、ツクミはゆっくりと前進し、何とか、扉の死角にまで移動する。

　さらに安あん堵どして座り込みそうになるのを耐えて、そのまま玄関から、素す足あしのまま、家の外へと脱だつ出しゆつした。

　門もん扉ぴのあたりまでたどり着いたところで、ツクミはちらりと、後ろを見やる。

　少女は、追って来ない。

　きっと、振り返らなかったのだろう。

「…………はあぁぁぁぁ」

　それを確かく認にんしてようやく、ツクミは腹の底から、しかしできるだけ声を抑えて、息をついた。

　同時に全身から、思い出したかのように、冷ひや汗あせが噴ふん出しゆつする。

（本当に怖こわいと……、あんなに、動けなくなるもんなんだな……）

「死の恐怖」から解放されたツクミの体は、一気に弛し緩かんする。

　脱だつ力りよくした全身を持て余し、ツクミは思わず、その場に腰こしを下ろした。

「……ん？」

　と、ズボンの後ろポケットに、何か硬かたいものの感かん触しよくを覚えたツクミは、そっと手を突っ込む。

　中から出てきたのは、あの卵形のアクセサリ。ずっと、入れたままになっていたのだ。

　それを確認したツクミは、少女の言葉を思いだし、はっとした。

（そういえば、あいつ『月の卵』とか言ってたな……。もしかしたら、これが狙ねらいか？）

　少なくとも、ツクミの身の回りで、卵の形をしているのは、これだけだ。

　可能性は高い。

（……ひょっとしたら、今からでも、彼女に渡わたせば、おとなしく立ち去るかな）

　住み慣れた家を、あまり荒あらされたくないツクミは、ふとそんなことを考えた。

　しかし、すぐに思い直すように頭を振る。

　これは一応、祖父から託たくされたものでもある。

　龍人に届けろ、と言うからには、それなりに、重要なもので、だからこそ吸血鬼が追ってきたに違いない。

（なら、こいつを届けて、ついでに龍人に保護してもらおう。吸血鬼と交こう渉しようするより、そっちの方が安全だしな。……それになにより、家をあそこまで荒らされて、黙だまってるのも癪しやくだ）

「……よし」

　こうしてツクミは、何気ない生活を、土足で踏み荒らされた恨うらみを晴らすべく、庭に干したままだった、スニーカーをはき、一目散に走り出した。

　目指すのは、学園の「龍人の森」だ。

　万一、吸血鬼が追ってくる場合のことを考えて、商店街は避け、大きく遠回りする。

（ああ、そうだ……）

　走りながら、彼はふと、ヨカのことを考えた。

　もし今、彼女が何も知らずに、普ふ通つうに家に帰ろうとしていたら……、あまり考えたくないが、最悪の事態だ。

　そこで早さつ速そく、携けい帯たいを取り出すと、急いで連れん絡らくを取ろうとする。

　しかし、これがつながらない。

『お掛かけになった電話は、電波の届かない場所にあるか、電源が……』

（また、バッテリー切れにしたな、あいつ……）

　とぼけたところの多い幼おさな馴な染じみは、いつものように、携帯の充じゆう電でんを忘れているらしい。

「まったく！」

　毒づいたツクミは、彼女の無事を祈りつつ、走り続けるしかなかった。

　幸い、繁はん華か街がいを迂う回かいしているせいか、ツクミの周囲には、人通りがほとんどない。

　まるで、無人の街を走っているような雰囲気である。

　──宵よい闇やみの黒、街灯の白、夜空の藍あい。

　行く手には、ぽっかりと満月が浮うかんでいる。

　さらに走るうちに、月光に照らされるようにして、黒い立方体のシルエットが見えてきた。

　ツクミはそれを見上げて、ふと、安堵の息をつく。

　しかし次の瞬しゆん間かん、不意に後方で、強く地面を蹴ける音がした。

「っ！」

　体全体を、びくっと振るわせたツクミは、恐おそる恐る、首だけで振り返る。

　舞まい飛ぶは、ドレスのスカートをはためかせる、黒い影かげ。

　それはまるで、ゴムボールが跳はねるように、人間にはありえない高度で跳ちよう躍やくを繰り返しながら、次し第だいにこちらに近づいてくる。

　見み間ま違ちがえようがない。彼女だ。

（気づかれた！）

　舌打ちすると同時に、全身に震えが走る。ただ、動けないほどではない。

　と言うより、「動かなければ死ぬ」という衝しよう動どうが、彼を突つき動かした。

　やがて足が、学園に続く坂の傾けい斜しやを捉とらえる。

「はぁ、はぁ……」

　切れそうな息を、気力でつないで、彼は足を動かしつづけた。

　しかし……。

「──はい、そこまで」

　ちょうど坂の真ん中で、影はツクミの前に降り立つと、左手の月傘がさをぶるんと振るった。

「う……」

　ツクミは、小さく声を漏もらして、足を止める。

　漆しつ黒こくの洋館を背に立つ、蒼あお白じろい少女。右手を腰に、顔には微び笑しようを浮かべている。

「驚おどろいた。まさか、不意打ちであたしの蝶を浴びて、まだ生きてるなんてね。痕こん跡せきを確認しなかったから、気づかなかったわ。本来、あなたの肉体は、血けつ痕こんだけ残して、跡あと形かたもなく消えうせるはずなんだけど……。あなた、魔ま術じゆつが使えるの？」

「いや……」

　穏おだやかでないことを言う彼女に、ツクミはこわばる筋肉を無理やり動かして、首を振る。

　実際、ツクミはそちらの方面に、まったく心得がない。

　それどころか……、また体中が、恐きよう怖ふで震ふるえをきたしている。

　両手を腰に回し、抑おさえつけようとするが、それでも抑えきれるものではなかった。

　そんなツクミを見た少女は、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめたが、それ以上は構わず、話を進めた。

「そう。まあいいわ。……でも、逃とう走そう経路は少しお粗そ末まつだったわね。ここをまっすぐに目指せば、あたしが気づかないわけがないでしょ」

　白い右手が、黒い龍の府を指さす。

「ここは間違いなく、龍人の造った建造物だもの。こんなけったいなものを造るのは、龍人以外にいない。だから、あなたが逃にげるのも、ここしかなかったのよね。……でも残念。今は、留守みたいよ。それとも、あたしたちに気づいていないのかしら？　見てのとおり、すぐ目の前まで来ても、誰だれも阻そ止しにやってこないわ」

「…………」

　彼女の言葉に、ツクミは無言で、後ずさりする。

　もしそれが本当なら、望みはない。

　ただ同時に彼は、少女の顔に、かすかにおびえの色があるのを見てとった。

（……そうか。やっぱり、あいつは龍人が怖いんだな）

　どうにかして、龍人がやってくるまで、時間は稼かせげないだろうか？

　恐怖をかいくぐりながら、思考をめぐらせるツクミに、少女はさらに懇こん願がんするように言う。

「……ねえ、お願い。あたしには、『卵』が必要なの。どうしても変えたい、世界の理があるのよ。だから……、今渡してくれれば、あなたに危害は加えないわ」

　少し、下した手てに出てきたような印象である。

（よし。なら……）

　それを弱みと見たツクミは、とっさに、嘘うそをつくことにする。

「あ、ああ……。あれなら、ここに来る前に、別の場所に隠かくしてきた。どこにおいてきたかは、簡単には教えられないな……」

「は？」

　きょとんとする少女に、ツクミはひきつった笑えみを浮かべて見せる。

「……でも、交渉によっては、教えないこともない」

　振るえる声で、精せい一いつ杯ぱいの、ハッタリだった。

　すると少女は、ツクミと視線を合わせ、にまぁっと笑った。

　いや、口元だけが笑みを作った。

　目は笑っていない。

「だめよ、嘘ついちゃ」

「……え？」

「これが、あなたの嘘を証明してるの」

　間の抜ぬけた声を上げるツクミに、彼女は右手で、胸むな元もとから、あの正八面体のペンダントを一つ、掴つかみだした。

　青く明めい滅めつしているほうである。

「この魔術機械マジナ・マキナ『ラインの日月ジツゲツ』はね、『月の卵』が発する微び弱じやくな魔力に反応して、発光するように出来てるの。あなたが逃げたのも、これのおかげで分かったのよ。だから……、これが今、点てん滅めつしてるってことは？」

「あ」

「そういうこと……」

　言うなり、彼女は右手で口元を隠すように覆おおうと、上ずる声を押さえつけ、低く呟つぶやいた。

「わかった。もういいわ。今度は、あなたが『卵』だけ残して消えてなくなるまで、ちゃんと見ててあげる……。そして、あなたの骸むくろの中から、あたしは卵を拾うことにするわ」

「っ──」

　瞬間、ツクミの目の前に、再びあの虹にじ色いろの光球が出現した。

　音もなく、気配もなく。

　先ほどはどうだったかわからないが、その大きさは、周囲の家ほどもある。

　どう見ても、回かい避ひのしようがない。

　それと対たい峙じするツクミはふと、体の奥の震えが、止まるのを感じる。

（ここが諦あきらめ時、ってことか……）

　聳そびえ立つ光球に、全身を照らされながら、ツクミはあきらめて、目をつぶろうとした。

　──と、その時だ。

　不意に、誰かがツクミと吸血鬼の間に、すらりと降り立った。

「──っ！」

　驚くツクミが見たのは、夜風に流れる赤い髪かみ。

　長身の女だ。

　彼女は、目の前の光球に向かい、すらりとした両手をのばす。

　そして無造作に、開いていた手を握にぎりこんだ。

　すると、それに呼応するかの如ごとく、光球はいびつに歪ゆがみ、収縮し、ついには耐たえきれないかのごとく、破は裂れつする。

「なっ！」

　驚く吸血鬼の少女に、女は悠ゆう然ぜんとした声で答えた。

「なかなかの『魔手マシユ』を持っているな、吸血鬼。よければ、私が握あく手しゆをしてやろう。まあ、少し痛いかもしれないが……」

「ツクミ！」

　と、今度は聞き慣れた声が、ツクミの耳に届く。

　驚いた様子の、その声を聞いて、ツクミは妙みようにほっとした。

　もちろん、彼女の声を、聴きき間違えるはずはない。

「大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がはない？」

　駆かけ寄ってきたヨカは、早速、ツクミの左手に抱だきついた。
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「すまないな、シバ・ツクミ」

　紅茶色の髪の女は、そう言うと、大だい胆たんにも吸血鬼に背を向け、ツクミの顔を見下ろしてきた。

　ツクミやヨカと比べても、さらに頭半分ほど高い。

「君が逃げてきたことには、気づいていたのだが……、吸血鬼の出方を見るために、少し見物したせいで、怖こわい思いをさせた」

　そして、彼女が軽く会え釈しやくすると、横合いから、ヨカが空気の読めていないことをきく。

「どう？　ミカドさんのお眼鏡にかなう？」

「うん？　シバ君のことか？　……まあ、何をもって判断するかにもよるだろうが、怖がっている割に、すくみきっていない所は評価できる。一いつ般ぱん人じんにしては、ましな方だろう」

「そう？　ふふっ……。よかった」

　ヨカは、嬉うれしそうに笑みを漏らす。どうやら、ツクミは褒ほめられたらしかった。

　一方、ツクミの方も、ミカド、と呼ばれた彼女を観察する。

（この女の人が、ヨカが言ってた、親しん戚せきの人、か……？）

　しかし、改めて見たミカドの格好は、吸血鬼以上に、ツクミを不安にさせた。

　上着は、オレンジの詰つめ襟えり服。一見すると学生服か、軍服のようだが、タイトな作りと、シャープにカットされた裾すそが、制服にはない、より華か美びな印象を演出している。

　一方、ズボンは乗馬用のものなのか、ぴっちりと下半身にまとわりつき、所有者の美しいヒップラインを露あらわにする。

　紅茶色の髪は、毛先で柔やわらかく渦うずを巻き、肩かた口ぐちのあちこちに小さな螺旋スピラを作っていた。

　まるで「三さん銃じゆう士し」か、あるいは「タカラヅカ」か、といった風。

　指ではじけば、きん、と澄すんだ音を返しそうな、硬こう質しつの磁器の印象である。

　顔立ちも、少し中性的と言える。

　赤みがかった瞳ひとみと、柔らかそうな唇くちびるは女性のそれだが、少し厳しめの目め尻じりと、すっと通った鼻び梁りようは、少年のような清新さを纏まとっている。

　と、そこでツクミの視線に気づいたミカドが、少し照れた様子で、微笑んだ。

「やはり、普ふ通つうの人間に会うと、じろじろ見られてしまうな……。しかしこれは、われわれの種族としては、それほど派手な方でもないのだよ？」

「あ！　そ、その……」

　そう言われて、自分の無ぶ遠えん慮りよさに気づいたツクミは、わずかに頬ほおを染め、口ごもる。

　そんなツクミに、ヨカはぷっくり頬を膨ふくらませると、左手を思いっきり引っ張った。

「もう、ツクミ！　でれでれしないの！」

「ちょ、ちょっと待て。俺は、別にでれでれはしてない！　それに、まだ聞きたいことが……」

「とりあえず、離はなれて！　後は、ミカドさんに任せればいいから！」

　こうして二人は、坂道の端はしに退たい避ひする。

　残ったミカドは、二人の様子をほほえましく見ていたが、やがてその表情のまま、吸血鬼の方へと向き直った。

　そして、両手を組み、何かを考えるような仕草をした後、ようやく口を開く。

「さて……、吸血鬼。まずは、名乗ってもらおう。ひとまずは、礼れい儀ぎとして、な」

　あくまで余よ裕ゆうたっぷり、といった風である。

「…………」

　一方、吸血鬼の少女は、沈ちん黙もくしている。

　その表情には、先ほどまでの余裕はなく、体勢も、わずかに腰こしを落としているように、ツクミには見えた。

　じりじりと後退しつつ、早口でまくし立てるように答える。

「……ミゲル。ミゲル・バハモンテス」

「ほう」

　ミカドの両目が、珍めずらしいものを見るように、わずかに見開かれる。

「あのバハモンテスか。お初にお目にかかる。……では、私も名乗ろう。もしかすると、知っているかも知れぬが、やはり礼儀なのでな」

　豪ごう奢しやな龍人は軽く、しかし壮そう麗れいに名乗った。

「私は、天乃原甕土アマノハラ・ミカド。日本の龍人を束ねるアマノハラ家の、当主を務めている」

「っ……！」

　吸血鬼ミゲルの、驚きよう愕がくとともに息を呑のむ音が、夜気に響ひびく。

　同時に、ツクミもかすかに声を上げた。

　あんな若い女性が、アマノハラ家当主だとは思わなかった、というのもある。

　だがそれ以上に気になるのは、今朝、ヨカが彼女を「親戚」と呼んでいた点だ。

（それじゃあ、まさか……、ヨカも、そうだってことか？）

　龍人。夜の種族。

　この夜の世界で、吸血鬼に対たい抗こうしうるほどの存在。

（なんなんだよ、それ……）

　吸血鬼の登場よりもさらに、思いがけない出来事に、動どう揺ようしたツクミは、思わず声を漏もらすと、事情を聴くつもりで、幼おさな馴な染じみの方を見やる。

　すると、その様子を察したヨカは、困ったように眉まゆを寄せると、声を潜ひそめて、答えた。

「あとで、ゆっくり話すから……。今は、じっとしてて」

　否定はしない。ということは、事実なのだろう。

　ツクミは一いつ瞬しゆん、なんとも言えない気分にとらわれる。

　これまで普通に過ごしてきた相手が、実は自分とは、違ちがう存在なのだという。

　それをどういう風に受け入れ、どんな言葉を彼女に掛かければいいのか、わからない。

　かすかに嫌けん悪お、拒きよ絶ぜつの感情すら浮うかんだ。

　少しの間、彼はじっと、黙だまりこくってしまう。

（ん……）

　そんな彼に、冷静さを取り戻もどさせたのは、左手に伝わる感かん触しよくだった。

　彼女とつないだ手。いつものように繋つながっているそれが、ツクミを落ち着かせる。

（そうだ……、彼女は、ヨカなんだ。それが変わってしまったわけじゃない……）

　加えて、彼女の手は今、かすかに震ふるえている。

　こちらを見る視線も、悲しげで、弱々しい。

　ヨカは、恐おそれているのだ。この事実に、こちらが、どういう反応をするのか。

　それで、拒絶をされるのではないかと、恐れている。

　それを見て、ツクミの心から、嫌悪の感情は一瞬で消え去った。

　彼女に、そんな表情をさせるのは、ツクミの本意ではない。

（そうだよな……。こいつにだって、何か隠かくしていた理由ってやつがあるはずだ。まずは、そいつを聞いてからでいい）

　それに、何より……、相手があの美び貌ぼうの龍人なら、自分の心配は、まったくの杞き憂ゆうだったということだ。なんとも、素す晴ばらしい事実である。

　なんだか、かえってほっとしたツクミは、自然と安あん堵どの息を漏らすと、できるだけヨカを安心させるために、軽い口調で答える。

「わかった……。じゃあ、あとでな」

　ただ、ヨカの方は、そんなツクミに気づかぬ様子で、うつむき気味に頷うなずいた。

　一方、ミカドは、相手が後ずさるのを見て、うっすらと笑う。

「では早さつ速そく、聞かせてもらおう。何のために、この国に来た？　まさか、餌えさをあさるために、龍の巣穴へ入ったわけではあるまい？　目的は何だ？」

　龍人の白い手が、豊かな胸の前で、ゆっくりと組まれる。

　吸血鬼はその動きを、凝ぎよう視ししている。

　二人のシルナティカは、沈黙を持って対峙する。

「……そうか。ならば、いい」

　それを破ったのは、ミカドの方だった。

　そして、何を思ったか、またもや吸血鬼から視線を逸そらし、ツクミたちの方を振ふり向く。

「そのあたりは、シバ・ツクミ君に、あとでゆっくりと聞くとしようか」

「え？」

　思わず名をよばれたツクミは、間の抜ぬけた声で答える。

　その隙すきを、吸血鬼は見み逃のがさない。

「──っ！」

　鋭するどい呼吸音とともに、ミゲルの体が、あっという間に夜空に舞まい上がる。

「な……！」

　見上げたツクミは、驚おどろきのあまり、声を漏らした。

　その跳ちよう躍やくは、先ほど自分が見たものよりもはるかに、素早く、そして高い。

　何とか眼めで追えなくはないが、風を巻くほどのそれは、人間の存在を圧あつ倒とう的に超ちよう越えつしている。

　これが、吸血鬼の本気の力なのだ。

（俺があれだけ怖がったのに、あっちにとっては遊びと変わらなかった、っていうのか……）

　もう何度目か、ツクミの心の中をするりと、恐きよう怖ふ心しんが横切った。

　そうする間に、黒いドレスが夜空に溶とけ、紛まぎれる。

　しかしミカドは、まったく慌あわてなかった。

「やれやれ。せっかく、私のことを教えてやったのにな……」

　彼女はあきれたように言うと、優ゆう雅がな動きで、何もない中空に向かって、右手をのばした。

　さらに、その手で、何かをつかむような仕草をすると、それを軽く、地面に向かって降り下ろす。

　生じた結果は、単純だった。

「──っあああああああっ！」

　次の瞬間、先ほどの跳躍以上の速度で、墜つい落らくしてきた吸血鬼が、悲鳴と共に、地面にたたきつけられた！

　衝しよう撃げきで、アスファルトに亀き裂れつが走り、轟ごう音おんを響かせる。

「…………！」

　ツクミは、今度は声も出せずに、ただ唖あ然ぜんとした。

　ミカドは明らかに、あの手の動きだけで、吸血鬼を、地面に引き摺ずり下ろしたのだ。

（あれも……、魔ま術じゆつ？　しかも、あんなに簡単な動きだけで、使えるのか……。って、マジか……？）

　さらに、ミゲルが立ち上がってくると、いよいよツクミの常識の許容範はん囲いを超こえている。

　あれだけの勢いをまともに受けながら、彼女は生きていた。

　落下時に痛めたらしい、右みぎ肩かたを押さえながらも、立ち上がる。

　そして再び、鋭い視線で、ミカドの方を見返す。

　目まの当たりにした光景が、否いや応おうなく、ツクミに「夜の世界」を認にん識しきさせた。

（なるほど……、これは、人間の手に負えないわけだよ……）

　一方、ミカドはこの現実を平然と受け入れると、再び右手を、軽かろやかに差し伸のばす。

　そして、ゆったりと宣告した。

「では、君の処しよ遇ぐうを告げよう。今の日本の法では、表向き、吸血鬼は見つけ次し第だい、収しゆう監かんということになっている。いかに相手がシルナティカだろうと、人間の姿をしている以上、配はい慮りよが必要だ、というのがその建前だ。しかしだ」

「っくっ！」

　龍人の右手が、やはり何かを握にぎるようなしぐさをすると、吸血鬼は苦痛の声を漏らし、頭を押さえる。

　よく見ると、彼女の額には、まるで見えない手でつかまれているかのような、奇き怪かいな跡あとが浮かび上がっていた。

　ミカドがかすかに、目を細める。

「……しかし、だね。それはあくまで表向きでしかない。なぜなら、君たち吸血鬼は、そういう人間の甘い部分に付け込むのが、得意だろう？　だから私は、旗下の龍人や、人間たちには、吸血鬼を見かけたら必ず殺すように言っている。……それでは、君に執しつ行こうすべき刑けいを与あたえよう。内容は、言うまでもあるまい？」

「──っ！」

　ミカドが、言い終わるか終らないかのタイミングで、ミゲルが再び動く。

　ただ今度は、過か剰じような動きを伴ともなわない。

　無造作に右手を顔にやると、口を使って、袖そでを肘ひじまでまくり上げる。

　そしておもむろに、手の甲こうにキスをした。

　すると瞬またたく間に、彼女の右手全体に、異変が起こった。
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　指先から肘にかけて、肌はだの表面に、無数の微び細さいな裂さけ目が出現したのだ。

『っ……』

　おぞましい変化に、ツクミとヨカが同時に、小さな悲鳴を漏もらす。

　ただし、その裂け目からは、内部の組織のようなものは見えない。真っ暗な洞うろである。

（あれも、魔術……？）

　食い入るように見つめるツクミの目の前で、ミゲルはその手をおもむろに、視線の高さにまで掲かかげる。

「──おいで」

　小さく呼ばわった。

　瞬間、手の洞から一いつ斉せいに、あの虹にじ色いろの光がほとばしる。

（あ……！）

　見覚えのあるその光に、目を奪うばわれたツクミは、さらに一つ一つの形に気付くと、思わずそれを、言葉にした。

「……蝶ちよう!?」

　そう。

　ミゲルの周囲を固めるように、ひらひらと舞い飛ぶのは、虹色の光でできた、蝶だった。

　どうやら、ツクミが二回見た光は、これの集合体のようなものだったらしい。

　じっと視線を動かさないミカドに、ミゲルが絞しぼり出だすような声で言う。

「長ったらしいお話は、嫌きらいなの。校長先生のお話とか、神父の説教とかね……。だからもう、お暇いとまするわ……！」

　ミゲルは、ミカドの「何か」を頭ず蓋がいに受けながら、それでも右手を伸ばし、ミカドを指で示して見せる。

　すると、その命令に応こたえるかのごとく、蝶たちはいっせいに、音もなく、ミカドに向かって舞い上がる。

　かすかに、鱗りん粉ぷんのような光をまき散らしながら、本物の蝶のような速さで、隙すき間まなく迫せまる。

　ミカドは……、微び笑しようを浮うかべたまま、動かない。

「あ……！」

　ツクミは思わず、ミカドに向かって声を上げる。

　しかし、間に合わない。

　蝶たちは、あっという間に、ミカドに肉にく薄はくする！

「……ふふっ」

　ミカドはかすかに、笑えみを漏らした。

　そして、胸元の左手を、揺ゆするように動かすと、軽やかに一度、指を鳴らす。

　ただ、それだけ。

　──直後、周囲に大量のガラスが割れるような、轟音が響ひびいた。

『──っ！』

　不快な音の中で、顔をこわばらせる、ツクミとヨカ。

　その目の前で、虹色の蝶は、ひとつ残らず、一斉に砕くだけ散る。

「な……！」

　驚きよう愕がくの声を上げるミゲルに、ミカドは、こともなげに言った。

「私の『手』は、長かったり、大きかったりするだけとは違ちがうのさ。では、そろそろ……、おしまいにしよう」

「っ……！」

　ミカドの右手が握りこまれると、ミゲルは、苦く悶もんの表情とともに、その場に膝ひざをつく。

　その姿を見たツクミは、思わず、彼女から視線を逸そらした。

　確かに彼女は、先ほど、自分に死の恐きよう怖ふを与えた存在だったが……、それでも見た目は、小こ柄がらな少女なのだ。

　それが苦しみ、かつミカドの言うように「殺される」のであれば、それを直視することなど、彼にはできない。

（かといって、助けてやってくれとも、言いづらくはあるが……）

　一方、ミカドはあくまで涼すずしい顔で、右手に力を込こめた。

「もう少しだ、吸血鬼」

「……ぅああああああああああっ！」

　激痛の最中から、ミゲルが夜空に向かって、絶ぜつ叫きようする……。

　しかしそれは、断だん末まつ魔まではなかった。

　彼女は再び、右手に口づけすると、同時に頭を「つかまれ」ながら、立ち上がった。

「──っううう！」

　絞り出す悲鳴のような声とともに、無数の洞から、蝶を生み出す。

　しかも、先ほどよりもはるかに、大量に。

　瞬く間に、ミカド、そしてツクミたちの周囲までもが、おびただしい数の蝶に取り囲まれた。

　ミカドは初めて、わずかに視線を険しくする。

「これは……」

「おおおおおおおああああああっ！」

　ミゲルの叫さけびとともに、蝶たちは一斉に、三人めがけて、襲おそいかかる！

「ミカドさ……」

「伏ふせろっ！　触さわると、死ぬ！」

　声を上げるツクミに、即そく座ざに声をかけたミカドは、わずかに舌打ちして、右手を開いた。

　そして、両手を一度に振ふるう。

　周囲に、あのガラスが割れるような不快な音が、一斉に響いた。

　夜に溶とけていく、虹色の蝶。

　しかし、先ほどと違い、その数はあまりに多い。

　なおも、ミゲルの腕うでから、延々と生まれ続けているのだ。

　ツクミは、そんなミカドを見ながら、ヨカを抱だき寄せ、その場に伏せる。

　一方、ようやく龍人から解放された吸血鬼は、荒あらい息をつきながら、体を揺する。

　そして、苦々しげな表情を浮かべると、さらに蝶を生みだしながら、再び跳ちよう躍やくした。

「──っ！　逃にがさん！」

　ミカドは、右手をのばすが、今度のそれは空を切ったらしく、何の反応も返ってこない。

　ミゲルの小さな体は、さらなる蝶を生み出しながら、わずかな間、彗すい星せいのように、尾おを引いて、夜空を走った。

　そして、それが収まると、今度こそ、月光の届かぬ闇やみの中に消えていった。

「ちっ……」

　舌打ちしながらも、ミカドは延々と、蝶を破は壊かいし続ける。

　しかし、その数はおそらく、百や二百では収まらない。

（触ると死ぬ、って……）

　ツクミは思わず、ヨカをかき抱いだく手に、力を込める。

　普ふ段だんなら、照れくさくてとてもできないような行こう為いだが、今はとても、離はなしてしまう気分にはならなかった。

「あ……」

　ヨカはかすかに、声を漏らしたが、すぐにツクミの体に自分の体を預けて、動かなくなる。

　……結局、ミカドがすべての蝶を打ち落とすのに、一分ほどかかった。

　ミカドは、周囲を何度か確認すると、ミゲルを追うことはせず、大きく息をついた後、ツクミたちに声をかけてくる。

「……もう、大だい丈じよう夫ぶだ」

　そして、振るい続けた両手を、ぶらぶらと揺すった。

　ツクミは、一連の光景を反はん芻すうしながら、茫ぼう然ぜんとした気持ちに囚とらわれた。

（今見たのは……、現実、だったんだよ、な……）

　そこで思わず、両手に力を込めると、柔やわらかな感かん触しよくが返ってきた。

「……あ」

　ようやく、自分がヨカを抱きしめていたことに気づく。

　慌あわてて赤面しつつ、ツクミは彼女を解放した。

「わ、悪い……、きつくなかったか？」

　すると、いつもなら、未練っぽく手を握にぎってきそうなシチュエーションにも拘かかわらず、ヨカの反応は鈍にぶかった。

「……うん。大丈夫」

　その顔には、何か言いたそうな、でも言いだしにくそうな、複雑な表情を浮かべている。

　一連の状じよう況きようを、どう説明しようか、迷っている風だ。

（ああ、そうか……。いろいろと、話してもらわなくちゃならないことが、あるんだよな……）

　そのことを思い出したツクミは、小さくため息をつくと。こちらに向かって歩いてくるミカドに尋たずねた。

「逃がしてよかったんですか？」

「よくはない」

　ミカドは、苦笑いして答える。

「あの吸血鬼は、力はそうでもないが、やはり人間相手には厄やつ介かいだろうからな。ただ、今のところは、君たちを守るために、ああするしかなかった。……ともかく、これ以降は夜警局の仕事ということにしよう」

　そう言って、彼女は携けい帯たい電話を取り出し、月を見上げながら、どこかに電話をかけはじめた。

「……ああ。……いや、仕留めそこなった。今すぐに局員を出して、対処してくれ。ただ、相手は『月光蝶ゲツコウチヨウ』を使う。無理ならば、私を呼ぶように。……ああ。ではな」

　それから、再び二人に向き直ると、くるくると巻いた髪かみの一つをいじりつつ、口を開く。

「さて、ヨカ」

　名前を呼ばれたヨカは、びくっと体を震ふるわせた。

「は、はい。なんでしょう？」

「これから、私とシバ君は、少し話をしなければならない。シバ君からは、追われていた理由を聞く必要があるし、私からも、ヨカとの関係をきちんと説明しなければならないだろう。ついでに、シバ君の家系についても、少し説明する必要があるだろうな」

「えっ？」

　思わぬ言葉に、今度はツクミが声を漏もらす。

　彼女が、自分の家系のことを知っているのは、とても奇き異いなように思えたからだ。

　しかしミカドは、その場では彼の疑問に答えてくれず、ヨカに話を続ける。

「だが、もし君に、今まで隠かくし事をしてきたという、後ろめたい気持ちがあって、いたたまれないなら……、それらの話は私一人でしよう。君は同席しなくてもいい。どうかな？」

　丁てい寧ねいな言葉だ。ミカドからヨカに向けられた気き遣づかいが、はっきりと伝わる。

　だが一方で、ツクミはその言葉の本当の意味を、正確に悟さとっていた。

　これはヨカに対して、決意を迫る言葉だ。もはや隠してはいられないのだ、と。

　ヨカは少しの間、思い悩なやむように眉まゆを寄せていたが、やがて消え入りそうな声で答えた。

「……いえ。私も、いきます」

「よろしい」

　ミカドはそれを聞いて、潔いさぎよさに満足したような笑みを浮かべると、おもむろに学園に向かって歩き出す。

「では、行こうか。龍人の塔とうへ」
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　夜の闇と、群がる影かげの、向こう側。

　木立の中を通る、石いし畳だたみの道の先に、それはある。

「はあ……」

　ツクミは、きょろきょろと周囲を見回しながら、その建物に足を踏ふみ入れた。

　学園の敷しき地ち内、「龍人の森」の奥にある、白はく亜あの塔の内部である。

　小さな一いつ軒けん家やほどもある広さの空間は、がらんとしている。

　中央に螺ら旋せん階段がある以外、周囲には何もない。

　壁かべの質感は、外からは石のように見えたが、内から見ると、磁器のようにつるりとしている。

　一方、螺旋階段は、油のような光こう彩さいを持つ、奇き妙みような金属で出来ている。

　見上げると、螺旋階段は緩ゆるやかに旋せん回かいしながら、塔の最上階らしき場所へ伸のびている。

　さらには、床ゆかを掘ほり抜ぬくように、地下へも降りていた。

（なんなんだ、これ……）

　ツクミが、その大おお仰ぎような造りに、感心したような、あきれたような吐と息いきをすると、ミカドがそれに気付いて、くすっと笑った。

「龍人は生来、こういうことをやるのが好きでね。ほかの種族に、よく笑われる。黒い館やかたも、私の格好もそうだ。……ちなみに、我々は『龍人』と呼ばれ、名乗るが、君たちがよく知る『龍』の姿に変身したりはしない。人じん狼ろう種とは違ちがうことを、知っておいてほしいな」

「わかりました。……ところで、どこまで行くんです？」

「この下の、私の居住区だ。上は展望庭園になっているが、まあそのうち、時間があったら案内してあげよう」

（……この先に、さらに庭園があるのか）

　あの吸血鬼が「けったい」と評したのは、どうやらそのあたりのことらしかった。

　それから、三人は縦に並んで、螺旋階段を下りていく。

　下りながら、ツクミはミカドに、できる限り丁寧な言葉で問うた。

「あの……、さっき、人間の魔ま術じゆつ師しって言ってましたよね」

「ああ」

「二十年前、吸血鬼が最初に出てきたころに、各国は人間の魔術師を使って対たい抗こうしようとして失敗したと、俺は習ったんですけど……。今は人間でも、あの吸血鬼に対抗できるんですか？」

「単独では無理だな」

　ミカドはさらりと答える。

「しかし、何せ龍人は、日本だけで百人少し。世界の四つの大家系を合わせても、五百人を超こえない。この町にも、治安要員と言えば、私とあと一人、龍人がいるだけだしな」

「あと一人？　たった二人なんですか？」

「ああ。一方、個体数の少ない我々に比べ、吸血鬼は下手をすれば百万を超す。数の上では、圧あつ倒とう的に不利なのだ。そこを補うために、龍人は常に、人間の魔術師の力を借りている」

（ひ、百と、百万……!?）

　それでよく治安が守れるものだ、とツクミがあきれると、その気配を悟ったか、ミカドは笑って、さらに言った。

「しかも、その百のうちで、実際に仕事をしているのは五十に満たない。残りは九州の本家で、龍人の血を絶やさぬよう、温和な生活を送っている」

「血を絶やさぬよう、って……？」

「子作りだよ。これが、なかなかできないものらしくて困る。一応、近きん親しん婚こんを避さけるために、崑崙コンロンや西蔵チベツトから、血を入れたりはしているのだが、早くしないと私まで駆かり出されそうだ。……ちなみに、童話の類たぐいでは、吸血鬼は血を吸って仲間を増やしているが、現実にはそんなことはない。彼らも、生せい殖しよくで仲間を増やす。我々と違って、子ができやすいうえに、人間相手で代だい替たいが利きくらしい。実に、楽でよろしいことだ」

　ミカドの口調は真しん剣けんそのものだったが、なんとなくツクミの方が「子作り」という言葉に照れてしまい、それ以上のことは聞かなかった。

　一方、ヨカは学園に入ってから一言もしゃべらず、二人について歩いている。

　やがて、五分ほどかけて、螺旋階段を下りきると、そこには小さな廊ろう下かが続いていた。

　突つき当たりに、扉とびらがある。

「ここだ」

　優ゆう雅がな足取りでそこに歩み寄り、扉を開くミカドに、ツクミも続く。

　そして今度は、首を上に向けて、感かん嘆たんの言葉を漏らした。

「へえ……」

　そこには、夜空があった。天てん井じよう一面が、奇妙な光こう沢たくのガラスで覆おおわれていて、その向こう側に、月を模した丸い光源がすえられている。

　ただ、それはあくまで偽にせの夜空であって、広めの部屋は、全体的に薄うす暗ぐらい。

　そのせいか、部屋の中央には、古いランプがひとつ、帽ぼう子し掛かけに引っ掛けられて、周囲だけをぼんやりと照らしている。

　そしてその光の届く範はん囲いに、執しつ務む机と、応接用のソファ。さらにその奥には、なぜか巨きよ大だいな、バスタブが置かれている。どうやらここは、浴室でもあるらしい。

　全体的には、なんとなく、月光の指す暗い森と、焚たき火の明かり、といった雰ふん囲い気きである。

「ここが一応、私の執務室ということになっている。そこに掛けてくれ」

　言われるままに、ツクミは二人掛けのソファに座る。

　ミカドが、その前の一人掛けに。ヨカはミカドの横で、立ったままでいる。

「ヨカ。座れよ」

「ううん、いい」

　ツクミがすすめたが、彼女は頑がんとして聞かない。

　ツクミが困っていると、それにかまわず、ミカドが身を乗り出すようにして、口を開いた。

「……さて、シバ君。早さつ速そくだが、今日君の身に、何があったか、教えてもらえるかな」

「あ、はい」

　ツクミは言われるままに、小包が送られてきたことから、吸血鬼が訪ねてきたこと、龍人の存在を思い出して逃にげてきたことなどを語った。

　ミカドは時折、気になるところを細かく尋たずねつつ、おおむね興味深そうに聞いていた。

　そうして、すべてを話し終えてから、ツクミはあのアクセサリを取りだし、ミカドに渡わたす。

　ランプの明かりの中、ミカドはそれを透すかしてみるようにかざし、感かん慨がい深ぶかげにつぶやいた。

「これが、『月の卵』か……。初めて見るな。……では、まずはこの話からはじめようか」

　そして不意に、右手を顔の高さに上げ、人差し指で真上を指した。

「シバ君。君は、あれが何だか、知っているかな？」

「は？」

　ツクミは、ミカドが何を言っているのかわからず、間の抜けた声を上げると、その指に従って、視線を上に向ける。

「……あのでっかい、窓ガラスですか？」

「その、もっと向こうだ」

「というと……、月」

「そう。まあ、あれは擬ぎ似じ的なものだが、私が話題にしているのは、本物の方だ」

「え？」

　やはり何を言っているのかわからない。

　月は、月だ。地球の衛星。

　今は吸血鬼で混乱しているアメリカという国が、昔行ったことがある。

　地球から見て、一番近い星。それ以外に、何かあるだろうか？

　ツクミがそれをいうと、ミカドは妙みようにうれしそうに、くっくっと含ふくみ笑いして、首を振ふった。

「違う。そういうものではない。……あれはね。遥はるか昔、ある魔術師によって作られた、一個の魔術機械、魔力によって動く構造物なのだ」

「……はあ？」

「怪け訝げんに思うのも、仕方がない。しかしこれは真実なのだよ。簡単に説明しよう」

　ミカドはテーブルの上に、『卵』を置いて、ゆるゆると語り始めた。

「──遥か昔。まだ世界に月がなかったころ、この地上には神々がいた。神々は、超ちよう常じようの力を持ち、この世にシルナティカと、人間を作った。まあ、よくある創世神話だな。ただ、少し違うのは……、神々は牧歌的な、英明で慈じ悲ひある存在ではなく、シルナティカや人間たちを、その強暴な力を持って、虐しいたげる存在だった」

「は」

　ツクミは、途と方ほうもない話のはじまり方に気け圧おされ、思わず息を漏もらした。

　なんだか、宗教の挿そう話わのようである。

　しかしミカドは、ツクミの反応にはまったく構わず続ける。

「シルナティカも、人も、長きにわたって神々の暴ぼう虐ぎやくに苦しんだ。──そんなあるとき、一人の人間の魔術師が、神々を抑おさえるために、巨大なあるものを作った。それは、常に天に浮うかび、神々の持つ力を吸収、蓄ちく積せきする力を持っていた。これによって、暴虐な神々は弱まり、ついに滅ほろびた。それが、一いつ般ぱん的に、人間が月と呼んでいる天体の正体だ。こうして、世界は人間とシルナティカのものになり、昼は人間が、夜はシルナティカが貰もらい受けた……」

「はぁ」

「気のない返事だな。まあ、無理もない。私も、幼いころにこの話を聞かされたが、にわかには信じがたかった。科学的な物質世界に長くいると、ばかばかしくて聞いていられるものではない。……しかし、この話が真実である証しよう拠こに、歴史には何度か、ある存在が登場している」

　ミカドの口調が、少しずつ熱を帯び始めた。

「神々が滅びた後も、月は変わらず、空に浮かび続けた。作った魔術師は、いずこかに消え去り、シルナティカも人間も、それを処分する方法がわからなかったために、そのままにされたのだ。するとあるとき、ここから一人の少女が降臨する」

「降臨、ですか？」

「突とつ然ぜん、顕けん現げんしたのだ。彼女の名は『月光原書ヴエラフスカ』。月に蓄積された神の力を引き出すことで、この世のあらゆる理コトワリを書き換かえる、恐おそるべき力を持っていた。まあ、簡単に言えば、なんでも願いを叶かなえられる力を持った少女が、この世にぽとりと産み落とされたわけだ」

「……ああ。もう、大体何が起こったか、わかります」

　ツクミが、皮肉げな表情をうかべると、ミカドはその明察を褒ほめて、指を鳴らす。

「そう。シルナティカの間で、彼女の争そう奪だつ戦せんが起きた。時には、そこに人間も加わり、壮そう絶ぜつな争いになったらしい。もっとも、彼女は気き丈じような性質で、自分の持つ能力を忌いみ嫌い、誰だれかに理り不ふ尽じんな願いをされても、それを叶えることはほとんどなかったという。ただ、それでもシルナティカは、彼女を追い求めた。あらゆる望みの叶う力だ。放ほうっておく手はない」

　そして今度は、何かを思い出した様子で、表情を暗くした。

　ツクミがちらりとヨカの方を見ると、やはり彼女も、悲しそうな表情をしている。

「その結果、彼女は……、この世のあらゆる歓かん待たいと、あらゆる拷ごう問もんを受けた。なだめすかそうとするもの。脅おどして言うことを聞かせようとするもの。どちらもいたが、彼女はそのどちらにも、自分の力を使わせなかった。そしてほとんどの場合、腹立ちまぎれに殺された」

「こ、殺された？」

「彼女は、何度死んでも、月の力で、再び必ず、この世のどこかに降臨するようにできているらしい。だから、シルナティカも、手を下すことをためらわなかった。時に彼女は、愚ぐ者しやの手に堕おちることを憂うれえて、その命を絶つこともあったという。……そうして五千年の間、彼女は、生と死を繰くり返した」

　それを聞いて、ツクミは思わず、その少女の気持ちに思いをはせずにはいられなかった。

　たかが十六年生きてきただけだが、多少はこの世の、特に人間関係の嫌いやなことも知っているし、いつか必ず来るであろう死を思った時の、あの薄暗い気持ちも、わかっている。

　怖こわい。時々、とても平静ではいられなくなる。

　あの吸血鬼に対する恐れも、根源的に言えば、漠ばく然ぜんとした、死への恐れ……、自分の喪そう失しつへの恐れだ。

　しかし、その少女は、気が遠くなりそうなくらい長い間、生と死を、延々と繰り返してきたのだという。

（そんな人間が、平静でいられるんだろうか……）

　想像がつかなかった。

　一方、ミカドはテーブルの上の『卵』に視線を落とす。

「さて、ここでこの『卵』が出てくる。これは二十年ほど前、ヨーロッパで作られた魔術機械だ。言わば、月と同種のものだな」

「へえ……」

「当時、『ヴェラフスカ』を捕ほ獲かくした、フランスのとある吸血鬼は、そのままでは決して言うことを聞こうとしない彼女を操あやつるために、そういう作用を持つ、魔術機械を作ることを考えた。彼は、捕獲した『ヴェラフスカ』の目、耳、鼻、舌を抉えぐりとると、それでこの『卵』を作った」

（うげ）

　グロテスクな話に、ツクミは内心、舌を出す。先ほどまで、自分の手で触さわっていたのだ。

　ミカドの話は続く。

「伝えられるところによると、この『卵』を持つ者は、『ヴェラフスカ』の近くにいれば、彼女を意のままに操ることができるという。その吸血鬼は、これをつくりあげてすぐに、あることを願い、叶えた。ところがその直後、彼はほかの種族に攻こう撃げきされ、『卵』と『ヴェラフスカ』は、行方ゆくえ不明になる。そして以後、二十年間、どちらもその所在を知られてはいなかった……」

　ふと、龍人の白い手が、音もなく伸のばされ、『卵』を持ち上げた。

「おそらく、君の祖父はこの『卵』を、偶ぐう然ぜん手に入れたのだろう。そして、そのせいで、あの吸血鬼に付け狙ねらわれたのだな。そこで、自分の身と、この卵を同時に守るために、わがアマノハラ家に託たくそうとしてくれた。これでつじつまが合う」

「あ、あの」

　ツクミは思わず、口をはさむ。

「その吸血鬼は……、一体、何を願ったんです？」

「おや、わからないかな？　私はかなり、ヒントを交えたつもりだったのだが」

　ミカドは、生徒を導こうとする教師のような口調でそう言うと、妙に楽しそうに笑った。

「吸血鬼は願った。すべての吸血鬼に安息を、と。そのために、我らの最大の敵をかき消すべし、と。……すなわち願いとはこうだ。『太陽よ、──死にたまえ』」
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「じゃあこれが、世界を今の形にした元げん凶きようだっていうんですか!?」

「ありていに言えば、そうだ」

　驚おどろきのあまり、素すっ頓とん狂きような声を上げたツクミに、ミカドはこともなげに答える。

「まったく、大変なことをしてくれたものさ……。仮に今、『卵』と『ヴェラフスカ』が私の手に揃そろい、世界を元に戻もどしてくれと願っても、そんなことは不可能だろう。物質というのは、壊こわすより作る方が難なん儀ぎなのが、道理だからね」

「…………」

　ツクミは声も出せずに、眉み間けんに力を込こめ、ぎゅっと眉まゆを寄せた。

　話の規模が大きすぎて、ついていけない。思わず黙だまり込む。

　するとミカドは、少し時間をおいてから、唐とう突とつに、話を切り替かえた。

「さて、シバ君は、かぐや姫ひめのお話を知っているかな？」

「え？　あ、はあ」

　話が飛ひ躍やくしたが、もはやツクミの方も、聞く準備ができている。それほど驚きはしない。

「あれですよね。月から降りた少女が、騒そう動どうを起こして、月に帰る話……、あ」

　と、そこまで言って、はたと思い当たる。

　これは、先ほどから、ミカドが言っている『ヴェラフスカ』の話にそっくりではないか。

　ツクミが視線を上げると、ミカドはその察しの速さを喜ぶように、小さくうなずいた。

「そう。そういう話だ。そして、今君が思った通り、それは実は『ヴェラフスカ』のことを描えがいた、実話をもとにした童話なのだ」

　そうして、再び身を乗り出すようにして、語り始める。

「今から千二百年ほど前、突然、日本に『ヴェラフスカ』が降臨した。当時、日本は平安初期。日本魔術史的に言えば、安倍晴明アベノ・セイメイも生まれていない時代だ。そこに彼女は、ふらりと現れ、ある家に保護された。それが……、司馬家のご先祖だ」

「はあ!?」

　不意打ちに、ツクミは先ほどではないものの、また大きな声を出してしまった。

「……本気ですか？」

「私は事実を述べているだけだよ。当時、シバ家は、朝ちよう廷ていに仕えてはいたものの、日ひ陰かげ者ものだった。なぜなら、シバ家が担当していたのは、錬れん金きん術じゆつ。つまり、西洋魔術と、科学の研究だったからだ。これは、日本魔ま道どうの花形たる、陰おん陽みよう道どうから見れば、いわば商売敵がたきだ。当然、何かにつけて邪じや魔まをされる。だからシバ家は、満足な給料ももらえていなかったらしい」

（……なんか悲ひ惨さんだ）

「そんなところに『ヴェラフスカ』が現れた。彼女は、シバ家の貧ひん窮きゆうに同情し、いくつかの援えん助じよをしてやった。これは、長い彼女の降臨史の中でも、めずらしいこととされている。その後、宮中に召めし出された彼女は、時の帝みかどの願いをかなえることは拒こばんだものの、シバ家とともに平安京で暮らすことになる。やがて、その存在は、日本はおろか、遣けん唐とう使しを伝って、遠く中ちゆう華かの地にも鳴り響ひびいたという。そして……」

　ミカドは、あきれたように、ふと吐と息いきする。

「やはり争奪戦になった。大陸から、様々な種族が、海を渡わたって到とう来らいしたのだ。迎むかえ撃うったのは、朝廷に協力する、天乃原家、天辻アマツジ家、天払アマハライ家という三つの龍人の家系。つまり、私とヨカの、先祖にあたる……」

（じゃあ、やっぱり……、ヨカは龍人なんだな）

　さりげなく、事実を再認にん識しきさせられたツクミは、座ったまま、ヨカの方を見上げる。

　すると彼女は、いつの間にか目をつむり、微び動どうだにせず、じっと立ちすくんでいた。

　おそらく、こちらがどんな反応をするのかを恐れ、見ないようにしているのだろう。

　ただ、ツクミにとっては、もはやその事実自体は、問題ではない。

（重要なのは……、ヨカがどういう立場の龍人で、どういう理由でそれを俺に告げなかったのか、ってことだ）

　ミカドの話は続いている。

「一いつ般ぱんには、龍人と日本政府の関係は、ごく最近成立したものだと思われているが、実はずっと昔から、我らは日本の国家機関とかかわりを持っていたのだよ。ともかく、私やヨカのご先祖は、シバ家のご先祖とともに、『ヴェラフスカ』を守ろうとした。しかし、結局守りきれず、彼女は歴史上で何度もそうしたように、自分で命を絶ってしまった。これを、時の帝が『彼女は月に帰った』と表現したのが、かぐや姫のお話の原型だ」

「……なるほど。じゃあ、うちの家は、なんで今、貿易商なんてやってるんです？」

「うん。まあ、そういう因いん縁ねんが我々三人の先祖にはあるわけだが、我々の先祖と違ちがって、シバ家にはその後、ある重大な問題が起こった。先ほど名前が出たが、かの有名な安倍晴明が、怨おん霊りよう渦うず巻まく平安京に登場したのだ。彼の才能は、宮中に陰陽道を印象付けるとともに、西洋魔術の印象を、急激に薄うすれさせた。その結果、シバ家は宮中から見捨てられ、追い出されてしまう」

「ええ!?」

「だが、シバ家は、あきらめてはいなかった。彼らは琉りゆう球きゆうや、唐土もろこしを回って、西洋魔術の理論を学び、魔道を維い持じしつつ、貿易で財をなして、生き残った。──ただ結果として、そうやって世せ俗ぞくに染まるうちに、家系から魔術的な色合いが薄くなり、やがてはただの商人になってしまったのだな。だから、君が何も知らないのも無理はない。……さて、そこで君の祖父の話だ」

（あ……）

　ようやく、話はツクミが最も聞きたかった部分に、差し掛かかった。

　思わず身を乗り出すと、ミカドが苦笑して、まず断りを入れる。

「君の祖父のことは、私も情報として知っているだけだ。実際に会ったことはない。その点は、考こう慮りよしてくれ」

「はい」

「うん。君の祖父は、自らの家系が、ただの貿易商になってしまったのが不満でね。昔から、魔術師としての力を家系に取り戻すために、修しゆ行ぎようをしていた。そして、君の父上が成人し、家業を任せられるようになると、すべての権限を譲ゆずり渡し、自分は東とう欧おうに引きこもってしまった」

「なんで東欧なんです？」

「あそこは、西欧の科学文化に付き合いきれなくなった魔術師たちが、隠いん棲せいしている地域なのだ。つまり、魔術を学ぶには最適、と言える。ただ、吸血鬼の勢力圏けんでもあるがね」

（……あ）

　と、そこまで聞いて、ツクミはふと、『卵』を持ってきた配達員のことを思い出した。

　あれはもしかしたら、祖父が使った、魔術かなにかだったのではないだろうか？

　ならば、何の前まえ触ぶれもなく、跡あと形かたもなく消えてしまったのにも、説明がつく。

　おそらく祖父は、『卵』を直接、龍人に送ろうとして、途と中ちゆうで奪うばわれることを恐おそれたのだ。

　それで、まず自分の許もとに送ってきたのだろう。

　まあ結局のところ、吸血鬼はこちらの家を、しっかり嗅かぎ付けたのだが……。

「……たしか、君の祖父はそこにもう、四十年ほどは籠こもっているのではないかな。だから、本当に詳くわしい近きん況きようは、よくは知らない」

　そこまで語って、ミカドはこれで終わり、と言わんばかりに、上体を起こし、足を組んだ。

「とまあ、これが君に話しておくべきことのすべてだ。何か、質問はあるかな？　あれば、答えられる範はん囲いで聞こう」

「質問、ですか……。あ、じゃあ、一つだけ」

　ツクミは、指を一本立てた。

「魔術とか、魔力って、いったいどういうものなんですか？」

「おや、興味があるのかい？　……ふむ。そうだな」

　ミカドは、しばし思考をまとめるように口元に手をやっていたが、やがてうなずいて、解きほぐすような口調で、話し始める。

「簡単に言えば……、『魔術』というのは、様々な力を行使するために作られたシステムのことだ。呪じゆ文もんとか、魔ま方ほう陣じんとかが、これにあたる。そして『魔力』は、魔術を使う才能や、魔術の力そのものなどを指す。人間が魔術を使うには、この二つが必ひつ須すだ。……ただシルナティカは、それとは別にもう一つ、力を持っている。君もさっき、あの蝶ちようを見たろう？」

「はい」

「あれは『魔手』という。それぞれのシルナティカは、何か一つ、簡単に発動させられる、不可思議な力を持っている。この力は、長い詠えい唱しようや、複雑な印を必要としないために、シルナティカの間では、使用頻ひん度どが高い。たとえば、先ほどの『月光蝶』は、大規模な集団戦において、吸血鬼の中でも強力な力でね。あれに触ふれると、どんな動物も、一いつ瞬しゆんで血液に変えられる」

「え？」

　さらりと放たれた、奇き妙みような言葉に、ツクミは思わず、きょとんとして聞き返す。

　ミカドは少し、深刻そうな顔で続けた。

「そのままの意味だ。あらゆる体組織はすべて血液に変わり、死ぬ。いや、消える、といったほうが的確かも知れない。神代の時代、原始の吸血鬼が使っていた恐るべき力の名残なごりだ。もし、私が払はらっていなければ、君は今いま頃ごろ、骨も残さず、あの坂の上で、赤い水みず溜たまりになっていたよ。物理的に破は壊かいできるので、直接触さわりさえしなければ、対処は可能だがね」

「…………」

「顔が青いぞ、シバ君。だから私は、奴やつの逃とう亡ぼうと引き換かえに、君らを守ったのだ。……ちなみに龍人は、手を介かいして発動する魔手を使うが、吸血鬼は口を介して発動する魔手を使う。使う直前、彼女は自分の右手に、口づけをしていただろう？」

「ええ」

「そういうことだ。まあ、本音で言えば……、君はよく生き残れたと思う」

（……実際、怖こわかったからな。その恐きよう怖ふ心しんのおかげで、助かったんだけど）

　ツクミは心の中で、そう答えた。恥はずかしかったので、口には出せなかったが。

　そして、さらに身を乗り出し、たずねる。

「それで、その『魔手』っていうのは……、シルナティカなら、誰だれでも使えるんですか？」

「いや、そうとは限らない。たとえば、ヨカは何の力も持っていない。訓練もつんでいないから、身体能力も低く、かなり人間に近い」

（ああ、やっぱり……、そうか）

　この答えは、ツクミをかなり、ほっとさせた。

　ヨカは、龍人の「職務」とは、何の関係もない部分にいるのだろう。

　だからずっと、自分と一いつ緒しよにいて、ミカドとも、たまに会う程度なのだろう。

　彼女はほとんど、人間と変わらないのだ。

（じゃあ、やっぱり……、俺の答えは、決まってるな）

　ツクミは、自分の感情を整理すると、ふと別の疑問を思い立ち、思考を切り替かえる。

　気になったのは、ミゲルが、自分の家を訪ねてきたときのことだ。

（あの時、俺は『月光蝶』を、間違いなく浴びたはずだ……。なのにどうして、なんともないんだ？）

　これは……、たまたま、ですむことなのだろうか？

　ツクミはもう一度、注意深く、先ほど玄げん関かん先さきで起こった出来事を、思い出してみる。

（あのミゲルって吸血鬼が急に動いて……、右手を差し出したんだ。それからすぐに、虹にじ色いろの光が現れて、吹ふき飛ばされて……、いや、そうじゃない……）

　かすかに、記き憶おくに齟そ齬ごがある。

　ツクミは目を閉じ、じっと記憶を探さぐると、不意に、あることを思い出した。

（確か……、あの時、現れた光は、ひとつじゃなかった）

　そう。彼があの時見た光は、ミゲルの『月光蝶』だけではなく、もう一種類あったのだ。

　それは、蝶の毒々しい輝かがやきとは正反対の、淡あわい黄白色の光。

　月光のような、穏おだやかな光だった。そして、それが現れたのは……。

　ツクミはふと、自分の左手を見下ろす。

（そう。ここだった……）

　信じられない話だが、あの時確かに、月光のような光は、自分の左手から出ていた。

　さらにそれは、ツクミ自身と、『月光蝶』の間に割り込み、あれを防いでみせたのだ。

　そして、その直後、何か膨ぼう張ちようするような力が生まれ、ツクミの体は吹き飛ばされた……。

　これらの出来事に関して、ツクミ自身に、自覚はない。

　これも、祖父の魔術なのだろうか？

（でもミゲルは、『ヨーロッパの魔術師でも、あの蝶は防げない』とか言ってたよな……）

　突つきつけられた状じよう況きようが理解できず、ツクミは渋しぶい表情をする。

　と、それに気づいたミカドが、怪け訝げんそうに身を乗り出してきた。

「どうした？　まだ何か、聞きたいことがあるのかな？」

「え？　あ……」

（……って、別に隠かくす必要はないよな。相談してみるか）

　わずかに口ごもったツクミだったが、すぐに思い直すと、このことをミカドに話してみた。

　すると、それを聞いたミカドは、かすかに眉まゆを跳はねさせると、おもむろに右手をツクミに向けて伸のばす。

　手を見せろ、ということらしい。

　ツクミが、おずおずと左手を差し出すと、ミカドはそれを握にぎり、先ほどの『卵』を見るときと同じように、ためつすがめつ眺ながめ始めた。

　そしてつと、再びツクミに視線を向ける。

「自分の力では、出せないのだね？」

「は、はい」

　ツクミは真しん剣けんに、答えを待つ。

　しかし、この龍人の王は、困ったように眉をひそめただけだった。

「そうか……。見たところ、特に何か、魔ま術じゆつ的なものがあるようには感じられないな。もしかしたら、君の祖父が送おくってきたものの中に、そういう作用を持つものが、混じっていたのではないか？　だとしたら、私にはその詳しよう細さいを知るすべはないが」

「……うーん」

（そんな感じじゃ、なかったんだけどな……。箱には、卵しかなかったし……）

　拍ひよう子し抜ぬけしたツクミは、いまいち納なつ得とくがいかず、首をかしげる。

　一方、ミカドは興味を失った様子で、ツクミの手を離はなすと、諭さとすように締しめくくった。

「……まあ、君の周りは、実はこの夜の世界の真まっ只ただ中なかに、つながっていたのだ。すんなり受け入れるのは難しいだろうが、徐じよ々じよに理解して欲しい。とりあえず、吸血鬼のことが片付くまで、しばらくは、学園の寮りように泊とまるといいだろう。両親への事情説明も、アマノハラ家がしておく。着き替がえも、用意しよう。ヨカも、女子寮に泊まるように」

「……はい」

　短く静かな答えが返る。

　ミカドは頷うなずくと、胸ポケットから再び『卵』を取り出した。

「『卵』は、君の祖父の言う通り、私が預かるのがよいだろう。この部屋にしまっておけば、吸血鬼どもも、手出しは出来ないだろうさ」

　言いつつ、彼女は立ち上がると、左手で卵を持って、数歩歩いたあたりの床ゆかにしゃがみこむ。

　そして、無造作に、大理石の床に、左手をつく。

　瞬間、ずぶりと音を立てて、その手が卵を持ったまま、床の中にもぐりこんだ。

「！」

「これが私の魔手だ。有視界化において、あらゆるものに、その物質構造によらず、手の動きで自由に干かん渉しようすることができる。距きよ離り、材質、空間など、いかなる条件をも無視してな。『拈華手ネンゲシユ』などと呼ばれるが……、まあ応用によってはこんなことも出来る。もっとも、なまじ便利なせいで、私自身は、いろんな戦場でこき使われているが」

　話しながら、ミカドは左手を引く。再び床から現れたその手に、『卵』は握られていない。

　埋うめたのだ。

（その手で、さっき俺の手を握ったんですか……）

　ツクミは思わず、ぞっとした。

　そんなツクミの思考を読んだか、ミカドはまたにこにこと微笑ほほえみつつ、言い残す。

「……さて、私はいろいろと、手続きをしてくる。君たちは、落ち着いてから、寮に行くように。多少、話すこともあるだろうし、ゆっくりしていってかまわないよ。では、ね」

　そして、ひらひらと手を振ふりながら、部屋を出て行った。

　あとには、ツクミとヨカだけが残った。

　ツクミは椅い子すに座ったまま。一方、ヨカはまだ、目をつむっている。

　なんとなく、互たがいに声をかけづらく、硬こう直ちよくしたように、その場に居残る。

　しかし……、このままここで、ずっとそうしているわけにもいかなかった。

（状況的に、ヨカのほうから、ってのは無理だろうしな……）

　ツクミは、おもむろに立ち上がると、ヨカの方を見て、右手を差し出した。

「ヨカ。携けい帯たい、持ってるか？」

「え？」

　そういう声のかけられ方は、想定していなかったのだろう。

　ヨカは少し慌あわてた様子で、目を見開いた。

　そして、ツクミと目が合うと、おどおどしながら、ポケットから携帯電話を探さぐり出し、ツクミに差し出す。

「う、うん……、はい」

　受け取ると、それはやはり、バッテリー切れになっていた。

　ツクミは思わず、ため息をつく。

「吸血鬼が来たとき、ヨカに連れん絡らくが取れなかったから……、心配したんだぞ。こまめに充じゆう電でんしろって、いつも言ってるのに」

「……ごめんなさい」

　ヨカはしゅんとして、頭を下げた。

　そんな彼女に、ツクミはふと息をつくと、言葉を選び、できるだけ落ち着いた口調で尋たずねる。

「なあ……。本当に……、ヨカは、ミカドさんみたいな力を、持ってないのか？」

「ない！　それは……、本当……」

　ヨカは即そく座ざに顔を上げ、ツクミをまっすぐに見返すと、首を振った。

「もともと、私の家は、天辻家の分家の家系なの。父さんと母さんは、力があって、それでミカドさんのところで働いてるけど、私は……。だから……」

　その声は、次し第だいに消え入りそうになる。

「だから、ずっと……、黙だまってたの……」

　ついには、黙り込んでしまった。だが、気持ちは伝わってくる。

　ヨカは本当に、申し訳なく思っているのだ。

　だからツクミはすぐに、彼女の目をまっすぐ見つめ、首を振って見せる。

「別に、隠してたことを、怒おこっちゃいない。確かに……、ヨカが龍人だったことには、驚おどろいたけどな。でも、何も力がないんなら、普ふ通つうの人間として暮らしたって、不思議はないさ」

「ツクミ……」

「とにかく、無事でよかった。俺にとっては、それが一番だ」

　これは、ツクミの本音だった。

　現実的に、ミカドが話したような内容を、ある日突とつ然ぜんヨカから聞かされたとしても、自分はおそらく、信じやしなかっただろう。

　あまりにも、日常から飛ひ躍やくしている。信じろというほうが、無理な話だ。

　まして、彼女が龍人だろうが、あまつさえ吸血鬼だろうが、そんなことは問題ではない。

　……もちろん、社会に迷めい惑わくをかけるなら話は別だが、彼女にはそんな力はないという。

　ならば、彼女は単純に、自分の幼おさな馴な染じみだ。

　それでいいではないか。

（そう、ヨカは……、俺にとってたった一人の存在……、なんだからな）

　心の中で、そう考えたツクミは、そんな自分の思考に照れ、思わず頬ほおを染める。

　そしてシンプルに、彼女に向かって、左手を差し出した。

「さて……、じゃあ、寮に行くか」
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「あ……」

　ヨカはすぐに、その意図を理解した様子で、こわばっていた表情をほころばせる。

　龍人は、その手で魔手を使うシルナティカであり、ヨカはその末まつ端たんにある存在である。

　そんな彼女の正体を知ってなお、ツクミは彼女に、左手を差し出したのだ。

　手を繋つなごう、と。

「……うん」

　ヨカはすぐに、右手を伸ばすと、そっとツクミの手を握る。

　そして少しの間、その感覚を確かめるように、何度も握ったり解いたりした。

　ツクミはいつものように、柔やわらかく、温かなその手て触ざわりに、頬を染めつつ、何も言わずに、手を繋ぎ続ける。

　そうすることが、互いの存在の確かく認にんのような気がしたから。




　──その時、不意にぞうぞうと、ツクミの聴ちよう覚かくに、あの音が響ひびいた。

　記き憶おくの中の雨音。

　見上げると、ガラス越ごしに偽にせの月光が滴したたり、網もう膜まくを濡ぬらした。








　３、月下の吸血鬼キユウケツキ




　太刀月タチヅキ市の市街地から、ずいぶんと離れた、郊こう外がいの山中。

　幹線道路から、薄うす暗ぐらい木立の道へと分け入り、ゆるい傾けい斜しやを延々と上ると、その先に、朽くちたコンクリートの建物がある。

　外観は、病院にちかい。錆さびてはいるが重厚な門もん扉ぴと、その傍かたわらに備え付けられた生体認証システムが、建物の来歴を、わずかに物語っている。

　ここはかつて、とある企き業ぎようの研究施し設せつだった。

　しかし二十年前、太陽消失事件による景気低迷のあおりを受けて、企業は倒とう産さん。

　以来、ここは放置され、やかましい連中の集会場にされたり、死体を埋められたり、肝きも試だめしの連中がそれを発見したりと、ろくな扱あつかいをされていない。

　最近になって、龍人リユウジンアマノハラ・ミカドが、治安確保のために、ここを取り壊こわそうと思い立ち、市側に要よう請せいを出したが、現時点では予算の目め処どがつかずに、手付かずのままである。

　定期的に訪おとずれるのは、市内の警察署からやってくる、見回りのパトカーくらいなものだ。

　そして今は、遠い西せい欧おうからやってきた一人の少女の、格好の隠かくれ場所になっていた。

「ふう……」

　ミゲル・バハモンテスは、吐と息いきとともに、真しん紅くの液体が詰つまった医い療りよう用液体パックを、口から離はなした。中身は、いくつかの薬やく剤ざいと魔ま術じゆつによって、保存状態を良くした血液である。

　彼女は、今回の日本渡と航こうにおいては、血液の現地調達をまったくしないつもりでいた。

　理由は簡単で、血を吸うことにより、被ひ害がい者しやを含ふくむ誰だれかに目もく撃げきされ、龍人に見つかる可能性が高くなるためである。

　それを避さけるために、彼女はドレスの下に、いくつかの血液パックを仕込んできたのだった。

　静せい謐ひつな闇やみの中、彼女は再びパックに口をつけて、わずかに薬くさい血液を、ずずっと啜すする。

　そして、ちらちらと、周囲に目を配る。

　かつては、誰かの個室だったらしいその部屋は、今は家具もなく、がらんとしている。

　床ゆかに散らばるのは、真っ白な紙と、後に侵しん入にゆう者しやが撒まき散らしたらしい、タバコの吸すい殻がら。

　誰かが屋内で火を焚たこうとしたのか、壁かべの一部がすすけている。

　ミゲルは、ちらりと思った。

（今ここに、たまたま人間が入って来てくれると、うれしいんだけどな……）

　血液パックは、現在飲んでいるものとあわせて、あと二つしかない。

　これ一つで、ミカドから受けた傷を癒いやし、消費した魔力を回復して、さらに一週間はもつだろうが、不安はある。

　どうせなら、今ここでたまたま入ってきた人間と接せつ触しよくして、血を確保できれば、それに越こしたことはなかった。

　吸血鬼にとって、血を吸うということは、単なる生理的捕ほ食しよく行動というだけではない。

　魔力の維い持じ、そして己おのれの理性を維持するために、欠かせない行こう為いである。

　もう一度、あの龍人の学園に仕し掛かけるためにも、補給だけはしっかりしておきたいところだ。

　……シバ・ツクミと会い、『卵タマゴ』を追った夜から、今日で三日が経たつ。

　この間、彼女は一度、ひそかに市内に戻もどり、『卵』が、あの学校らしい館やかたの中に保管されていることは、確認している。

　問題は、どうやって、あの恐おそるべきアマノハラ・ミカドを、館から引き離すか。

　何せ相手は、一夜のうちに、万を超こえる吸血鬼を殺さつ戮りくしたことのある存在である……。

（やっぱり、陽動しかないわね……。蝶ちようを大量に出して、おびき寄せるか……）

　思考しているうちに、ゴム製のパックはすっかり薄うすっぺらくなり、吸い口からずるずると、空気を攪かく拌はんする音が鳴り始めた。

　ミゲルは、空になったそれを、無造作に床へ放ほうり投げる。

「ん？」

　そのとき、視界の一番下に、ちかちかと光を放つものが、二つ映った。

　首筋に下がるペンダントだ。

　彼女はつと、その二つを、首から外してみた。

　片方は、『月ツキの卵』に反応する、青い光である。

　彼女に、目的のものを指し示す、羅ら針しん盤ばんのようなそれは、今は『卵』と距きよ離りがあるために、長い間かん隔かくで点てん滅めつを繰くり返している。

　一方、もうひとつのペンダントは、赤い光を、約二秒に一回、ふわふわと明めい滅めつさせる。

　これは、彼女の戻るべき場所へのしるべ。

　幼いころからの友人。

　バハモンテスを統すべる王。

　そして……、自分にとって、もっとも大切な存在。

　その人物の、呼吸に同期して、点滅するように作ってある。いわば心臓の模型だった。

　ミゲルは、青いほうを首に掛かけなおすと、赤いほうを右手から吊つり下げ、目の前にかざした。

　じっと見ていると、なんだかすぐそばに、友人がいるような気がしてくる。

　思わずぎゅっと、胸に掻かき抱いだいた。

　もう少しで、『月の卵』が手に入る。これに『ヴェラフスカ』が加われば、友人は、世界でもっとも強力な力を、手に入れることになるだろう。

　そうすれば、いとしい彼女を、あの眠ねむりから覚ましてやることができるのだ。

　……どこからか、野犬の遠とお吠ぼえが聞こえる。

　これがヨーロッパならば、人狼ジンロウの奇き襲しゆうに気を配るところだが、ここは狼おおかみすらいない国である。

　ミゲルは、投げ出していた足を胸むな元もとに引き戻し、膝ひざを抱かかえた。

　すると自然に、眠ねむ気けに襲おそわれる。腹が膨ふくれたせいだろう。

　まぶたを閉じる前に、彼女は軽く、右手に口付けした。

　たちまち、ふわりと二匹ひき、蝶が飛び立つ。

『月光蝶』を最小限に使うとき、必ず二匹出すのが、彼女の癖くせだった。

　つがいのようなそれを見ていると、安心するのだ。

「……これから、少し寝ねるわ。その間、建物の中を飛んで、人間らしきものがいたら報告しなさい。シルナティカの場合は、攻こう撃げき。いいわね」

　命ずると、つがいの蝶はうなずくように羽ばたいてから、部屋を出て行く。

　それを確認して、彼女はゆっくりと、眠りに落ちた。




　　　　＊＊＊




「ねえ、ツクミ」

　夜の中に、少女の声が響いた。

　小さな二人が、いつものように、あの庭で、向き合っている。

　視界に広がる、思い出しなれた風景。

　思い出しなれた音。

　思い出しなれた月。

「大きくなったら、何になりたい？」

　はにかみながら、赤い髪かみの少女が問う。

「なんでもいいよ」

　小さなツクミは、うっすらと微笑ほほえんで答える。

「なんでもいいから、ずっと一いつ緒しよがいいな」

「……そうね。あたしも、それがいい」

　少女は、恥はずかしそうな笑みを浮うかべる。

　真っ暗な夜の世界。互たがいの姿が、月光を浴びて、ぼんやりと輝かがやいている。

　幼い、二人だけが──。




「──ん」

　うとうとしていたツクミは、張はり詰めた空気の中で、うっすらと目を覚ました。

　辺りに響くのは、風の音ではなく、机の表面に、ペン先が叩たたきつけられる音。

　いつもの教室だ。

　どうやら、四限目の授業中に、少し睡すい魔まに憑とりつかれていたらしい。

　眠気の残ざん滓しの中で、ぼけっと呆ほうけていると、教きよう壇だんから数学教師の声が響いてくる。

「……と言うわけで、この公式は、応用したやつを出すぞ。出す、って言っとくからな」

（まずい、聞きのがした）

　ツクミは慌あわてて、黒板を見やり、教師の言う「出す公式」を推測しようとする。

　そこに、軽快なチャイムの音が鳴り響いた。

　午前の授業終しゆう了りよう。昼休みだ。

　号令ののち、教師が出ていくと、張り詰めていた空気は一気に弛し緩かんし、次し第だいに膨ぼう張ちようする。

　クラスメイト達が、わいわいと騒さわぎ出す中で、ツクミは大きく一度、息をついた。

　──吸血鬼に襲われた日から、既すでに五日が経っている。

　あの夜のことは、夜警局ヤケイキヨクが極ごく秘ひ裏りに処理をしているらしく、ツクミの周囲に、これに関する情報はまったく流れていない。

　おかげで、突とつ然ぜん寮りように越したことで、クラスメイトからは不思議がられたが、「家の都合」とぼかしておけば、深く聞かれたりもしなかった。

　一方、国際電話で連れん絡らくを取った両親は、「無事ならそれでいい」と気楽なものだ。

　そんなわけでツクミは、寮住まいという状じよう況きようではありながらも、これまでと同じ生活に戻れている。

　ただ、まったく同じというわけにはいかなかったが……。

「ツクミ」

　隣となりの席から、聞きなれた声がかかる。いうまでもなく、ヨカである。

　彼女との関係は、あの夜、ツクミ自身がそうありたいと願ったとおり、変わっていない。

　手を握にぎるの、握らないのと、やかましい限りだ。

　ただ、ツクミの見るところ、彼女の精神状態は、少し変調しているようだった。

　ヨカは声をかけると同時に、すっとツクミの横に立つと、左手をやや強ごう引いんに握ってくる。

　そして、こちらをまっすぐに見つめながら、早口でいっぺんにまくし立てた。

「お昼、買いに行くんでしょう？　私も、行くから」

「あ、ああ……。うん」

　勢いに気け圧おされつつ、ツクミは小さくうなずいた。

　彼女はあの日以来、これまでにもまして、ツクミにべったりになっている。

　具体的には、常にツクミの手を離そうとせず、どうしても離さざるを得ないときが来ると、この上なく、悲しそうな表情をする。

　よく見れば、顔色もよくない。どうやら、あまり眠れていないらしい。

　それはまるで、幼い頃ころ……、あの三歳の夜に、戻ったかのようだった。

　やはり、あの吸血鬼の問題が、まだ処理されていないことに、不安を覚えているのだろう、と思う。

（ミカドさんがいれば、大だい丈じよう夫ぶなんじゃないのかね……？　確かに、気がかりではあるけど）

　そう考えつつも、ツクミはここ数日、ずっと彼女の好きなようにさせている。

　気き恥はずかしさを持て余しつつ、手だってずっと、握ってやっている。

　おかげで、女子にはひそひそと何かを噂うわさされ、男子からは「このバカップルめ」、「地じ獄ごくに堕おちろ」と言わんばかりの視線を向けられたりしているのだが、この際、気にしていられない。

　ともかく今は、自分の気恥ずかしさなどより、彼女の体調の方が、心配だった。

「……じゃあ、行くか」

　手をぎゅっと握られているせいで、バランスがとりづらいのだが、何とか立ち上がったツクミは、わずかに顔がこわばるヨカをつれて、教室を出た。

　ゆるゆると廊ろう下かを歩きながら、右手に見える、窓の外を見やる。

　空は朝から、一面に、いつ雨が降りだしてもおかしくない気配を纏まとっている。

　厚い雲に覆おおわれた夜の闇やみが、重苦しく、無人の校庭にのしかかる。

　物悲しさは、昔見た、月面の写真のようである。

　さらに、似たような気配は、左手の先にいる、ヨカのほうからも伝わってくる。

　最近の彼女は常に、ツクミの手を、絞しぼるようにぎゅっと握るのだ。

（やっぱり今日も、ヨカにあのことを聞くのは、無理かな……）

　息苦しい緊きん張ちよう感を、両側面に感じつつ、ツクミは内心、ため息をついた。

　あの夜以来、ツクミは毎晩のように、先ほどの微睡まどろみの時と同じ夢を、何度も見ている。

　出てくるのは、例の写真の少女。

　幼い頃の自分と、親しげに肩かたを組んでいた、あの赤毛の少女だ。

　彼女は、夢の中、ヨカとの記き憶おくにそっくりな風景で、いつもツクミを待っている。

　そして親しげに、いろいろなことを、ツクミに話しかけてくる。

　おかげで、ツクミは毎朝、目が覚めるたびに、首をひねっている。

（これは、いったい……、どういうことなんだ？）

　困こん惑わくするのも、無理はなかった。写真を見つけた一年半前から、つい先日まで、彼は一度も、こんな夢を見たことなどなかったのだ。

　それが突とつ然ぜん、堰せきを切ったかのように、自分の中から溢あふれ始めた。

　相手は自分の記憶の中に、存在しないはずなのに……。

　そうやって、何度も頭を悩なやませたツクミは、やがて一つの推論にたどり着く。

　すなわち、本当のところ、彼女の記憶は、自分の頭の中に、情報としてしっかりと存在しているのではないか？

　しかしそれを、醒さめているときの自分はなぜか、取り出せない。

　そう考えると、この状況には説明がつく。

　その理由は……、さすがにそこまでは、思いつかない。

　だが、突然夢に見始めたのは、彼女が何か、シルナティカに関係しているためだろう。

　そしておそらく、ヨカとは無関係ではあるまい。

　……もしかしたら、彼女はまだ何か、隠かくしているのではないだろうか？

　気になる所ではある。

　ただツクミとしては、今のヨカの精神状態も考えて、無理に聞き出すことはしたくなかった。

（もし、俺に話さなきゃいけないようなことなら……、たぶんそのうち、話してくれるだろう。それに、隠してるのは、たぶん俺達の関係を考えてのことなんだ。龍人のことだって、そうだったしな。だから……、それがなんだろうと、俺は受け入れてやるさ）

　そんなことを考えて、ツクミはこの数日をやり過ごしていた。

　そうして歩いているうちに、目的地が見えてくる。

　昼休みの購こう買ばい部は、すぐ隣にあるカフェテラスの喧けん騒そうもあって、なかなか騒がしい。

　大学部と高等部の中間に位置するそこは、ちょっとした食料品店ほどの規模がある。

　品物の数も、量も豊富だから、駆かけ込んでくる高校生達によって、パンが奪うばい合いになったりすることはまずない。

　だから二人も、込み合う店内を掻き分けていけば、簡単に、目当てのものにたどり着けた。

　ツクミは、カツサンドと、クリームパン。

　ヨカは、クロワッサンを一つ。

　そして、カフェの一番隅すみ、窓辺の静かなテーブルに向かい合い、食事を始めた。

　手を繋つないだままで、袋ふくろは空けづらいし、周りからはちらちらとみられるのだが、ツクミは気付かないふりをして、窓の外を見やる。

　学園の中庭を、湿しめった六月の風が駆け抜ぬけ、顔を撫なでながら、校舎へと吹ふき込んでくる。

　すぐ目の前には、ほとんどだれも使うことのない、野外ベンチがあった。

　三人ほどが座れそうなベンチは、その存在意義を全まつとうできず、雨に晒さらされ、すっかり朽くちてしまっている。

　がたがたと不安定に、風に揺ゆすられるそれは、まるで今のヨカそのもののようだ。

　そんなことを考えて、ツクミはふと息をつく。

　すると不意に横から、小さく何か、物音がした。

　見ればヨカは、クロワッサンを半分ほど食べたところで、テーブルに突つっ伏ぷして、寝ね息いきを立てていた。

　手を繋いでいるだけで、よほど安心できるのか。

　しかし、その呼吸は、潜ひそめるようにか細い。

（…………）

　ツクミは、それを見て思わず、彼女をかき抱いだきたくなる衝しよう動どうに駆られた。

　今の自分は、頼たよられるだけで満足していた、三歳の頃とは違ちがう。

　十六の自分は、彼女を積極的に、守ってやりたいのだ。

　存在が必要だと言うのなら、それを彼女に、もっと与あたえて、もっと安心させてやりたい。

（ヨカ……）

　心の中で呼びかけながら、ツクミはゆっくりと、左手に力を込こめようとする……。

　その時、不意に彼の背中に、何か固い、筒つつ状じようのものが押し付けられた。

　まるで、銃じゆう口こうであるかのごとく。

　ついで、不自然に低くした声こわ色いろが響ひびく。

「おい、そこで少女の寝込みを襲おそってる性犯罪者。大人しくしろ」

　ツクミは内心、自分の思考を見み抜ぬかれたようで、どきりとした。

　しかし、すぐに声の主の正体に気づくと、軽く息をつき、ヨカを起こさないように、落ち着いた声で呼ばわる。

「お前こそ、大人しくしろ。不法侵しん入にゆうで通報するぞ、小学生」

「また背の話！」

　ぷっくり頬ほおを膨ふくらませつつ、テーブルを回り込んできたのは、やはりトアサだった。

　椅い子すに座った状況でもなお、見下ろさなければならない相手である。

　そして、その手には、丸められた小冊子があった。これが先ほどの銃口の正体だろう。

「何だ、それ？」

　ツクミが問うと、彼女は肩をすくめて見せた。

「生徒会からあがってきた、高等部学園祭の実じつ施し要よう綱こうよ。もうすぐ期末テスト、その次が夏休み、九月になったら、すぐ学園祭。そうなれば居残る生徒が増えるから、風紀委員の出番ってわけ。月日がたつのは早いわ。準備して、その日が来て、後片付けして、また次の準備」

「ああ……」

　友人は、今までと変わらぬ日常を歩いている。

　そのことに、うらやましいような、ほっとするような、複雑な感情を抱きつつ、ツクミはぶっきらぼうに言った。

「……それで、何か用か？」

　するとトアサは、わずかに表情を険しくすると、おもむろに、ツクミの横の席に腰こし掛かけた。

　そして、つぶやくように問う。

「あんた達、何があったの？」

「あ……」

　いきなり核かく心しんを突かれて、ツクミは、口ごもる。

　どうやら古い友人は、ここ数日の自分たちの変化に、目ざとく気づいていたらしかった。

（寮りように移った理由も話してないし、当然、怪あやしむよな……。かといって、ここで、本当のこと……、吸血鬼とか、ヨカの正体とかを喋しやべるわけにもいかないし……）

　まだ自分自身、整理がつけられていないのだ。

　つい、言葉を濁にごす。

「いろいろあってな……。そのうち話すよ」

「そのうちって、いつ？　あたしには、しゃべれないようなこと？」

「あ、いや……」

「自分は、なんでも相談しろって言っといて、あたしには何も相談してくれないのね」

　トアサは、ぷいっと顔をそむけた。

　ツクミは、何と言っていいかわからず、思わず頭を掻かいて、黙だまり込む。

　少しの間、昼休みの喧騒の中で、二人は微び動どうだにしなかった……。

　しかしやがて、トアサの方が、仕方のなさそうに息をつく。

「……ま、いいわ。いくら親しい間あいだ柄がらでも、さすがに首をつっこんじゃいけない部分ってのはあるから、深くは聞かないことにする」

「……悪い」

「いいってば。でも、あたしはあんた達のこと、本当に、心配してるんだからね。それだけは、覚えといて。何かあたしにできることがあったら相談してよ」

「ああ……。ありがとう」

「もう、照れちゃって」

「何で俺が、お前に照れるんだよ……。ま、まて！　蹴けるな！」

　テーブルの下から、不ふ穏おんな気配を感じたツクミは、とっさにずずっと、椅子を引く。

　それを見たトアサは、かすかに舌打ちしつつ、椅子に座りなおした。

　それから改めて、テーブルに両手をつくと、少しだけ身を乗り出してくる。

「まあでも……、大体のことは、あんた達がきちんと対処すれば、乗り切れるとは思うけどね。あんた達の間にあるものは、そういうものなんだと、あたしは思ってるし……。とにかく、大切なことは、どんなときでも、お互たがいに言葉を交かわすことよ」

「言葉？」

「そう、言葉」

　ツクミが反復すると、トアサはさらに、思いのたけを込めるようにして続ける。

「これはただ単に、情報って意味じゃないわ。それと一いつ緒しよに、相手に自分の気持ちを伝えるの。一から十まで、ことごとく、ね。そのために、人間の『言葉』ってのはあるの。誰だれかをののしったり、貶おとしめたりするためじゃないわ。そういう風に使ったら、『言葉』を生み出した人たちに失礼ってもんよ」

「そ、そういうもんかな……」

「もんなの！　いい？　自分の気持ちを伝えるために、『言葉』を作り出したことは、人類史上最も素す晴ばらしいことなの。迷うことがあれば、互いの言葉をかわし、理解しあう。好きも嫌きらいも、言葉で伝えるのが最もわかりやすくて……、直接的で……、つまり……」

　彼女の小さな右手が、興奮気味に、テーブルの上でぎゅっと握にぎられた。

「つまり、言葉は愛なのよ」

（愛ねぇ……）
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　ツクミは、その熱っぽさに気け圧おされつつ、ぽりぽりと頬をかく。

　すると即そく座ざに、彼女にじと目でにらまれた。

「バカにしてない？」

「……してないです」

「愛をバカにすると、バチを当てるわよ」

（お前がかよ）

　内心、ツッコミを入れるツクミに、トアサはふと息をついて、席を立った。

「……ま、とにかく、あんたが愛を持ってるなら、ちゃんとそれを伝える努力をしなさいよ。しっかり手を繋いでないと、あの子はどこに走っていくか、わかったもんじゃないんだから」

「ああ。何か恥はずかしいが……、わかったよ」

「ん。じゃあ、あたしはまだ仕事があるから」

　そうして、はらはらと手を振ふりながら、ツクミの横を過ぎ、その場を立ち去ろうとする。

　瞬しゆん間かん、すれ違いざまに、ツクミは、彼女が小さく呟つぶやくのを耳にした。

「──いいのよ。これで、いいの」

　自分に言い聞かせるような、か細い『言葉』。

　ツクミはそれに、何か奇き妙みように、ひっかかるものを覚えた。

　そこで、歩み去ろうとする彼女を呼び止めるべく、口を開きかける。

　そのとき不意に、ポケットの中で、携けい帯たい電話が震ふるえ出した。

　メールではない。確かく認にんすると、画面には『非通知』と出ている。

（ん……。しょうがない）

　ひとまず彼女のことは後回しにして、ツクミは電話に出た。

「……はい、シバですが」

『私だ』

「え？」

　耳元に響く硬こう質しつの声に、妙みような返事をする。電話の相手は、ミカドだった。

（電話番号、教えたかな……？）

　疑問とともにツクミが沈ちん黙もくすると、それを読みきったように、涼すずやかにミカドが答える。

『愚ぐ問もんだな。私は、龍人だよ。少し調べれば、一いつ般ぱん市民の携帯電話の番号くらいはわかる。……まあ、本当はヨカに電話をしようとしたのだが、繋つながらなかったのでね。少し手間だった』

「ああ……。すみません。あいつ、いつもそうですから」

　相変わらず、先見の走る龍人の言動に、ツクミは少し身構えつつ問う。

「それで、何か御ご用ようですか？」

『ああ。少し話があるのだが……、今から、蔵書室に来れるかな。もちろん、ヨカと一緒に』

　蔵書室は、教室からは遠いが、ここからならそれほど遠くない。

「えっと……、わかりました。じゃあ、今から行きます」

『待っているよ』

　短い答えとともに、通話は向こうから切られた。ほとんど、業務連れん絡らくである。

　巻き込まれている自分の状じよう況きように、ツクミは小さく吐と息いきをすると、顔を上げ、周囲を見回す。

　トアサの姿は、既すでに影かげも形もなかった。
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　昼休みの蔵書室は、高校生の男女が使用しているとは思えないほど、落ち着いた雰ふん囲い気きで満たされている。

　おそらくそれは、建物のせいだろう。

　冷たい石造りの外がい壁へきと、上部に並ぶステンドグラスの群れは、古い教会を思わせる。

　もっというと、修道院だろうか。

　実際、少し辺りを見回せば、たくさんの「修道士」たちが、難しい顔をして、課題や参考書とにらめっこをしているのが見える。

　内装は、本ほん棚だなもテーブルも、ほとんどが木製で、赤い絨じゆう毯たんとともに、まさに図書室といった風である。

　寝ねぼけ眼まなこのヨカを引っ張って、中に入ってきたツクミは、入り口のあたりで、きょろきょろと周囲を見回した。

（そういえば、蔵書室に入った後のことを、何も指示されてなかったな……）

「……たぶん、三階にいると思う」

　と、少しふわふわした声で、ヨカが言う。

「三階？」

「龍人用の書庫があるの。私も、何度かそこで、会ったことがあるから」

「ふうん……」

　それを聞いたツクミは、「修道士」達の、妙に恨うらみがましい視線を気にしつつ、ヨカの手を引いて階段を上る。

　やがて、三階にたどり着くと、目の前に石積みの壁かべと、鉄製らしい扉とびらがある。

　ツクミはそれを、軽く二度ノックしてから、ゆっくりと押し開いた。

「失礼します……」

　中は、事前の言葉通り、古い書物を満まん載さいした場所だった。

　可動式の本棚が、ぴっちりと並べられ、そのすべてに、書しよ籍せきが満載されている。

　そしてそれらの中央で、一人の女性が、木製の椅い子すに腰こし掛かけ、古い閲えつ覧らん台に載のせた巨きよ大だいな本を、ぱらぱらと眺ながめていた。

　ミカドではない。

　少し茶色がかった髪かみを、シニヨンにまとめた、おとなしそうな風ふう貌ぼうの女性である。

　純白のブラウスに黒のロングスカートというのは、いかにも司書といった風。

　左耳にぶら下がる、水すい滴てき形の大きなイヤリングが、やけに目を引く。

　ただ、全体的には「普ふ通つうの人間」といった雰囲気であり、ヨカやミカドのような、冴さえるような風貌や、派手な格好とはかけ離はなれている。

　要するに、龍人には見えない。

（おかしいな……）

　その場に立ちすくんだツクミは、ミカドを探して、きょろきょろと辺りを見回した。

　ところが、後からはいってきたヨカは、あっさりと司書らしい女性に呼びかける。

「ミカドさん。参りました」

「ん？　ああ、そうか」

　本から顔を上げた彼女は、ミカドの口調で答える。

「え？」

「少し、待て。戻もどる」

　そして、あっけにとられるツクミの前で、おもむろに、イヤリングを外す。

　瞬間、彼女の容よう貌ぼうが、ゆっくりと変化を始めた。

　まず、結ばれていた髪が解ほどけ、色も薄うす茶ちやから、鮮せん烈れつな赤に変わった。

　丸い輪りん郭かくはシャープになり、両目も鋭するどく切れ上がる。

　さらには、身長が伸のび、体つきさえも変わり……。

　そうして、そこに現れたのは、司書の格好をした、アマノハラ・ミカドだった。

「な……！」

　変身の過程を、唖あ然ぜんとして眺めていたツクミに、龍人の王は、肩かたをすくめて見せる。

「普ふ段だんの風貌は、目立つのでね。俗ぞく世せにおいては、これを使うことにしている」

「そ、それも魔術機械マジナ・マキナ……、ですか？」

「そうだ。持ち主の容貌、体型、声、体たい臭しゆうなど、あらゆるものを変化させることができる。ただし、あらかじめ定まった一種類にしか変化できないが。……君も、着けてみるかい？　耳からぶら下げるだけで、隅すみから隅まで、先ほど目まの当たりにした、『彼女』になれる」

「い、いえ……、遠えん慮りよしときます」

　問いかけに、ツクミは即座に首を振った。

（魔術的なものって、やっぱりあんまり慣れないしな……。それに、自分の見た目が変わるのも、何となく気持ち悪いし）

　ミカドは、そんなツクミの感情に気づいているのか、「そうか」とかすかに笑った。

　そして、イヤリングをブラウスの胸ポケットにしまうと、近くに置いてあった椅子にツクミとヨカを座らせ、自分は石いし壁かべに寄りかかる。

「では、話を始めようか。……まあ、用件というのは、単純だ。これからの予定を、一応君に話しておこうと思う」

「予定？」

「吸血鬼退治さ」

　ミカドは手短に、状況を説明してくれた。

　五日前、ツクミの前に現れた吸血鬼の少女・ミゲルは、現在、太刀月市の郊こう外がいにある、放ほう棄きされた施し設せつにいるらしい。

　夜警局の人間によると、彼女はそこに籠こもり、『月光蝶ゲツコウチヨウ』を大量に放出しているのだという。

「周囲数十メートル圏けん内ないでは、空が暗く見えないというのだから、尋じん常じようではない話だ。とてもではないが、夜警局の手には負えん。……だから私は、あの建物をさっさと取り壊こわせといったのだがな。役所というものは、何千年たとうと変わらん。事態が起こらなければ、悟さとらない」

　ミカドは、なにやら人間の対応に不満があるらしく、唇くちびるを尖とがらせている。

　ツクミは、自分も一いつ緒しよくたにされないように、先を促うながした。

「それで、これからどうするんです？」

「ああ。どうやら、私が行って、処理をする必要があるのでな。しばらく留守にするが、何かあったら、夜警局に助けを求めること。わかったかな？」

「はあ……」

　そこまで聞いて、ツクミは少し違い和わ感を覚えた。話の内容は、本当に単純である。

　わざわざ、彼女が自ら出張って、説明をするようなことだったのだろうか？

　するとミカドは、穏おだやかな笑えみとともに、付け加えた。

「これが終われば、君もヨカも、家に戻ることが出来るだろう」

「あ」

　ツクミは、はっとして、小さく声を漏もらす。

（そうか……、あの吸血鬼さえいなくなれば、事件は解決で、俺達も家に戻れるんだよな）

　加えて、あの家に戻れば、ヨカももう少し、落ち着くかもしれない。

　そう考えて、ふと傍かたわらのヨカのほうを向くと、彼女のほうも、ツクミを見ていた。

　その顔は、先ほどまでと違ちがい、何かから解放されたような、晴れやかな笑みを浮うかべている。

（ああ、そうだな……）

　通じ合う意思を感じたツクミは、少しだけ、胸をなでおろした。

　それからふと、ミカドを見上げる。

　おそらく彼女は、たったこれだけのことを、わざわざ自分の口で、伝えに来てくれたにちがいない。目的はたぶん、自分達を安心させるためだ。

　ツクミは、これまでずっと遠い存在だと思っていた龍人が、普通の人間らしい気き遣づかいをしてくれることに、妙みように安あん堵ど感を覚える。

　そして同時に、吸血鬼のことを思い浮かべて、思わず少し、いらついた。

（その点、あの吸血鬼は……、乱暴だったな）

　突とつ然ぜん現れた、黒と白の少女。

　彼女は、自分の日常を、たっぷりと掻かきまわしていった「災さい厄やく」だった。その点は、さすが吸血鬼、と呼ぶべきなのだろう。

　だから、彼女が「処理」されると聞いても、それを押しとどめようとは思わない。

　しかし……、一方で、ツクミとしてはなんとなく、収まりが悪いものも感じなくはないのだ。

　確かに、自分は襲おそわれたほうの立場だし、こうして寮りように引ひっ越こして、襲しゆう撃げきに備えた生活を強しいられている。

　だが、それでもミゲルとは、すぐ至し近きん距きよ離りで視線を交わし、会話をした。

（あれは、やっぱり……、ただの小さな女の子だった。俺やヨカと同じ形をした、生き物だったんだ）

　それを、いま目の前にいるミカドが、「処理」するという。

　どうしても、晴れやかな気分、というわけにはいかなかった。

「……くっくっ」

　と、そんな思考をしているツクミの耳に、こらえきれないといった様子の、ミカドの笑い声が響ひびいた。

「君は優やさしいな。あの吸血鬼に、同情してるのかい？　それとも、懸け想そうかな？」

　からかうような口調で言ってくる。

　相変わらず、自分の思考は、彼女に読まれているようだ。

　そして同時に、ツクミの左手が今までになく、ぎゅっと握にぎりこまれた。

（うっ……）

　それだけで、今隣となりにいる彼女が、どんな表情をしているか、なんとなく悟れてしまうツクミだが、それでも見ないわけにはいかず、そっと首をめぐらす。

「っ……！」

　ヨカは、わずかに口元を強く結び、瞳ひとみをうるませて、こちらをじっと見み据すえていた。

　咎とがめる、と言うよりは、すがりつくような雰ふん囲い気き。

　まるで、自分がどこかに行くことを、本気で恐おそれているかのような印象だった。

　そんな彼女に、ツクミは一いつ瞬しゆん、違和感を覚える。

（なんだろう……。俺は、どこにも行かないのに……）

　しかしその違和感はすぐに、熱い興奮にふり払はらわれた。

　彼女のこんな視線を、正面から何秒も持ちこたえられるはずもない。

　頬ほおを染めつつたじろいだツクミは、慌あわててフォローにかかる。

「そ、そんなわけないだろ……」

「……本当？」

「当たり前だ」

　そして、ヨカの手を、強く握り返してやる。

　ヨカはそれでも、しばらくじっと、ツクミの方を見返していたが、やがてふと息をつくと、うっすらと微笑ほほえむ。

　ツクミは思わず、安あん堵どの息をついた。

　それから、ミカドに向き直り、余計な一言に対する不満を込こめて答えた。

「単純に、慣れてないだけです。誰だれかが殺すとか、殺されるとか……」

「まあ、そうだろうな。だが、君は少し、感情が表に出やすい。『夜を渡わたる』なら、自分の思考と、自分の持ち駒ごまを、相手に悟られないことだ」

　そう言って、また含ふくみ笑いを漏らしたミカドだが、ふと、まじめな口調で言う。

「もっとも、何より大事なのは、大切なものを守ることだがね。確かに、聖人のように生きられたら、誰も苦労はしないが……、夜は無傷で渡れない。だから、誰もを守るんじゃなく、自分にとって最も重要なものだけは、守ること。それがこの夜の理コトワリである、と私は言っておく」

　どうやら忠告してくれているらしい。

（……そうだな。何があっても、ヨカだけは守らないと）

　ツクミが、彼女の言葉を肯こう定ていする意味で、頷うなずいて見せると、ミカドはにっこりと微笑み、寄りかかっていた壁かべから体を起こした。

「では、私はそろそろ行くよ。何か、聞いておきたいことはあるかな」

「聞いておきたいこと、ですか……」

　軽く思考をめぐらせたツクミは、ふとあることを思い立ち、わずかに身を乗り出す。

「そういえば」

「うん？」

「あの夜、吸血鬼が名乗ったときに、ミカドさんは何か、珍めずらしいものを見るみたいな感じでしたけど、バハモンテスって何なんです？」

「ほう……、良く見ているな」

　ミカドは感心した様子でつぶやくと、思考をまとめるように両手を組んで、話し始めた。

「では、簡単に説明してあげよう。……シルナティカが七つの種族から構成されているのは知っていると思うが、吸血鬼はさらに、いくつかの大家、それに従う小家、家名を持たない者、この三つに分類される。といっても、これらに能力的な差異はない。ただ、明確な領土意識を持たない吸血鬼にとって、家名はいわば、国家のような意味合いを持つ。まあ、簡単に言えば、マフィアだな」

「へえ」

「バハモンテスは、ヨーロッパで五指に入る大家だ。ピレネーの山中に住む、どちらかと言えば穏おん健けん派だ。人間との仲も比ひ較かく的、うまくいっていると聞く」

「穏健派、ですか」

「相対的にね。『ウェールズの赤き龍族』とやりあっているベイリッシュ家や、東とう欧おうを拠きよ点てんにトルコ、インド進出を狙ねらうワラキア公こう爵しやく家に比べると、という意味だ。ほかの種族と対立することもないし、海を渡ることもない。私も今まで、この家の吸血鬼にあったことはなかった」

　話しながら、ミカドは書類を読むように、視線を軽く伏ふせる。

　記き憶おくを探さぐっているようだ。

「今の当主は、確か……、ララヤ・バハモンテスという少女だな。ミゲル・バハモンテスは、先ほど読んだ資料が正しければ、そのララヤの従姉いとこにあたる。二人は幼おさな馴な染じみで、本来はミゲルが当主を継けい承しようするはずだったが、ミゲルの吸血鬼としての戦せん闘とう能力が、必要水準を満たさなかったために、ララヤに代わったらしい」

「そんな、経歴までわかるんですか？」

「言っただろう？　私は龍人だ、と。……『卵』を探しているのは、おそらくララヤの意向だろうな。まあ、その力で何をするのかは知らないが」

　と、不意にツクミのほうを向く。

「そういえば、シバ君のご両親は、今どこにいらっしゃる？」

「え？　あっと……、確か、イタリアです。オーストリアの近くらしいですが」

「そうか。北イタリアなら大だい丈じよう夫ぶだろう。あそこには、錬れんき金んじ術ゆつ師どもがいるからな。もっとも、やつらは自分のことばかり考えていて、交こう渉しようごとの相手にならぬのが悩なやみの種だが」

（……ま、あの二人は、向こうからやってきた危険を華か麗れいにかわす、妙な勘かんを持ってるから、別に心配してないんだけど。子供をほっといても、平気な神経の持ち主だしな）

　ツクミは、心の中で淡たん々たんと、そう付け加える。

　そもそもあの二人は、シルナティカの暗あん躍やくによって傾かたむいた家業を立て直すために向こうに渡ったのだが、不思議なことに、危ない目には一度たりとも、あったことがないらしい。

　シルナティカに遭そう遇ぐうすらしたことがないというのだから、ある意味、現在のツクミより安全である。

　もしかしたら、魔ま術じゆつでも使えるのかもしれない、と今になって思ったりする。

　それからふと、彼は別の疑問を思い浮かべた。

（しかし、ミゲルの所属する集団が、そんなに大規模なら、もっと多くの吸血鬼が、卵を求めてやってくるはずじゃないか？　なんで、ミゲルは一人で、日本に来たんだろう……）

　もしかしたら、彼女には何か、個人的に叶かなえたい願いがあるのだろうか？

　……たしか、あの夜にも、彼女はこう懇こん願がんしていた。

　この世界で、どうしても変えたい理があるのだ、と。

「では、ほかに質問は？」

　と、ミカドが、確認するように言葉を投げかける。

　ツクミは、さらに思い浮うかんだ疑問を、告げるかどうか迷ったが、ちょうど予よ鈴れいが響いたので、結局口をつぐんだ。

「あ、はい。大丈夫です。気をつけて、行ってらして下さい」

「うん、ありがとう。まあ、あれくらいの吸血鬼が相手なら、負けることはあるまいがね。……ここは、開けたままでかまわないよ。では、行ってくる」

　そうして、歩き出したミカドは、重い扉とびらを押し開き、颯さつ爽そうと書庫を出て行く。

　それを見送ってから、ツクミはもう一度、安堵の吐と息いきをついた。

　とりあえず、事態は収束するのだ。

　おそらく今日を境に、あちらの世界には、二度と関かかわることはないだろう。

　そして自分達は、これまでと同じ生活に戻もどる。

　ツクミにとっては、何よりの幸せだ。

　これで、ヨカも落ち着くだろう。

（そのうち、あの写真のことも、話してくれるだろうしな……）

　そんな風に思考をめぐらせながら、ツクミは椅い子すから立ち上がると、教室に戻るべく、ヨカの手を引こうとする。

　ところが、その手はすんなりと、彼については来なかった。

「ん……？」

　振ふり向くと、ヨカはなぜか、じっと椅子に座ったままでいる。

　その表情には、先ほど家に戻れると聞いたときの、つかの間の晴れやかさはない。

　あるのは、覆おおい尽つくすような、緊きん張ちようと不安。

　そして、何かを思いつめるようなまなざし。

（不安の正体は、吸血鬼ってわけじゃなかったのか？）

　理由がわからないツクミは、内心頭を抱かかえる。

　これ以外に、何か不安の材料があるとしたら……やはり、彼女自身が隠かくしている何かに関わることだろう。

　ツクミは一瞬、ぐっと言葉を呑のむ。

　おそらくそれは、彼女が龍人であるということ以上に、重大な事なのだろう。

　それを自分は、受け止められるのだろうか……？

　その時ふと、彼の脳のう裏りに、先ほどのトアサの言葉が思い浮かぶ。

『──つまり、言葉は、愛なのよ』

（……そうだな。とにかく、どんなことだろうと、これは俺とヨカの『言葉』だ。だから、結局のところ、俺しか受け止める奴やつはいない。なら……、やっぱり俺の方から、話をしてみるべきだ）

　そう考えたツクミは、ヨカと握にぎった手に、やや力を込めて、引っ張る。

　気づいたヨカが、こちらを見上げてくると、できるだけゆったりと、声をかけた。

「なあ、ヨカ……。後で少し、話をしないか？」

「え？」

「お前に、聞きたいことがあるんだ。駄だ目めか？」

「ん……」

　ヨカはしばしの間、何かを躊ちゆう躇ちよするように、その場でじっと、硬こう直ちよくしていた。

　しかしやがて、わずかに視線を上げると、頼たよりない動きで、こくりとうなずいた。
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　そして放課後。

　ついに決けつ壊かいした暗い空からは、無数の雨あま粒つぶが、一面に降り始めていた。

　その最中を、ツクミとヨカは、傘かさを並べ、手を繋つないで歩いていく。

　傘の谷間で結ばれた互たがいの手は、滴したたる雨水で、ひどく濡ぬれている。

　いつもならば、手を繋ぐの繋がないのと、やかましくなりそうな状態だったが、今は二人ともが、じっと黙だまりこくっている。

　特にヨカの方は、昼休みのあれ以来、ツクミに向かって、一言も言葉を発してない。

　じっと唇くちびるを結び、ずっと何かを堪こらえているような表情をしている。

　ただ、それでいて、しっかりとした力で、ツクミの手を握り返してくる。

　こんなヨカの姿を、ツクミは今まで、一度も見たことがなかった。

　だからツクミは、そんなヨカの精神状態を、すこし心配していた。

　明らかに、彼女は無理をしている。

（やっぱり、「今日じゃなくてもいい」って、言ってやろうかな……）

　そう思ったりもする。

　しかし、自分で「彼女の秘密を聞く」と決めた以上、簡単には引き下がれない。

（……これが解決しなければ、たぶん俺達は、いつもの関係には戻れないんだ）

　それがわかっているから、ツクミも無言で、彼女の手を引いた。

　──降雨で煙けむった夜の世界は、晴れているときよりも、どこか幻げん想そう的である。

　雨の飛ひ沫まつが、校舎の明かりを受けて輝かがやくと、まるで夜空に、宝石の驟しゆう雨うがきらきらと舞まい散っているようだ。

　だが、ツクミはそんなものには目もくれず、学園の石いし畳だたみを、薄うす暗ぐらい方へと向かう。

　たどり着いたのは、主あるじのいない龍人の森。

　普ふ段だんから人もいないここならば、少しは話もしやすいだろう、と思っての選せん択たくである。

　光の届かぬ森の中の闇やみは、ぬめりを帯びて黒い。

　まるで、人を拒こばむかのように。

　それでもヨカは、その闇をかき分けるようにして、森に分け入っていく。

　ツクミは、ヨカが何かに躓つまずかないように、周囲に目を凝こらしつつ、後に続いた。

　そうして、二人は雨宿りできる木こ陰かげにたどり着くと、傘をたたみ、そこに並んで立った。

　時折かすかに、葉の隙すき間まから、雨粒が落ちてくる。

　ぬるいはずの梅つ雨ゆの滴しずくが、やけに冷たく感じられる。

　ツクミはそこで、軽く木の幹に寄りかかると、少し頭を悩ませた。

　こちらから誘さそったからには、やはり自分が先に、彼女に問うべきだろう。

　しかし、その切り出し方が、うまく思いつかない。

（尋じん問もんするみたいで、嫌いやなんだよな……。『何を隠しているのか』って、直接聞いていいのか？　でも、それで黙りこくられると、どうしようもないし……）

　相手から何かを無理矢理聞き出そうとした経験がないだけに、ツクミとしては、うかつに話を切り出せない。

　すると不意に、ヨカのほうが、口を開いた。

「……わかって、いるの……」

「え？」

　落ち着いている。というより、覇は気きのない声こわ色いろである。

　しかしそれでいて、何かを伝えようとする、はっきりとした意志のようなものも感じる。

　ツクミは、ヨカのほうから話し始めたことに驚おどろきつつ、問い返す。

「わかってる、って……、何を？」

「ツクミが、私に、何を聞きたいか」

「…………」

　自然と、ごくりと喉のどが鳴った。

　やはり彼女は、ただの甘えたがりではない。

　こちらの考えていることを、しっかりと感じ取っている。

　だから……、だからこそ、自分は彼女を、助けたいのだ。

　意を決した彼は、できるだけ口調を柔やわらかくして、諭さとすように、ヨカに語りかける。

「ああ……。あの夜以来、俺はずっと、お前のことを心配してる。明らかに、今までに見たことのない……、何かを恐おそれているような雰ふん囲い気きだ。俺はそれを、吸血鬼を怖こわがってるからだ、と思ってた。……でも、ミカドさんがああして、吸血鬼を処理するって言ってるのに、お前の様子はおかしいままだ。だから今は、別の何かに、恐れを抱いだいているんだと思ってる。しかもそれは多分、俺とお前に深くかかわることだ。……なあ、ヨカ。無理強じいするつもりはないけど、よかったら、教えてくれ。お前が、本当に恐れてるものは、一体何なんだ？」

　するとヨカは、怜れい悧りな顔立ちを、さらにこわばらせた。

　唇と肩かたを、かすかに震ふるわせる。

　そしてポツリと、呟つぶやくように答えた。

「……ごめんなさい。それは……、どうしても、話せないの」

「う……」

　予想の範はん疇ちゆうではあったが、それでも返ってきた拒きよ絶ぜつに、ツクミはわずかに、声を漏もらす。

　彼女がここまでかたくなに、自分に対して隠し事をするのも、これまでにないことだった。

　ヨカは、うつむきながら、言葉をつなぐ。

「私も、ね……。いつか、告げなければならないことだと、わかってはいるわ。でも……、そうしたら、私はもう、ツクミと手を繋いでいられなくなる。自分の罪悪に耐たえられないから」

（罪悪……）

　耳慣れない単語に、ツクミは硬直する。

　彼女が一体、どんな罪を犯しているというのか、想像もつかない。

　しかし、今のヨカの姿を見て、ほうっても置けないのだ。

　ツクミは、彼女に問いすがる。

「だけどな、ヨカ。俺は本当に、今のお前を見てるのが、辛つらいんだよ。できれば、力になってやりたいと思ってる。そんな俺にも……、言えないことなのか？」

　ヨカはふと、顔を上げる。その両目には、かすかに涙なみだが浮うかんでいた。

「ツクミの気持ちは、本当に、よくわかるわ。私だって、同じ境きよう遇ぐうなら、きっと話を聞きたがる。でも……、たぶんツクミも、このことを聞いたら、私とは一いつ緒しよにいられないと思う」

「それは……」

　涙にたじろぐツクミを、ヨカの言葉がさらに押し戻す。

「少なくとも、今の私達ではいられなくなる。私はそれを、もっと先延ばしにしたい。でないと……、私は誰だれも見えなくなる。この世にたった一人になるのよ。だから……」

　はらはらと、雨粒ではない水すい滴てきが、白い頬ほおを撫なで、落ちる。

「だから、ツクミ……、お願い。もう少しだけ、このことは……、聞かないでいて」

「…………」

　ツクミは、沈ちん黙もくとともに、彼女の顔を凝ぎよう視しした。

　その表情は、これまで見たこともないほど、悲しみで塗ぬりつぶされている。

　ツクミが、この世でもっとも、目にしたくないもの。

　対面しているだけで、感情が軋きしみ、息苦しさすら覚えた。

　だが一方で、ツクミは彼女の言葉を怪け訝げんに思う。

　誰も見えなくなる、とは、どういう意味なのだろう？

　この世にたった一人になる、というのは？

（やっぱりこれは……、ヨカが龍人であることより、さらに重大な事なんだ）

　そう確信したツクミは、どうしてもそれが知りたくなる。

　もしかしたらそれは、自分の過去にも関かかわっているかもしれないのだ。

　ならば、知りたい。知った上で、受け止めたかった。

　はぐらかされることのほうが、辛い。

（でも、このままじゃ、話してくれそうにないな……。できれば、ヨカに負担をかけないようにしつつ、少しでも話を聞きたいが……）

　ツクミは、どうすればこのことを聞きだせるか、思考をめぐらせる。

　その時、脳のう裏りにふと、あの写真のことが思い浮かんだ。

　五日前から、自分の夢に出てきはじめた彼女。

　自分が「知っているはずなのに思い出せない」少女。

　もしかしたら彼女も、ヨカの隠かくし事に関わっているのではないだろうか？

（……きっかけには、なるかな）

　そう考えたツクミは、おもむろに、ポケットから財布を取り出すと、例の写真を抜ぬきとり、そっとヨカにかかげて見せた。

「じゃあ、この子の事は、知ってるか？」

「あ……」

　それを見たヨカは、涙の筋を頬に残したまま、小さく声を漏らした。

　そしてたちまち、表情を愕がく然ぜんとさせる。

　ツクミはそんな彼女の姿に、心臓がきりきりと痛むのを感じたが、それでもなお、迫せまった。

「この子は、俺の記き憶おくの中にはいないが、頭の中にいる女の子だ。ずっと俺は、彼女のことを、知らないと思ってた。……なのにあの、吸血鬼に会った夜以来、毎日、夢に見てる。だから俺はこの子が、俺や、お前に関係しているんじゃないかと思ってるんだ。……なあ、ヨカ。この子の事は、知っているか？」

「…………」

　ヨカはしばし、硬かたい表情のまま、じっと写真を凝視していた。

　しかし、やがて小さく息をつくと、弱々しい笑えみを浮かべ、ツクミに笑いかける。

「やっぱり……、ツクミは、やさしいわ。私が思ってたより、ずっとやさしかった。やさしいから、私のことを思って、私の中に踏ふみ込んでくるのね。そして、少しでも私のことを知ろうとしてくれるの」

「ヨカ……」

「そう、仕方がないんだわ……。やっぱり、宿命からは逃のがれられないんだもの……」

　ツクミに言っているのか、自分に言い聞かせているのか、あいまいな口調である。

　何より、その姿は、今までになく、頼たよりなさげだった。

　木立を抜ける湿しつ気け交じりの風に、今にも吹ふき散らされてしまいそうである。

　一いつ瞬しゆん、ツクミは自分の行こう為いを、後こう悔かいする。

　しかし同時に、得たものもあった。やはりこの少女も、自分たちの過去に深くかかわっている。それも、ヨカが隠そうとするほどの過去。

（それこそが、俺の知りたいことだ。そして……、知ったからと言って、俺の気持ちは変わらないはずだ！）

　ツクミは心の中で叫さけぶと、左手に力をこめ、ヨカを引き、強ごう引いんに自分のほうを向かせた。

　そして、驚く彼女に、強い言葉を、思い切りぶつける。

「なあ、ヨカ。お前が隠していることも、何もかも全部、俺に話してくれ。俺は、たぶん、大だい丈じよう夫ぶだ。きっとそれでも……」
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（ああ、そうだ）

　さらに、右手を伸のばし、彼女の手をぎゅっと握にぎる。




「俺が手を、握っててやる。お前が離はなそうとしても、俺が離しはしない！　だから……」




「…………」

　それを聞いた、ヨカはツクミの方を見て、柔らかく……、とてもうれしそうに、微笑ほほえんだ。

　何よりも大切にする、彼女の微笑み。

　それを見た瞬間、ツクミの中で、感情の塊かたまりが、大きく跳はねた。

　思わず、その場で彼女を引き寄せ、抱だきしめてしまいそうになる。

（っ……！）

　踏みとどまったのは、その微笑みが、すぐに消えてしまったせいだった。

　笑みを消した彼女は、真一文字に口を結び、じっとうつむいた。

　少しでも、結論を先延ばしにするように。

　しかしやがて、こらえきれない様子で、小さく首を振ふると、ささやくように言った。

「そうしたら、壊こわれてしまうわ……」

「……何が？」




「ツクミの中の私」




　──と、その時だ。

「っ！」

　不意に、悲鳴のような声が聞こえた気がして、二人は同時に、首をすくめた。

　そして一緒に、森の外の方を向き、耳を済ませた。

　いつの間にか、雨はやんだらしい。

　雨音がないため、二人が黙だまってしまうと、周囲は静せい寂じやくに包まれる。

　悲鳴のような声も、二度は聞こえてこない。

　しかし……、先ほどは、確かに聞こえた。

（何かあったのか……？）

　怪訝に思いつつ、ツクミがヨカを見やると、彼女もその意図を察し、こくんとうなずいた。

「……よし。行って見よう」

　ツクミは、彼女の手を引いて、森の外へと向かった。

　久々に、手をつないだままの行動だったが、気持ちは弾はずまない。

　状じよう況きようを確かく認にんしなければいけない、という義務感のような感情と、危険を避さけようとする本能が混在して、息苦しさを覚えた。

　やがて、森がぷっつりと途と絶だえ、周囲が開ける。

　目の前に広がるのは、黒い校舎に、常夜灯。いつもの学園の風景である。

　そう、地上には、何の変化もない。違ちがっていたのは、空の色だった。

「──っ！」

　視線を頭上に上げたツクミは、思わず息を呑のむ。

　晴れた夜空を、縫ぬうように舞まうは、虹にじ色いろに輝かがやく、無数の光。

　──月光蝶。

　しかもその数は、この間の比ではない。

　何千、何万にも及およぼうかというそれは、集合し、帯となって、学園全体に巻きつくように、ぐるりと全天を覆おおっている。

　まるで、繭まゆを作ろうとするかのように。

　たじろぐ二人の前に、校舎の方から影かげが一つ、そろりと姿を現した。

　石いし畳だたみに、ゴシックのシルエットが映える。

「あら、奇き遇ぐうね」

　数あま多たの蝶を右手に止まらせた吸血鬼、ミゲル・バハモンテスは、さほど驚おどろいてもいない様子で、月つき傘がさを揺ゆすった。
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　ツクミはとっさに、ヨカを背後にかばうべく、身を乗り出すと、声を喉のどにつっかえさせながら、吸血鬼に問いかけた。

「な、なんでここに……」

「ふふっ……。仲がよさそうでいいわね」

　ミゲルは、ほほえましそうに笑うと、胸むな元もとから例の、青く輝くペンダントを探さぐり出し、二人に掲かかげて見せる。

「決まっているでしょう？　『卵』を手に入れるためよ。……そうね。ちょうどいいところで会えたわ、シバ・ツクミ。それと、アマノハラ・ミカドと一いつ緒しよにいた龍人ね。こんばんは」

　言いつつ、彼女は右手を振るった。

　瞬間、蝶がいっせいに、彼女の手から飛び立ち、ツクミ達の周囲をぐるりと取り囲む。

　縮こまる二人に、ミゲルはあくまで、やわらかく微笑んだ。

「アマノハラ・ミカドが、普ふ段だん居住している場所、知ってるわよね？　この辺りにあるはずだと思うんだけど、案内してくれないかしら。『卵』は、そこにあるみたいだから」

「…………」

　ツクミは口ごもり、ミゲルを観察する。

　この間は、龍人をかなり警けい戒かいしていた彼女だが、現在は、実に堂々としている。

　今まさに、龍人の作った建物の敷しき地ち内にいるのに、だ。

　それを受けて、ツクミはふと思う。

（まさか……、ミカドさんがいないことを、知っているのか？）

　可能性として、ありえない話ではない。昼間、ミカドと会ったときの話では、「放ほう棄きされている施し設せつの周りに、大量の月光蝶がいる」という情報だけだった。

　吸血鬼が目もく撃げきされたとは、聞いていない。

　もしかしたら、あの時点ですでに、ミゲルはそこを、出ていたのではないだろうか？

　そうして、ミカドが学園を離れるのを待って、仕し掛かけてきた。

　……それなら、この学園を包み込む、大量の蝶の群れにも、説明がつく。

　外からの侵しん入にゆうを、防ごうとしているのだ。

　すると、そんなツクミの視線に気づいたミゲルが、静かな口調で答えた。

「そう。アマノハラ・ミカドがいないことは、知っているわ。あたしは、この時を待っていたから。……言っておくけど、彼女がもどってきたら、私はこの学園に残っている人間を、すべて巻まき添ぞえにして、あれと戦うわよ。でないと、あたしが殺されるから。そうしたくなかったら……、おとなしく、あたしを『卵』のある場所まで、連れて行って」

　恐おそろしいことを、こともなげに告げてくる。

（従っておく、しかないのか……）

　ツクミは、拍はく動どうする心臓にせきたてられるように、小さく呼吸を繰くり返した。

　五日前と同じように、恐きよう怖ふ心しんが自分の中で、一気に膨ふくれ上がってくる。

　ただ、五日前と違い、芯しんからすくみ上がるということはない。

（こいつの狙ねらいは、月の卵だからな。問答無用で殺しに来る、ってことはないはずだ。それに……、ヨカを逃にがすためにも、俺がびびってる場合じゃない）

　現状認識が、ツクミをぐっと、踏みとどまらせる。

　そうして落ち着いた彼は、改めて、シンプルな葛かつ藤とうに晒さらされた。

　月の卵……、世界のあらゆる理を書き換かえる、というほどの力を、吸血鬼に渡わたしていいのだろうか？

（──ん）

　そのとき、不意に彼の左手が、強い力でぎゅっと握りこまれる。

　ヨカだ。驚いて振り向くと、彼女は強こわ張ばった顔で、なだめるように言った。

「いいから……、彼女に、したがって」

「龍人として、『卵』を渡してもいい、って事か」

「……うん。責任は、私が取る。だから、そうして」

（責任か……）

　だが、それを聞いたツクミは、かえって困ってしまった。

　彼女が責任を取らされることになったら、自分はどうすればいいものか。

　いっそ、自分を罰ばつしてくれると、いいのだが……。

「……おい」

　そこに、焦じれたミゲルの、低い声が突つき刺ささる。

「早くしないと、殺す。というか、食べる」

「わ、わかった。案内する。その代わり……」

　ツクミは慌あわてて答えつつ、体を横に避けて、かばっていたヨカを見せる。

「彼女は、逃がしてやってくれ。どうせヨカは力を持たないし……、お前の邪じや魔まをすることもないだろ？　案内は、俺が一人でするから……」

「嫌いやよ」

　その動きに、ミゲルより早く、ヨカが答える。

　つないだ手にすがり、ツクミの目の前に顔を寄せて、まっすぐに訴うつたえた。

「私も、一緒に行く」

「あのな、ヨカ……」

　言い聞かせようとするツクミを、彼女はさらに、首を振って遮さえぎった。

「なんと言おうと、行くから」

　覚かく悟ごは決めている、と言わんばかりの強い視線。

　こうなったら、てこでも動かないことを、ツクミはよく知っている。

　連れて行くしかなさそうだった。

「わかった……。ただし、俺から離れるなよ」

「言われなくても、そうするもの」

「……じゃあ、こっちだ」

　ツクミは、ヨカの手を引いて、森の中へと歩き出した。

　背後から、ミゲルの笑い声がこだまする。

「ふふっ……、そういうのって『尻しりに敷しかれる』っていうのよね」

　あの夜と同じように、三つの影が、龍人の森を歩いて行く。

　先ほどと違い、周囲を舞まう月光蝶のおかげで、森の闇やみは鮮あざやかに切り払はらわれている。

　おかげで、塔とうへと続く道は、敷しき石いしの一枚一枚が、継つぎ目までくっきりと見えた。

　当然、歩きやすくなったはずなのだが、ツクミは何度か、転びかける。

　足取りが重い。軽くなるはずがない。

　それでも、歩きながら、彼は思考をめぐらせた。

（とりあえず時間を稼かせいで、ミカドさんがもどってくれば、大きな犠ぎ牲せいを出さずに、何とかなる可能性はあるよな……）

　あの地下の部屋は、入ってしまえば、外部の動向を見る手段がない。

　その間に、ミカドが戻もどってくれば、彼女の力で、この状況は覆くつがえせるはずだ。

　ただ問題は、時間を稼ぐ手段が、思いつかないという点である。

　相手はあのペンダントで、『卵』のありかを探ることが出来る。嘘うそをついて別の場所に案内しようとしても、すぐにばれるだろう。実際、あの夜に一度、失敗している。

　そうなれば、今度こそ、命の保障はない。

　ヨカもいる以上、ツクミには、そこまで割り切った行動は出来なかった。

　それでも、なんとか時間を稼ぐべく、石畳を出来るだけゆっくりと歩く。

　そして、白はく亜あの塔の前にまでたどり着くと、足を止めて、塔の扉とびらを指差した。

「ここだ」

「じゃあ、先に入って」

　人使いの荒あらい吸血鬼であるが、従うしかない。

　ため息をつきつつ、ツクミは塔の扉を開くと、あの黒光りする螺ら旋せん階段を、黙もく々もくと下りていく。後ろから、傘かさをたたむ音と、あきれた様子の声が響ひびいた。

「けったいにもほどがあるわね……。上には何があるの？」

「ミカドさんは、展望庭園とか言ってたけど、俺たちは行ったことがない」

「ふうん。こういう、芸術家肌はだなところは、あたしたちには理解できないわ。まあ、ナルシシズムという点で、似たようなやつはいるけど……」

　そうしているうちに、階段が途と切ぎれ、地下の廊ろう下かにたどり着いた。

　右側の扉をくぐれば、ミカドの部屋である。

　ツクミは先頭で、そこに入っていった。

　部屋の中は、五日前の夜と、まったく変わりなかった。

　巨きよ大だいな天てん井じようガラスと、その向こうの偽にせの月。ランプが点ともっていないので、全体が薄うす暗ぐらい。

　ツクミはそれらをぐるっと見回すと、ヨカをつれて壁かべ際ぎわに下がり、ミゲルに答えた。

「俺が入ったことがあるのは、ここまでだ」

「あ、そ。……ちゃんと、『ラインの日月』も反応してるし、余計なことはしなかったみたいね。どうもありがとう。二人とも、そのあたりで待ってなさい」

　言いつつ、ミゲルが軽く右手を振ふると、ツクミ達にまとわりついていた月光蝶は、彼女の右手に戻っていく。

　それを確かく認にんしてから、彼女はそっと扉を閉じ、ソファのあるあたりに歩いていった。

　とりあえず、蝶から開放されたことに、ツクミはほっとすると、背後のヨカを気き遣づかう。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん……。平気」

　ヨカは、短く答えた。少し、顔色が青ざめているのは、恐きよう怖ふのせいだろうか。

　そんな彼女を、ツクミは小声でとがめる。

「何で、ついて来るんだよ……。お前だけでも、逃げればよかったのに」

「いいじゃない」

　ヨカは少し、いじけたように口を尖とがらせた。

「だって……、手を離したくなかったんだもの」

「…………」

　そう言われると、ツクミは無言で、顔を高潮させるしかない。

　彼女はなおも、ツクミの左手を、痛みを感じるほどに、ぎゅっと握にぎってくる。

「それに……、ツクミが死んだりしたら、私……」

「……その辺は、大丈夫だ。俺はそんな危ないことはしないし、あの吸血鬼も、話がわからないやつじゃない」

「でも……、お願い、ツクミ。絶対、何もしないでね。『卵』は、もって行かせてもいいから」

「ああ。でも……、本当にいいのか？」

　ツクミが問うと、ヨカは、何か感情を黙もく秘ひするように、かすかに目を伏ふせた。

「ええ……、いいの……。あんなもの、なくても……」

（ん……？）

　ツクミはその言葉を聞いて、違い和わ感を覚えた。

　なんだか、『卵』を持っていって欲しいかのような……。

「っ！」

　そこに突とつ然ぜん、背後から、甲かん高だかい音が響く。

　振り向くと、ミゲルが床ゆかに跪ひざまずき、傘の先で大理石を、強ごう引いんに抉えぐっていた。

　その位置は、ツクミもなんとなく覚えている。ミカドが『卵』を埋うめた場所だ。

　くぐもった音とともに、大理石の欠片かけらが、周囲に飛び散っていく。

「ふふっ……」

　牙きばの隙すき間まから、笑えみが零こぼれる。

　そしてついには、大理石の塊かたまりが、ごとっと音を立てて、大きくえぐれた。

「あっ……」

　ミゲルは声を上げ、ぽっかりと開いた穴を覗のぞくと、震ふるえる手で、『卵』を取り上げた。

　かすれた声が、漏もれる。

「あった……。これが、『月の卵』……」

　薄うす明あかりの中で、白薔ば薇らの花びらが舞まい散るように、彼女の表情がほころぶ。

「あとは、『月光原書ヴエラフスカ』さえ見つかれば、願いがかなうんだわ……」

　ツクミは、それを見てはっとした。

　何かを求め、手に入れた、歓かん喜きの……、そしてどこか熱情を含ふくんだ笑み。

　風ふう貌ぼうに見合った、少女らしい愛らしさ。

　やはり彼女も、人間のような感情を備えているのだ。

　そのことを確認して、ツクミはまた、複雑な気分になった。

　彼女の人間らしさと、今までイメージしてきた吸血鬼の姿は、やはり乖かい離りしている。

　同時にふと、昼間に蔵書室で、ミカドと話したときのことを思い出した。

　彼女が一人で、日本に来た理由のことだ。

（そうだ……。この話で、時間が稼げるかもしれない）

　ツクミはとっさに、そう考えると、陶とう然ぜんとする彼女に呼びかけた。

「なあ」

「ん？　……ああ、そっか。あなたたちがいたのよね」

　ミゲルは、我に返ったような面おも持もちで答えると、『卵』を胸元に仕し舞まう。

「何かしら？」

「聞きたいことがあるんだ。お前は……、それを手に入れて、一体何をするつもりなんだ」

「何をするか、ね」

　ツクミの問いに、彼女は、肩かたをすくめて見せた。

「それは、あたしもわからないわ。これは、あたしが使うんじゃなくて、バハモンテス家の当主に献けん上じようするんだもの。……でも、安心していいわよ。あたしたちは、人間をむやみに攻こう撃げきしたりはしないから。ララヤも、そんなことはしないだろうし」

「それは、建前だろ？」

　ツクミは、彼女を刺し激げきしないように気を遣つかいつつ、あの疑問を問う。

「俺は、お前たちの世界のことは良く知らないけど……、バハモンテスのことは、ミカドさんに聞いた。その『卵』の力の大きさを考えたら、一人でとりに来るのは、不自然だと思う。もっと大人数で、犠牲を払ってでも、獲かく得とくする価値があるはずだ。なのに、お前には協力者がいるような節がない」

「それは……」

　するとミゲルは、明らかに動どう揺ようした様子で、一いつ瞬しゆん口ごもると、早口で答えた。

「一人のほうが……、やりやすかったから」

「ほかにもある」

　ツクミは、さらに言い募つのる。

「最初に会ったとき、お前が『この世界で、どうしても変えたい理コトワリがある』って言ってたのを、俺は覚えてる。だから、お前にはお前の、何か叶かなえたい願いがあるはずだ、と思ったんだ。……よかったら、教えてくれないか」

「…………」

　ミゲルは、再び口ごもった。

　感情を、体の中で押さえつけようとするように、唇くちびるを固く結ぶ。

　それを見て、ツクミは自分の考えが当たっていたことを悟さとった。

　同時に、時間も稼げそうだ。

（よし……）

　内心、ほくそ笑むツクミの前で、ミゲルはしばらく、硬こう直ちよくしていた。

　しかしやがて、それをふっと弛し緩かんさせると、ゆっくりと言葉を紡つむぎ始める。

「……アマノハラ・ミカドに話を聞いたんなら、あたしとララヤの関係も知っているわよね？」

「関係？」

「あたしとララヤが、幼おさな馴な染じみで、かつ当主の座を譲ゆずり渡わたした間あいだ柄がらであること。あたしが一人で来たのはね。そのことに関係してるの。あなたたちには、たぶん理解されないと思うけど……」

　さらに、うっすらと微笑ほほえみ、自分の唇を指差した。

「知ってのとおり、あたしの使う魔手マシユは『月光蝶』。これは人間や、シルナティカの雑ざ魚こを相手にするには、いい力よ。一度に大人数が相手に出来るし、小規模に使えば奇き襲しゆうも出来る。でもその代わり、龍人なんかと正面切って戦うには、弱い力なのよね。あなたたちも、見たでしょう？　ミカドにやられるあたしを。……だから、あたしはバハモンテスの当主になれなかった。でも、それはそれでよかったの。あたしは、当主になんかなりたくなかったから。……そう、ずっとララヤと一いつ緒しよにいられればよかった」

　何かを懐なつかしむように、そこまで語ったミゲルは、ふと表情を曇くもらせる。

「でも、その代わりに選ばれたのは、ララヤだった。彼女は、一対一で龍人ともやりあえる魔手を使えたから。そして、彼女は王としてバハモンテスを統すべることになり、あたしと引き離はなされたわ。まあ、今でも会うことは出来るけれど、それでも、彼女はずっと、王としての位置に拘こう束そくされていて、自由はない。しかも、戦せん闘とうでは矢や面おもてに立たされて、無数の傷を負うわ。あなたには、想像もつかないでしょうね？　あたしより小さくて、しかも体中傷だらけの女の子が居るだなんて。だから、あたしは……、そんな彼女を、解放してあげたいのよ」

「……解放、か」

　薄暗い話に、うつむいていたツクミは、わずかに顔を上げる。

「力を手に入れて、お前が代わりに、王になるのか？　それか、協力するとか？」

「それは嫌いや。状じよう況きようが変わらないじゃない」

「じゃあ……？」

　ツクミがいぶかしむと、ミゲルは少し恥はずかしそうに答えた。

「その、ね……。子供を、産んであげたいの」

「……は？」

「ララヤの子供を、あたしが産むのよ」

　予想外の返答に、今度はツクミが硬直する番だった。

　ミゲルは、どう見ても、自分より幼い……、トアサと同じくらいの体格の少女なのだ。

　その口から、子供を産むなどという言葉が出たとなれば、戸と惑まどうなと言うほうが無理である。

　だがその一言で、彼女の言葉が、すべて繋つながる。

　ララヤは、ミゲルの従妹いとこだ。ということは……。

「じゃあ、お前が変えたい、世界の理って……」

「そう。本来ありえないはずの、あたしとララヤの子供を作りたいの。そして、その子を王にすえれば、ララヤは今の地位を離れることが出来るでしょう？　それに……」

　ミゲルは、今度は照れくさそうに、身をよじる。

「あたしは、ララヤが、好きだから……。彼女の血を、自分で残すのは、うれしいし……。ま、こんな理由だから、あたしが一人で、日本にまで来たんだけど。同族には、話せないわ」

「そ、そんなことが……、本当に、出来るのか？」

「出来るわよ。人間たちがいまだにあがめる聖母マリアヴアージン・マリーを、二千年前、実際に孕はらませたのは誰だれだと思う？」

「…………」

　突とつ拍ぴよう子しもない話に、ツクミはしばし絶句した。

　だがそれによって、彼はミゲルという存在を、再認にん識しきする。

　やはり彼女は、吸血鬼なのだ。だから自分の、思考の外にいる。

　この話も本気なのだろう。そして、一方では、妙みような共感も覚えた。

　彼女は、自分と同じく、自分にとって必要な存在を、守りたいだけだ。そのために、世界そのものを変えなくてはならないのなら、やはり、変えてしまうしかないのかもしれない。

　そう、それしかないのなら、自分も……。

　と、ツクミが黙だまりこくっているうちに、ミゲルは軽く自分のドレスを叩はたいて、大理石から出た埃ほこりを払はらった。

　そうして、あっさりと告げる。

「じゃあ、あたしはそろそろ行くわ。今は気分がいいから、あんたたちは見み逃のがしてあげる」

「え？　あ、ああ……」

　ツクミは慌あわてて返事をすると、ちらりと扉とびらの方を見やった。

　ミカドがやってくる気配はない。

　重厚な木製の扉は、彼の期待に応えてはくれず、ただじっと、立ちすくんでいる。

　もはや、時間切れだ。落らく胆たんするツクミに、ミゲルがその容よう貌ぼうにはあまりにあわない、艶えん然ぜんとした笑みを浮うかべて、声を掛かける。

「もう会うことはないだろうけど、あなたはなかなか面おも白しろかったわ、シバ・ツクミ」

　そして、それを最後の挨あい拶さつに、ミゲルは颯さつ爽そうと、扉に向かって歩き出した。

　ツクミにそれを、押しとどめるすべはない。暴力では、絶対に敵かなわない相手だ。

　視界の中で、小さな吸血鬼は、扉の前にふわりと立つ。

　そしてゆっくりと、ドアノブに手を掛けた……。

「っ！」

　瞬間、彼女は鋭するどい息と共に、伸のばした手を引き戻もどすと、さっと扉の前から飛びのく。

　直後、すさまじい爆ばく音おんとともに、扉が四散した！

「なっ……！」

　吹ふき込む爆ばく風ふうに押されながら、ツクミはとっさに、ヨカをかばって、床ゆかに押し倒たおす。

「あ……！」

　悲鳴をかすかに聞きながら、彼女に覆おおいかぶさると、背中に扉の破は片へんが降り注いだ。

　やがて、それが収まると、ついでばたばたと、大勢の足音が周囲に鳴り響ひびく。

「な、何だ、一体……」

　うめきながら、顔を上げたツクミは、扉の付近に、十数人ほどの、黒いコートの男たちがいるのに気づく。

　夜警局だ。腕わん章しようからして、おそらくは、普ふ段だんから学園の警備についている局員である。

　しかも、彼らはそれぞれ、両手に魔ま術じゆつ光こうらしい、薄うすぼんやりとした光をまとっていた。

　……ツクミには知るよしもないが、彼らのそれは、太陽光と同じ作用を持つ、対吸血鬼用の魔術である。

　吸血鬼を滅ほろぼすには、もっとも確実な魔術だが、その射程は短く、接近戦でしか使えない。

　そのために、彼らは魔術師でありながら、格かく闘とう術に長たける。

「いまさら、人間の魔術師ですって？」

　嘲ちよう笑しようを吐はくミゲルに、まず三人が、無言で襲おそい掛かった。

　それぞれが仲間と連れん携けいして、彼女を囲むと、三方向から手を伸ばし、光を押し当てようとする。少しでも触さわられれば、そこから吸血鬼を、枯こ死しさせることが出来るのだ。

　その動きは、魔術師たちの体格からは、想像できないくらいに速い。

　しかし、ミゲルはさらに速かった。

「馬ば鹿かにしてるわね」

　淡たん々たんとした口調を崩くずさない彼女は、スカートをふわりと膨ふくらませ、その場で軽く一回転した。

　少なくとも、ツクミにはそうとしか見えなかった。

　その間、彼女の傘かさが、六本の手をかいくぐり、それぞれの横腹に、無む慈じ悲ひな一いち撃げきを加える。

『ぐはっ！』

　三人は、異口同音に、悲鳴と血ち反へ吐どを吐きながら吹き飛び、壁かべに叩きつけられた。

　衝しよう撃げきで、部屋がかすかに揺ゆれる。

　それを見た男達が、ひるむように間をおく中、ミゲルのあきれたような声が響いた。

「あたしは事前に、忠告しといたはずよ。命が惜おしければ、あたしの邪じや魔まをするな、って」

「……なんとしても、貴様の好きにはさせん」

　答えたのは、責任者らしき、中年の男だ。

「ご当主が戻るまで、貴様を足止めできれば、我々の勝ちだ」

　ツクミはそれを聞いて、はっとした。

（俺と同じことを、考えてるのか！）

　しかし、今まさに、目の前で起こった攻こう防ぼうだけで、勝負の結果は見えていた。

　それにこの状況は、短気な彼女を、かえって怒おこらせるだけだ。

　実際、ミゲルは少しずつ、声に怒ど気きを込こめはじめる。

「……義務感で、死ぬってこと？」

「違ちがう。これが、使命だ！」

　言葉とともに、今度は五人が、ミゲルに襲い掛かり、五方向から、十本の腕うでを差しのばす。

　それでも、ミゲルはやはり悠ゆう然ぜんと、それらをかわし続ける。

　ひらひらと、蝶ちようが舞い飛ぶように。

　一方で、その声の怒気は増すばかりだった。

「忠義だなんだって、くだらない……。あたしが、見逃すって言ってるのに……」

　恐おそれるべきは、『月光蝶』だ。

（……まずいな）

　ミゲルの心境を感じ取ったツクミは、体を起こすと、かばっていたヨカをゆすり起こす。

「ヨカ。動けるか？」

「え？　う、うん……」

「よし。じゃあ、先にこの部屋から、出るぞ。このままじゃ、ここは……、血の海になる」

　するとヨカは、夜警局の人間たちをちらりと見やり、うつむいた。

「でも……、それじゃあ、あの人たちが……」

「俺たちがここにいたって、何も出来ないじゃないか！」

　ツクミは強く、彼女を促うながす。

　とにかく、彼女を死なせるわけにはいかない。頭の中にあるのは、それだけだ。

　ツクミは了りよう解かいも取らずに、両手を彼女の体の下に突つっ込こんだ。

「つ、ツクミ……」

「いいから！」

　細身だが、少し大おお柄がらなヨカは、ツクミには割と重い。

　それでも歯を食いしばり、彼女を抱かかえ上げると、扉に向かって歩き出そうとする。

　しかしほぼ同時に、部屋の中に、ミゲルの声が響き渡わたった。

「もういい、わかったわ。そこまで死にたいなら……、みんなまとめて、殺してあげる。でないと本当に、アマノハラ・ミカドが帰ってくるかもしれないし」

「っ！」

　ツクミがミゲルのほうを見やった瞬間、彼女も魔術師をあしらいながら、こちらを向く。

「悪いわね、シバ・ツクミ。あなたに恨うらみはないけど、巻き添ぞえを食わせるわ」

「ま、待っ……」

　ツクミは慌てて、彼女にすがろうとする。

　しかし、ミゲルは左手をひらひらと振ふりながら、躊ちゆう躇ちよなく右手に口づけした。

「──さよなら」

　瞬間、大量の虹にじ色いろの蝶が、部屋の中に文字通り、充じゆう満まんした。

　それらは、魔術師たちの頭上を、回遊するように羽ばたくと、やがて枯かれ葉はが舞まい落ちるように、いっせいに地上に降下し始める。

「──っ！」

　魔術師達の悲鳴は、声にならなかった。

　代わりに聞こえるのは、無機質な、ぱしゃっという水音。それが、彼らを葬送そうする音。

　ミゲルを中心に、赤い水みず溜たまりが、放射状に拡散していく。

　ツクミはそれでも、すくみそうになる足を、全力で動かして、少しでも扉に近づこうとする。

　その時、耳元で、ヨカの悲鳴じみた声が響いた。

「ツクミ！　だめ！」

「っ！」

　それ反応して、ツクミが振り向くと、蝶の群れは、すぐ目の前にまで迫せまっていた。

　間に合わない。

「くそっ！」

　毒づきながら、ツクミはヨカを乱暴に下ろすと、とっさに左手を蝶に向かってかざした。

　もはや期待するのは、あのときに見た、左手の光しかなかったのだ。

　視界の中に、虹色の光がちらつく。

　一いつ瞬しゆん、彼の中で、静かな恐きよう怖ふが渦うず巻まいた。

　それは、体の表面に出ると、戦せん慄りつに変わり、全身を包む。

　底知れない、死への恐怖。あの夜、散々味わわされた、黒い感情。

　しかし、ツクミは引かなかった。後ろには、ヨカがいる。

（頼たのむ……。こうなったら、魔術でも何でもいい。俺達を……、助けてくれ！）

　祈いのるような気持ちで、ツクミは手をかざし続ける。

　蝶達が、ぴんと伸びる人差し指の先せん端たんにまで迫った。

　──と、その時だ。

「っ！」

　瞬間、彼の左手から、黄金の光が顕あらわれると、目の前に、水流のごとくほとばしった。

　それは、大量の蝶達を、次々に補捉すると、自らの輝かがやきと引き換かえに、相そう殺さいしていく。

　同時に、風が吹き付けてくるような圧力が、ツクミの全身にかかった。

（やっぱり……！）

　両足を踏ふん張りながら、ツクミは心の中で、呟つぶやいた。

　あの時見た光景は、やはり本物だったのだ。

　しかしなぜ、自分の手に、こんな力が……。

「──ツクミ！」

　思考の中にもぐりこんでいたツクミの耳に、ヨカの声が鋭く届く。

　はっと我に返ったツクミは、視線をめぐらせて、息を呑のんだ。

　目の前に広がる蝶の量は、この間の比ではなかった。

　圧あつ倒とう的なそれは、ツクミの左手の光を、逆に侵しん食しよくし、押しつぶしていく。

（くそっ……！　この光、もっと出せないのか!?）

　絶望の吐と息いきを漏もらしながら、ツクミはそれでも、震ふるえる手を掲かかげる。

　しかし、光はどうしても、これ以上は強くならない。

　一方、蝶の勢いは衰おとろえず、ついには彼の放つ光を、完全に食らい尽つくした。

　そして……。

「────！」

　やはり、悲鳴は声にならなかった。

　自分の体が液体になるというのはどういうものなのか、ツクミはもちろん、想像したことなどなかったが、実際にそうなってみても、やはり感覚はなんともいえない。

　痛みは、まったくなかった。ただ、喪そう失しつ感がすさまじい速度で、神経を駆かけ巡めぐる。

　自分は死体にはならない。物体になるのだ。

　そんな実感があった。

（死ぬって意外と……、痛くないんだな……）

　それでも、まだかすかに、視覚が生きている。

　間近にヨカの、驚きよう愕がくと悲しみの入り混じった顔が見える。

　ツクミは思わず、ある衝しよう動どうに駆られた。

　最後に、彼女に「何か」しておきたい。

　自分の感情の証明として。

　しかし、もはや手はなく、足もない。視覚も途と絶だえ、次いで意識も消える。

　そして、シバ・ツクミという存在は、この世から永遠に、消えうせた。

　……はずだった。

（──あれ？）

　唐とう突とつに、ツクミは、自分という意識が、まだ存在していることに気づいた。

　実に……、奇き妙みような感覚である。

　一度、消えうせる寸前まで行ったはずの意識が、突とつ然ぜん、また思考できる状態まで、よみがえったのだ。

　体もなく、五感の利きかない闇やみの中で、ツクミは思わず、首を傾かしげたくなった。

　首はないので、無理だが。

（これは……、なんだ？）

　と、そうしているうちに、今度はうっすらと、視覚が回復し始めた。

　まぶしい。淡あわい光が、目の前に満ちている。

　温かく、ふわりとした、感じたことのない光。

　その最中、ツクミの体は、どんどんよみがえっていく。

　手の感かん触しよく、足の感触。音、におい。

　液体になり、散らばったはずの、彼という存在が、再びかき集められ、構築される。

　そして、ツクミは再び、この世に存在した。

　淡い光が、自分を包んでいるのがわかる。

　そして、横たわる自分を、膝ひざ枕まくらで見下ろすのは……。

「……ヨカ？」

「……よかった。まだ、ここに居て」

　彼女は、うれしいような、さびしいような、奇妙な笑えみを浮うかべて、そうつぶやいた。

　ツクミは、わけがわからなくなる。

（俺は……、夢でも見たのか？）

　少し慌あわてて、あたりを見回す。

　そこは間ま違ちがいなくミカドの部屋だが、あの大量の、蝶ちようの姿はない。

　背後の、離はなれた位置に、ミゲルがいる。彼女の足元は、跳はねた鮮せん血けつで、びしょびしょだった。

　状じよう況きようは変わっていない。

　ただし、ミゲルは何かに驚おどろいた様子で、目を見開き、唇くちびるを震わせている。

　そこで、再びヨカを見やったツクミは、彼女の全身を包むそれに気づき、息を呑んだ。

　あの、淡い光を放っていたのは、彼女の体だったのだ。

　特に両手は、それらが集束したような、強い光を帯びている。

「ヨカ、お前……」

　彼女は、そんなツクミの視線に気づくと、悲しげに目を伏ふせた。

　まるで、見られたくないものを見られたかのように。

　あまりの状況に、思考を停てい滞たいさせるツクミの耳に、ミゲルの上げた声が届く。

「まさか……、そんな……」

　彼女は、歓かん喜きで声を震わせながら、ヨカに尋たずねた。

「あなたが……、『ヴェラフスカ』……なの？」








[image: ]








　４、月光原書ヴエラフスカ




（ヴェラ……、フスカ……？）

　ツクミは、ミゲルの言った言葉を、心の中で反復した。

　やがて、ミカドの言っていた言葉が、記き憶おくの中から蘇よみがえる。

『月光原書』。

　月から現れる少女。世界の理コトワリを自由に書き換える力を持ち、それをシルナティカに狙ねらわれて、五千年もの間、生と死を繰くり返してきた少女。

　何度死んでも、必ず蘇る……。

（それが、ヨカだっていうのか……？　龍人リユウジンではなく……？）

　ツクミは狼ろう狽ばいして、ヨカの顔をまっすぐに見上げる。

「どういうことなんだ、ヨカ？　お前は……、何の力も持たないはずなんだろ？」

「…………」

「それで、俺の幼おさな馴な染じみで……、ずっと、一いつ緒しよに過ごしてきたんだ、よ……、な？」

　話すうちに、次し第だいに語気がすぼまり、自信がなさそうな口調になる。

　ヨカは、何も答えず、視線を自分の胸むな元もとへ、じっと伏せたままだ。

　そんな二人とは対照的に、ミゲルは興奮で声を弾はずませて、身み振ぶり手振り、まくし立てた。

「シバ・ツクミ！　あなたも、今、見たでしょう？　彼女の発した、白い光を！　……彼女はそれで、二つのことを、同時にやってみせたわ。あなたを血液から『再構成』するとともに、私の月光蝶を、一瞬でなぎ払はらった。あなたが左手からはなっていた魔ま術じゆつよりも、はるかに強い力でね！　……これは、定められた一種類の力しか持たない『魔手マシユ』ではありえない。かといって、その威い力りよくは、魔術でもない。なら、結論は一つしかないわ。これこそは、『ヴェラフスカ』のみが使う、世界のあらゆる理を書き換える力、『森羅月光シンラゲツコウ』よ！」

「……何を言ってるんだ」

「確かめるのは、簡単よ」

　はしゃぐ様子にむっとしたツクミの、怒いかりをたたえた声に対し、ミゲルは『卵タマゴ』を取り出して、ヨカに向かって、誇こ示じするように掲げてみせる。

　それを見て、ツクミは、はっとした。

（そうか。本当にヨカが『ヴェラフスカ』なら、あの卵を持つ者の命令には逆らえない）

　息を呑のみ、状況を見つめるツクミの前で、ミゲルはつぶやくように言った。

「そうね……。では、鶏けい卵らんを一つ、出してみて」

　すると、かすかに間をおいて、『卵』が静かに、発光を始める。

　先ほど、ヨカの全身を包んでいた光と、よく似た光だ。

　ツクミが、その現象に目を奪うばわれていると、今度はヨカが、伏せていた視線を上げ、何かを哀あい願がんするようにミゲルを見た。

　そして、ミゲルがそれを受け入れずに首を振ふると、仕方なさそうに、右手をそっと、ミゲルのほうに向けて差し出す。

　瞬しゆん間かん、その手のひらの上に、一ひとか塊たまりの光が群がった。

　音もなく、熱もない。小さな、月のような光。

　そして、それが消えたとき……。

「……っ」

　そこには、茶色い卵が一つ、無む垢くに横たわっていた。

　すかさず、ミゲルがさらに要求を出す。

「次は、それを林りん檎ごに変えて」

　ヨカはなおも、言葉を発さない。そこだけは、抗あらがうかのように。

　しかし、彼女の掌しよう中ちゆうの卵は、瞬またたく間に光を纏まとうと、赤く熟した林檎に、その姿を変える。

　愕がく然ぜんとするツクミに、ミゲルは「ほらね」と笑った。

　そして、震ふるえる唇で、小さく息をつく。

「これは、あたしにとっては、幸運な偶ぐう然ぜんだったわ。でも……、あなたたちにとっては、必然だったのよ。あたしが来なくても、いつか誰だれかが、『ヴェラフスカ』のことを嗅かぎ付けて、ここに来ていた。そしてあなたたちの生活は、ものの見事に破は壊かいされたでしょうね」

「そんな……」

　発するべき言葉を失ったツクミは、ただヨカの顔を、見あげることしかできなかった。

　心の中にぼんやりと、先ほど、彼女が言っていた言葉が浮かぶ。

　本当のことを言えば、壊こわれてしまうのは、ツクミの中の自分だ、と。

　それは、まったく正しかった。

　この瞬間、彼の中の「アマツジ・ヨカ」は、崩ほう壊かいしたのだ。

　全身にのしかかる、見えない瓦が礫れきに埋うもれ、喘あえぐように呼吸しつつ、ツクミはそれでも、ヨカに視線を向け続けた。

　全すべてを否定してほしいと。

　一いち縷るの望みをかけて。

　しかしヨカは……、そんなツクミから視線を苦しげに目を逸そらす。

　その態度が、すべてを物語っていた。

　……しばし、三人の間に、偽いつわりの月光だけが満ちた。

　震えるヨカの手から、林檎がころりと落ち、血だらけの床ゆかを、無む軌き道どうに転がる。

「さて」

　真っ先に動いたのは、やはりミゲルだった。

　彼女は再び、ヨカに呼びかける。

「少し時間をあげるわ。その間に、シバ・ツクミに、さよならを言いなさい。そしてそれが終わったら、あたしが待つ場所に、『卵』の魔ま力りよくを辿たどってきて。あなたの力なら、それくらいはできるわよね。そのあと、一緒にララヤのところに行きましょう。くれぐれも、自殺はしないこと。いいわね」

　言葉とともに、『卵』が淡く輝かがやく。

「……わかりました」

　か細い声で、ヨカが答えた。

　倒たおれかかった古木のように、その雰ふん囲い気きも、声も、心もとない。

　ミゲルはそれを見て、わずかに眉まゆをしかめ、今度はツクミに向いた。

「あなたには、同情するわ。一番大切な人を、失うんだもの。でも……、この子はね。あなたのところに、ずっといられる存在じゃないのよ。それを理解しなさい。そして、忘れることね」

「…………」

　ツクミは、やはり何も答えられない。

「……それじゃあ、今度こそさようなら。シバ・ツクミ」

　ミゲルは、床の血ち溜だまりを軽く飛び越こえ、傘かさをゆらゆらと揺ゆすりながら、部屋を出て行った。

　膝ひざ枕まくらされたままのツクミは、じっと、ヨカの顔を見上げる。

　ヨカは、しばしその視線をそらし、黙だまりこくる。

　二人は身じろぎもせず、しばらく沈ちん黙もくをかわしった。

　だが、やがてヨカが、視線を逸らしたまま、口を開いた。

「ねえ、ツクミ……。意識はつながってる？」

「……どういう意味だ？」

「あなたは一度、体のほとんどが、血液に代わったわ。その時、一いつ瞬しゆんだけど、意識が断絶しかけたはず。それは……、あなたという存在の消失なの。魂たましいの消しよう滅めつ、といってもいいわ。もしあなたがその断絶を、味わっているのなら……」

「…………」

　ツクミは頭をめぐらせ、あの状じよう況きようのことを思い出す。

　確かあの時、自分の意識は、消えかけはしたものの、途と切ぎれはしなかったはずだ。

　それを確かく認にんすると、震える唇くちびるを何とか操あやつって、答えた。

「ああ……、大だい丈じよう夫ぶだ。そんな感覚は、なかった」

「そう。なら、よかった……。私の力は確かに強力だけど、失われた魂までは、修復できないから。あなたは今までと同じツクミで、私が創造で作り出した、もう一人のツクミではない。だから、今ここで死んだ人たちは……、蘇らせられないの」

「う……」

　無意識のうちに、ツクミの口から、うめくような声が漏もれる。

　彼女が、自分自身の言葉で、ミゲルが言ったことが事実であると、認めたのだ。

　そして同時に、彼の思考の中を、ある恐おそるべき想像が、ぐるぐると荒あれ狂くるい始める。

　ヨカの……、『ヴェラフスカ』のあの光は、この世のあらゆる理コトワリを、自由に書き換かえることができるのだという。

　ならばひょっとして……、自分のこれまでの記憶にも、書き換えられた部分が存在するのではないか。

　だから自分は何も知らず、普ふ通つうの人間のように暮らせ、彼女はそこに、寄り添そっていたのではないか。

　そして、あの写真の少女は、おそらく……。

　もし、そうだとしたら、壊れるのは、彼女という存在だけではない。

　思い出も、そうだ。

　自分が、今まで生きてきた年月を、根こそぎ否定されることになるかもしれない。

　そう考えると、ツクミは、恐ろしくて仕方がなかった。

　しかし、こうして、永遠に寝ねそべっているわけにもいかない。

　ヨカは、自分の目の前で、悲しみにまみれながら、それでも、やわらかな笑えみを見せている。

　おそらく、精せい一いつ杯ぱい、こちらを気き遣づかってくれている。

　それを見ることで、ツクミは何とか、感情に折り合いをつけることができた。

　ヨカという存在は、崩壊はしたが……、いなくなったわけではない。

（……結論を出すのは、まだ早いってことだ）

　自分にそう言い聞かせてから、ツクミは小さくうなずいて、ため息とともに言葉を吐はいた。

「とにかく……、全部、話してくれるな。お前のこと、俺のこと、全部」

「……うん」

　ヨカは、小さくうなずいた。
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　塔とうを出て、森を抜ぬけると、学園の敷しき地ち内は、静せい寂じやくに包まれていた。

　相変わらず、空には無数の、虹にじ色いろの蝶ちようが舞まっている。

　ただ、先ほどまでとは違ちがい、学園を覆おおう繭まゆのような構造はなくなっている。

『ヴェラフスカ』を手に入れたミゲルが、おそらく包囲を解いたのだろう。あれさえあれば、ミカドといえども怖こわくないということか。

　開けた空に、月が見えた。

「……校舎に、行くの？」

　石いし畳だたみを歩きながら、ヨカが問う。

「ああ……。あの部屋より、俺は落ち着いて聞けるから」

「……そうね」

　二人はとぼとぼと、夢遊病者のように歩いた。来る時と同じく、一言の言葉も発さずに。

　そして、黒々とたたずむ校舎にたどり着く。

　外から見る限り、教室に人はいない様子だった。

　おそらく、居残っていた生徒たちは、夜警局ヤケイキヨクの指示で、どこかに避ひ難なんしているに違いない。

　この場合は、好都合だ。

　二人は、開け放たれたままの窓を見つけ、そこから自分たちの教室に入った。

　ツクミは、無言のまま、自分の席に歩み寄ると、机の上に腰こしを下ろす。

　一方、ヨカは、自分の席ではなく、あえてツクミの視線を受けて、黒板のすぐ前に立った。

　両手を教きよう卓たくについて、小さく吐と息いきする。

　明かりは、灯ともさない。

　いつものように……、おそらく、ずっと変わることがないであろう、月光だけが、周囲を照らしている。

「……じゃあ、始めてくれ」

　ツクミは、自分から口を開いた。黙って待っていられるほど、精神的に余よ裕ゆうがない。

　なにより、ミゲルの言葉の通りなら、時間の余裕もないはずだった。

「どういうことなのか、全部きちんと、話してくれ」

「うん……」

　ヨカは、何度か深呼吸をした。

　胸の前に両手を置いて、一度、二度、胸部が大きく伸しん縮しゆくする。

　それから、小さな唇が、おずおずと言葉を紡つむぐ。

「そう、そこからよね……」

　白い喉のどが、決意を絞しぼり出すように、ごくりと動いた。

「あのね、ツクミ。私は……、本物じゃない。本物のアマツジ・ヨカじゃないの」

「…………」

　予想はしていたツクミだったが、改めて彼女の口からそれを聞き、思わず大きく息を吐く。

　そして、油断すると混乱しそうな頭を、右手で掻かきまわしつつ、確認するように問い返した。

「つまりヨカ……、いや、お前は……、『ヴェラフスカ』なんだな？」

　ツクミに『ヴェラフスカ』と呼ばれた彼女は、少しさびしそうな表情をした後、仕方なさそうに、こくんと頷うなずいた。

「うん。私は『ヴェラフスカ』と呼ばれる存在……。本当の名前は、わからないわ。もうずっと昔に、忘れてしまったから」

「……そうか」

　ツクミは小さく息をつき、じっと彼女の顔を見つめると、緊きん張ちようからくる喉の渇かわきを感じながら、さらに問うた。

「じゃあ……、本物のアマツジ・ヨカは、どこに行ったんだ？」

　言葉とともに、軽く咳せき込む。

『ヴェラフスカ』は、苦く笑しようしようとして失敗し、唇をゆがめた。

「落ち着いて、と言っても、無理よね……。順を追って、話すから」

　静かな声がとうとうと、教室の中を流れ始めた。

「……もう、二十年も前。私はある吸血鬼キユウケツキに、一つの願いを叶かなえさせられたわ。そしてその直後に、他のシルナティカの攻こう撃げきを受けて、行方ゆくえ不明になった……。その時のくだりは、ミカドさんに聞いたわよね？」

「ああ」

「それはほぼ、あってる。ほぼって言うのは、一つだけ間違っている部分があるの。……その時、私はその場で、殺されたの。願いを叶えた吸血鬼にね」

『ヴェラフスカ』は、記き憶おくに苛さいなまれているのか、目つきを険しくし、右手で側頭部を抑おさえた。

「あの時のこと、まだはっきりと覚えてる。……願いがかなえられて、世界が闇やみに包まれた瞬しゆん間かん、私はいきなり、石の床ゆかに突つっ伏ぷした。背中に槍やりを突き立てられて、ね。そのときすでに、『卵』を作った吸血鬼の屋や敷しきは、ほかのシルナティカに包囲されていた。そこで自暴自じ棄きになった彼は、私の血を啜すすったの。『何か力を与あたえてくれるかもしれない』って。そんなこと、ありはしないのに……」

「…………」

　ツクミはかすかに、身み震ぶるいする。自分の死を、淡たん々たんと語る彼女の視線は、今までに見たことのない、狂きよう気きの色を持っているように見えた。

　何より、彼女が五千年もの間、生と死を繰くり返してきた、という事実が、ツクミの感覚を凍こごえさせる。とても想像がつかない。

　だが、こうして見ていると、自分の正体を明かした彼女が放つ、暗あん褐かつ色しよくの雰ふん囲い気きは、悠ゆう久きゆうの時の秒針に切り刻まれた、傷きず痕あとからくるものなのだろうと思えた。

　話は、朗々と続く。

「殺され、意識が完全に途と絶だえた後、私は再び転生した。……転生って言っても、人間の子供として生まれてくるとか、そういうわけじゃないけどね。私は、あの月を制せい御ぎよするための、ただのシステムの一部なの。三歳くらいの容姿で、ぽとりと出現させられるだけ。そして、人間と同じように歳としをとり、やがて死ぬわ」

「じゃあ、お前は……、昔は人間だったのか？」

　問いかけると、愁うれいを帯びた眉まゆが、かすかに眉み間けんに寄る。

「それは、思い出せない。転生を繰り返す私の記憶に残るのは、五回分の人生くらいだから。私が果たして何者だったのか……、いまやもう、誰だれにもわからないわ。ともかく、そうして再び降り立ったとき、世界では七年の時が過ぎていた。今から……、十三年前」

（……十三年前、か）

　ツクミは、今度は身じろぎして、視線を揺ゆすった。

　十三年前と言えば、あの記憶の頃ころだ。

　耳の奥で、ぞうぞうと、あの雨音が、鳴り響ひびいているような気がする。

　やはり、自分の記憶は……、改ざんされているのだろうか？

　震える心をなだめつつ、先を促うながす。

「……それで？」

「十三年前、またこの世界、日本に降り立った私は……」

　話しながら、『ヴェラフスカ』は表情を歪ゆがめて、ふとうつむいた。

「……嫌いやだったな」

「嫌？」

　ツクミが問い返すと、力のない頷きが返される。

「この世界に、来たくなかった。何度死んでも、殺されても終わらない世界。いつまでも追い回されて、エゴを押し付けられる世界。そんなところだもの。いっそ、どこかに自分を封ふうじ込めようかと思った。でも駄だ目めなの。私の力は、私自身には使えないから」

　吐息が月光の中に、淡あわく溶とける。

「だから、ずっと考えたの。どうにかして、穏おだやかに暮らせないか、って。何千年も続く、生まれたり死んだりする生活から、少しでも抜け出せないか、って。そして、できれば……、誰かと触ふれあいたい、って」

「誰か」という言葉とともに、彼女の視線がツクミを捉とらえた。

「そんな時、私は偶ぐう然ぜん……、本物のアマツジ・ヨカに出会った」

「本物の、か」

「うん。彼女は、私と出会う前から、ツクミとは幼おさな馴な染じみで、正真正しよう銘めいの龍人だったわ。たぶん力も持っていた。でも彼女には、龍人であるがゆえに、やらなきゃならないことがあったの。……それは、ツクミも知ってるはずよ。この間、ミカドさんも言ってたでしょう？」

「ん……？」

　ツクミは、腕うで組ぐみして首をかしげたが、やがてあることに思い至り、思わず顔を赤らめた。

「もしかして……、こ、子作り？」

「ええ、そう」

『ヴェラフスカ』はかすかに笑い、声を弾はずませた。

「彼女はね。三歳の時に、両親から引き離はなされて、アマツジ本家に連れて行かれてしまったの。残された彼女の両親は、ずっと悲しんでたわ。ツクミの両親も、一いつ緒しよになって悲しんでて、こっそり覗のぞき見してた私も、悲しくなった。ツクミだけは、いまいち事情を、理解してなかったみたいだけど……」

「……どうせ俺は、昔から心の機き微びが薄うすいよ」

「小さかったんだもの。仕方ないよ」

　ツクミがむっつりして言うと、『ヴェラフスカ』はまた微笑ほほえむ。

「それでね。私は、悲しむ四人の大人たちを見て、こう思ったの。『どうせなら、私の存在で、誰かが喜んでくれるのがいい』って。それで考えたのが、アマツジ・ヨカになることだった」

「じゃあ……」

　ツクミは少し、声を低くして、彼女をじっと見み据すえた。

「俺の両親や、本物のヨカの両親は、記憶を操作されてるんだな」

「……うん、そう」

『ヴェラフスカ』は、視線に気け圧おされて、うつむきながら、肯こう定ていする。

「そうじゃないと、私の存在を割り込ませることなんて、できはしない」

「まあ、それはそうだが……」

　ツクミは、その何とも言えない事実に、思わず黙だまりこくる。

　周囲の空気は、再び落ち窪くぼみ、しばらくの間、凍とう結けつしたように、動かなかった……。

「……ともかく、そうして私は、名前と家族を手に入れたの」

　再び、『ヴェラフスカ』が口を開く。

「それが、本物のアマツジ・ヨカが持っていた物を、盗ぬすむことになるのを、承知でやった。自分でも、ひどいことをしているとは思っているわ。だって私が奪うばったものは、誰しもが、たった一つしか、持っていない物。消してしまえば、私の力でも修復はできない。だからそれが、私の罪。さっき、言ったでしょう？　話せば私は、自分の罪悪に耐たえられなくなる、って」

「ああ……」

「一方で、ミカドさんにだけは、直接会って事情を話したわ。そうじゃないと、何かの拍ひよう子しに、私の正体がばれるかもしれなかったから。彼女は、私の境きよう遇ぐうに同情して、いろいろと手配してくれた。もちろん、龍人としての打算もあったとは思うけれど……」

（それであの夜、『月ツキの卵』を見せたとき、ミカドさんは彼女の方を見てたのか）

　要するに、ミカドは自分に黙って、目の前の彼女の正体を、さらりと隠かくしていたことになる。

　と、彼女の視線が、再びこちらを向いた。

「そうして、周りの環かん境きようを整えた後に、残ったのが……、ツクミ。あなただった」

　視線を正面で受け止めて、ツクミは思わず、ごくりと息を呑む。

「でも、一人だけ残ったツクミを見て、私は思ったの。ただでさえ、自分のために、人の記憶をいじって、世界を変えてしまっている。これ以上そんなことをしていいのか、って。それに、いずれ私がここを離れるとき、すべての記憶を消してしまっていたら、誰も本物のアマツジ・ヨカを覚えていないことになってしまう。それは、あまりにも……道を踏ふみ外していると思った。それで一つ、私は賭かけをしてみることにしたわ……」

『ヴェラフスカ』はまた、かすかに笑みを浮うかべた。

「あえて何もせずに、アマツジ・ヨカとして、ツクミの前に姿を見せたの。そしてもし、あなたに拒きよ絶ぜつされたら……、私は姿を消すつもりだった」

「……なんだって？」

　ツクミは驚おどろいて、問い返した。いくらなんでもそれは、無茶ではないだろうか？

　するとヨカは、いつもより大人っぽい笑みを作って、軽くかぶりを振ふった。

「でもツクミは、何も言わずに、本物のアマツジ・ヨカにしていたように、私と接してくれたわ。小さかったから、わからなかったのね。私はそれでずっと、ツクミと一緒にいられたの」

「…………」

　黙もく然ぜんとして、ツクミは腕うでを組んだ。

　いくら何でも、そんなことがあり得るのだろうか？

　幼馴染が、まったく別人に変わったのに、わからない、などということが。

　うつむいて考え込む。

　彼女が、実は自分の記憶を操作しているとして、「していない」と嘘うそをつかれたら、自分にそれを見破る方法はあるのだろうか？

　おそらく、ない。根こん拠きよとなる過去の記憶がなければ、今の現実がたとえ間違っていたとしても、否定することはできまい。

　だがその時ふと、ツクミはあの、写真の少女を思い出した。

　ここ数日、おそらく状じよう況きようの変化により、記憶の奥底から浮き上がってきた「本物のアマツジ・ヨカ」の記憶。

　もし彼女が、記憶を操作し、かつ嘘をついているのだとしたら、「本物のアマツジ・ヨカ」の記憶が自分の中にあるのは、少し不自然と言える。

　あれほど鮮せん明めいに夢に見ることも、ありえないだろう。

（となると、やっぱり彼女が言っていることは正しいのか……）

　しかし、やはり自分が彼女の変化に全く気付かなかった、というのは、簡単には信じがたい。

　いくら子供でも、それくらいのことは気付くと思うのだが……。

「……ん？」

　と、頭を悩なやませていたツクミは、不意に影かげが差すのを感じて、顔を上げた。

　いつの間にか、『ヴェラフスカ』が、目の前に歩み寄っている。

　白い両手が伸のびて、ツクミの左手に絡からみ、引っ張った。

　ツクミは目を細める。

　眩まぶしいのは、月光だろうか。

「ずっと……、手を握にぎってくれたよね、ツクミ。初めて会った時から、本当に、ずっと」

　見慣れた微笑みが、中空に浮かぶ。

　ただツクミの体は、いつもの昂こう揚ようよりも、ぞくりと背中を走る、寒気を感じた。

　何かが違ちがう、微び笑しよう。少しのけぞりつつ、答える。

「あ、ああ……。だってお前は、それが好きだったから……」

「……実はね。それにも、理由があるの」

　彼女は微笑を、悲しげな表情へと変えた。

「今の私はね。触しよつ覚かく以外の感覚が、狂くるってるの」
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「は？」

　想定外の告白に、ツクミは間の抜ぬけた声を上げる。

『ヴェラフスカ』は、感情をおしこめるように、淡たん々たんとした口調で続けた。

「……ツクミも、『月の卵』の話、ミカドさんから聞いたでしょう？　二十年前の私は、四つの感覚器官を抉えぐられて、あの卵の中に封じられた。たぶんその影えい響きようが、今の私に生じているの」

「ちょ、ちょっと待った」

　狼ろう狽ばいしたツクミは、手をかざして、彼女の話を押しとどめた。

「お前、いつも普ふ通つうに生活できてたよな？　それとも、何か、おかしなところがあったのに、俺はそれに気付かなかったのか？」

　もしそうなら、ツクミは自分自身を、心底殴なぐりつけてやりたかった。

　幼馴染の変化といい、その異常のことといい、注意力のなさが、恨うらめしい。

　すると『ヴェラフスカ』は、そんなツクミの感情を読み取ったのか、口元に笑みを作って、かぶりを振った。

「狂っていると言っても、致ち命めい的な機能障害はないの。だから、生活するだけなら大だい丈じよう夫ぶ。ツクミが気づかなくても、不思議じゃないわ」

「……そうか」

　胸をなでおろしたツクミは、ふと、急速に教室が暗くなるのを感じ、窓の外を見やる。

　吹ふき流された一ひと叢むらの雲が、月を覆おおっている。

　月光を絶たれた室内は、薄うす闇やみに呑のまれ、互たがいの姿も、ぼんやりとしか見えなくなった。

　ツクミは、彼女のシルエットを見つめた。

「じゃあいったい、何が……、狂ってるんだ？」

　影が、かすかに身じろぎする。

「……今の、私はね。人の個性をとらえきれないの」

「個性？」

　意味を理解できないツクミは、おうむ返しに問い返す。

　と、彼女はツクミの手を離し、距きよ離りを取って、向かい合った。

　闇やみが、二人を分かつ。

「たとえばね……。私は、ツクミがどういう顔をしてるか知らないのよ」

「──は？」

　先ほどよりもさらに想定外な言葉に、ツクミは、今度はぽかんと口をあけてしまった。

『ヴェラフスカ』は、自じ嘲ちようするように笑う。

「特に視覚は、深刻なんだけどね……。私の目は、誰だれを見ても、つるんとした、のっぺらぼうの顔に見えるの。絵とか、写真を見てもそう。人間の顔が、認にん識しきできない。……だからもし、ツクミが、自分の名前を名乗らずに、そのあたりに立っていたら、他人と見分けることができないの。もっとも最近は、服と体格の違いで、何とか見分けられるようになったけど」

「あ……！」

　そこまで聞いて、ツクミは思わず、はっとした。

（そうか……。彼女が、他人の顔を覚えられないのは、このせいだったのか）

　それならば、理解できる。彼女のあの悪あく癖へきは、精神的なものではなく、単純に、感覚に欠落があって、不可能だったのだ。

　いくら直そうとしても、無む駄だなわけだ。

　そしてもう一つ、彼女の異常な味覚のこと。

　あれも、そもそも感覚がおかしくなっていたのだとすれば、理解はできる。

　彼女は……、確かに、「狂って」いたのだ。

　納なつ得とくするツクミの一方、『ヴェラフスカ』はうつむいて、近くの机に軽く腰こしを掛かけた。

「十三年前、この世にまた降り立った私に、一番絶望を与あたえたのは、この現象だった。出会う人はみんな、のっぺらぼうで、同じ声、同じにおい……。まるで、人形を並べた場所にいるみたいで、ものすごく息苦しかった。世界は夜だけど、私の周りは、本当に闇の中だったの。自分以外がすべて人形に見える、本当の闇……」

　ツクミはじっと、話に耳を傾かたむける。

　闇の中、ほんの少しの距離だが、いくら目を凝こらしても、彼女の表情は判別できない。

　顔の形も、よくわからなかった。黒く塗ぬりつぶされた影だけが、うっすらと見える。

　……個性の存在しない、無む貌ぼうの世界。すなわち、彼女の見てきた光景が、これだ。

　そう思うと、ツクミの首筋を、すうっと冷たい汗あせが滑すべり落ちた。

「……でもね」

　ぐすっと、鼻を鳴らす音が、かすかに響ひびく。

「ツクミと出会ってからは、さびしくなかった。だっていつも私に、私以外の存在を感じさせてくれたから。たった一つ生き残った、私の触覚にね。……私は、ツクミと手を繋つないでいる間だけ、自分以外の誰かの存在を、はっきりと感じることができたの。ツクミの手は、本当に、温かくて、優やさしくて……」

『ヴェラフスカ』は、次し第だいに小さくなる声を、必死で絞しぼり出すように、言葉を継ついだ。

「私にとって……、闇を払はらう、明かりだった。ツクミがいなかったら、私はこんなに、普通の生活を、楽しめなかったよ」

　その時、不意に窓の外から、光が差した。雲が流れ、再び月が姿を現したのだ。

　暗さに慣れていたツクミの両目は、仄ほのかな月光にも反応し、彼は思わず顔をそむけた。

　そして、改めて、『ヴェラフスカ』の方を見やり──。

「っ……」

　息を呑んだ。

　微び笑しようを作る白い頬ほおを、輝かがやきながら伝う二筋の跡あと。

「ありがとう、ツクミ……。今まで、ずっと……」

　彼女は、微笑みながら、泣いていた。

　瞬しゆん間かん、ツクミの心臓が軋きしむと、聴ちよう覚かくの中を、あの雨音が満たした。

　──ぞうぞう、ぞうぞう。

（……あ）

　彼女の明かした秘密が、記き憶おくの中で重なり合い、一つの光景を作る。

　三歳の、あの夜。そして、自分が忘れていた事。

（そうか……。だから俺は、あの夜のことを覚えていたんだ……）

　ツクミは、脳のう髄ずいの奥から湧わき上がる、蘇そ生せいした記憶の熱っぽさに、思わず吐と息いきした。

　あの、満月の夜。

　ツクミは、小さなヨカ……、いや、ヨカと入れ替かわった、幼いころの『ヴェラフスカ』とともに、庭にいた。あの時すでに、互いの両親は、彼女を『ヨカ』として認めていたから、おそらく、記憶を操作されていたのだろう。

　しかし、自分は違った。

「遠い所へ行く」と聞かされ、一度は泣きながら、お別れをした『ヨカ』が、まったく違う容姿で、突とつ然ぜん帰ってきたことに、驚おどろいていた。

　今思えば、これが彼女と初めて対面した時だったのだと思う。

　だからこそ、ずっと記憶に残っていたに違いない。

　かすかな記憶の破は片へんが、十三年前と今を繋いでいる。

（あの時、俺は……、本当は、彼女に問いたかったんだ。『君は、本当にヨカなのか？』って）

　両親達は、彼女をヨカと呼んでいる。なのに、そのヨカは、『ヨカ』ではない。

　これは、どういうことなのか？　疑問に思わないはずがなかった。

　だが、言い出せぬ間に、彼女の方が口を開く。

『手を繋いでほしい』と。

　ツクミは、その頼たのみを奇き妙みように思いつつも、言われるままに、左手を差し出した。

　彼女はそれを、大事そうに両手で握って、離はなそうとしなかった。

　……この行動も、今なら説明がつく。

　この瞬間、自分の左手は、彼女にとって、「この世にたった一つの手」になったのだ。

　結局、ツクミは彼女の儚はかなげな様子に、疑問を聞きそびれてしまった。

　そして、一いつ緒しよの日々を過ごすうちに、疑問は薄うすれ、次第に消えて行く。

　同時に、記憶の中で、枝葉の部分が削けずり取られ、幻げん想そう的な風景と、『ヴェラフスカ』の姿だけが残った……。

　つまり、自分自身で記憶を改ざんしていた、ということになる。

（気づく機会はあったのに、気づかなかった、ってことか……）

　そう考えて、愕がく然ぜんとする。

　自分が気づいていれば、何かもっと、彼女にしてやれることがあったのではないか？

　ツクミはがっくりと肩かたを落とし、視線を床ゆかに這はわせる。

　そして何か言おうと、口を開きかけて、硬こう直ちよくする。

『ヴェラフスカ』は、またもツクミを気き遣づかって、目元をぬぐいながら、首を振ふった。

　まぶたが少し、紅あかくかすれている。

「いいの……。私はずっと、ツクミに対して、自分の正体を隠かくしたかったんだもの。だから、ミカドさんが『月の卵』を手に入れても、即そく座ざに何かをしようとは考えなかった。そうしたら、私のことがばれると思ったから。……さっきも、『卵』が奪うばわれようとしても、ほうって置くつもりだったわ。あの『卵』は、私の目の前で使わないと、効果がないの。だから……」

　そして少し、いたずらっぽく笑う。

「吸血鬼に奪われる代わりに、もう少し、ツクミといたかったの」

「ああ……」

　ミゲルの言っていた言葉が、ツクミの心に刺ささる。

『お前たちは、いつかこうなる運命だったのだ』と……。

　と、言葉を出せないツクミに、彼女がすっと歩み寄ると、両手でそっと彼の左手を握にぎった。

　そして不意に、その手から、あの光……、吸血鬼に『森羅月光』と呼ばれていたものを放つ。

「な!?」

　慌あわてて手を引っ込めようとしたツクミだったが、『ヴェラフスカ』はしっかりとそれをつかみ、離そうとしない。そして、優しく尋たずねた。

「ねえ、ツクミ。あなたの左手の光のこと、知ってるわよね」

「え？　……あ」

　ツクミは一瞬、首を傾かしげるが、すぐにそれが、自分の左手から放たれる、あの光のことだとわかると、うなずいて見せた。

　それを見て、かすかに微笑みつつ、ヨカはすっと、ツクミの手を離す。

　しかし、光は消えない。

　よく見ると、輝いているのは、彼女の手ではなく、ツクミ自身の左手だった。

「こ、これ……」

　あわあわと手を震ふるわせるツクミに、彼女はなだめるように声を掛けた。

「ツクミの左手はね。ずっと私とつないでいたから、少しだけ、私の力を宿しているの。と言うよりたぶん、いつの間にか、私が願ってしまったんだわ。ツクミを守るべく、力を与えてください、って。それで、あの蝶ちようも防げたんだと思う。……今、その力の性質を少し変えて、ツクミの意思で、コントロール出来るようにしておくから。手で触ふれることで、どんな願いでも、かなえられるわ。ただ、注意する点がひとつ」

　ヨカは、ぴんと指を一本立てた。

「月の力は、本当に強力で、使いすぎると本人も影えい響きようを受けるの。具体的には、精神が磨ま耗もうする。この光は、とても無む垢くな性質を持ってるから、その影響を受けて、ツクミの中にあるいろんなものが、消えてしまうの。感情とか、記憶とかね。私は、そういうことに耐たえられるように作られてるけど、ツクミはそうはいかないわ。だから、くれぐれも、使いすぎないようにね」

「あ、ああ……」

　話しているうちに、光は収まった。

　ツクミは思わず、問う。

「いいのか？　その……、『ヴェラフスカ』は、あまりその力を使いたがらない、って……」

「……うん」

　ヨカは、やわらかく微笑む。

「私はツクミを、信用してるもの」

　面と向かって言われて、ツクミは思わず、照れて頭を掻かいた。

「買い被かぶられてるな」

「そうね。買い被ってる」

「……お前な」

　じと目を向けると、『ヴェラフスカ』はくすっと笑って、またツクミから距きよ離りを置いた。

　スカートを揺ゆすりながら、後ろ向きに、三歩。

　月光をきらきらと跳はねあげながら、黒くろ髪かみが流れた。

「ねえ、ツクミ。最後に、お願いがあるんだけど……、聞いてくれる？」

「……なんだ？」

　最後、という言葉に、少し苦い表情をしつつ、ツクミも立ち上がる。

　彼女は、まだ涙なみだの跡が残る頬を赤く染めて、しなやかな両手を、いっぱいに広げた。

「ずっと、してほしかったんだけど……。私をね。思いっきり、刺し激げきしてほしいの」

「ん!?……」

　思わぬお願いに、ツクミは目を見開き、妙みような声を上げた。

　ついで、その意味を理解し、いっぺんに顔を紅潮させた。

　跳ね上がった心臓は、肩のあたりでバクバクと拍はく動どうし、全身にその振しん動どうを伝えはじめる。

　同時に、首筋の血管から、血液が一いつ斉せいに放出されるような、強きよう烈れつな熱気が起こった。

「そ、それは、その……」

「うん。私を思いっきり……、抱だきしめて。そうしたら、今までで一番、ツクミのことを、しっかりと感じられるから」

「…………」

　昂こう揚ようで、ツクミはぐっと、口ごもる。

　彼も、ずっと、そうしたかった。ただ、そばにいるだけではない。

　もっとたくさん、いろんな形で、彼女に触れたかったのだ。

　……しかし、現在の状じよう況きようが、その興奮の持続を許さなかった。

（最後に、か……）

　これは紛まぎれもない、別れの挨あい拶さつだ。

　そう考えると、膨ぼう張ちようしていた気持ちは、いっぺんにしぼんでしまった。

　月光が、冷たい。

　ツクミは何度か深呼吸をして、温冷にあぶられる心を、ゆっくりとなだめた。

　そして、おぼつかない足取りで、広げられた彼女の手の中に、歩を進める。

　見合わせた彼女の顔は、穏おだやかな笑えみを浮うかべていた。

　ツクミもできるだけ、そういう笑みを作ってみせる。

　それから、自分も両手を広げて……、つと、全身を硬直させた。

（えっと……、手は、どこに持っていけばいいかな）

　腰こしに回すのか、肩かた口ぐちに回すのか。それが問題だ。

　すると、そんなツクミの様子を見て、『ヴェラフスカ』は、ぷっと噴ふん出しゆつした。

「どこでもいいわ。でも、しっかり背中まで回して」

「ん、うん……。じゃあ、こうする」

　どもりながら答えると、ツクミは両手をぎこちなく、彼女の肩に回した。

　背中の後ろで組み、ぐっと彼女を引き寄せる。

　肩がぶつかって、互たがいの顔が行き違ちがった。

　同時に、彼女の手が背中に回り、しなやかな体をぐっと、ツクミに押し付ける。

「……ん」

　彼女は心地ここちよさそうに、小さな吐と息いきを漏もらすと、顔を思い切り、ツクミの肩にうずめた。

　文字通り全身で、存在を感じているのだ。

　一方、ツクミも、心臓の強烈な鼓こ動どうを、彼女に聞かれやしないかと、心配しながら、両手に込こめる力を強くする。

　そして、同時に思った。

　確かに、トアサのいうように、言葉とは、愛だ。だけど、それで全すべてが伝わるわけではない。

　幼おさな馴な染じみの少女の、柔やわらかさと、温かさ。かすかに漂ただよう、甘い匂におい。

　すべては、触れ合って、はじめてわかる。

　こんなに心地よいことを、なぜ今までしてこなかったのだろう？

　そんなことすら思った。

　二人はしばらくの間、そうやって、お互いにじっと、互いの在あり処かを感じあった。

　あの夜と同じ、月光の下。

　やがて、互いの熱で、ふれあっている部分が、軽く汗あせばんでくる。

　それでも、どちらも、離はなそうとしない……。

「……なあ」

　その最中、ツクミはぽつりと、ささやくように言う。

　自分の中の決意を、語気にこめる。

「俺も一いつ緒しよに、あの吸血鬼のところに、行く」

「それは、駄だ目め」

『ヴェラフスカ』は、落ち着いた口調で、しかしきっぱりと、断った。

「ツクミはこれ以上、こっちの世界にかかわっては駄目よ。その左手の力を与あたえておいて、こんなことを言うのも、変かもしれないけれど……」

「いや……」

　ツクミは、熱を帯びた声で、彼女を説得しようとする。

「二人一緒なら、うまくやれば、あの卵を取り返すことくらいできる。そうすれば、今までと同じ生活を送れる。なら……、賭かけてみる価値はあるだろ」

「……今までと同じ生活には、もうならないわ。私がいる限り、これからいくらでも、シルナティカは来る。そしてそのたびに、ツクミは元の生活を失う。だから私が、ここを離れるの」

「でもな、ヨカ……」

　ツクミは再び、その名を口にする。

　たとえ彼女が『本物のヨカ』でないとしても、自分にとっては彼女が、『ヨカ』なのだ。

　シルナティカとか、ヴェラフスカとか、そんな単語ではない。

　たった一人の、ヨカ。それは、彼女以外にはいないのだ。

　しかし、ヨカはあくまで、肩かた越ごしに首を振ふった。

「だめよ。私は、ツクミや、本物のヨカから奪うばったものを、返さなきゃいけないの。思い出とか、人生とかね……。だから、それを今、返さなくちゃならないんだわ」

「でも、俺は何も奪われちゃいない。むしろ……」

　ツクミは、なおも言い募つのろうとする。

　その瞬しゆん間かん、彼の体を、強烈な倦けん怠たい感が襲おそった。

（……っ！）

　両手両足は、まったく力が入らなくなり、ヨカに体を預ける格好になる。

　何とか眼球を動かし、彼女の背中に回る自分の両手を見ると、白い光が視界にさした。

　耳元で、彼女の唇くちびるが動くのを感じる。

「ごめんね、ツクミ……。謝ってばかりで、ごめん。でも……、私はあなたを、傷付けられたくないの。五千年の時の流れの果てに、たった一人だけ現れた、大切な人だもの」

　そう言いながら、『ヴェラフスカ』はツクミを、床ゆかに仰あお向むけに横たえた。

「よ……、ヨカ……っ！」

　脱だつ力りよくした全身に混乱しながら、彼は再び、その名を呼ぶ。

　彼女は、少しさびしげに微笑ほほえむ。

「本当に、一番いいのはね。たぶん、今の時点で、ツクミに私を殺してもらうことなの。そうすれば、私は一番の苦しみから逃のがれられる。でも……、私は、ツクミを人殺しにはしたくない。だから……、しばらく眠ねむっておいて。二時間経てば、目が覚めるから」

「ヨ、カっ……！」

「ねえ、ツクミ……。本当に、ありがとう。この十三年間、ずっと楽しかった。だから……、これで許して、ね──」

　消え入りそうな言葉とともに、ツクミの視界を、彼女の影かげがおおう。

　同時に、彼の頬ほおに、ほのかに湿しめった、柔らかなものがふれた。

「あ……」

　キスをされたのだと気付くのに、少し時間がかかった。

　本当に、ほんのわずか。唇の先で、軽く撫なでるようなそれ。

　これまでになかった、彼女の直接的な行動に、ツクミはあっけにとられる。

　一方、ヨカはすぐに、長い黒髪を両手でかきあげながら、体を起こし、立ち上がると、かすかに首を振った。

「もう……、私を『ヨカ』と呼ばないで」

　そして、彼女は、ツクミの視界から消えた。

　続いて、小さく飛び跳ねるような足音が聞こえる。

　おそらく、入ってきたときと同じように、窓から出て行ったのだろう。

　一方で、ツクミを襲ったのは、猛もう烈れつな睡すい魔まだった。

　彼は動かぬ体を引きずりながら、それに抵てい抗こうしようとする。

　両手で肩かたをつかみ、強く握にぎって、覚かく醒せいを促うながす。

　しかし、頭ず蓋がいをめぐる陶とう然ぜんとした触しよく手しゆは、感覚の中にゆっくりと広がり、ツクミの意識を断絶させようとする。

「くそっ……！」

　ツクミは、苛いら立だち紛まぎれに毒づく。自分の失敗が、忌いま々いましい。

　わざわざ彼女の目の前で、「一緒に行く」と言えば、もはや力を隠かくさない彼女は、なんとしてでも自分を押しとどめていくだろう。

　そういう性格なのだ、彼女は。

　考えているうちにも、意識は明めい滅めつするように、停止と再開を繰くり返す。

　その最中、ツクミはふと、自分の左手のことを思い出した。

（そうだ……、ヨカにもらった力があるじゃないか……）

　彼は、動員できるすべての意識を、左手に集中させる。

　触ふれれば、何でも出来る、というその力。

　おそらくこれで、彼女の力を、相そう殺さいするくらいは可能なはずだ。

　それを、願う。

　すると、薄うすれる視界の中で、左手がぼんやりと、光を放ち始めた。

　彼女の光のように。

　ただ、目まの当たりにしたツクミは一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよする。

　使ったことがない以上、どんなことが起こるかもわからないのである。

　かといって、もはや頼たよれるものは、それしかなかった。

（何でもかなえられる力なら……、今すぐ俺のために、俺を動けるようにしてみせろ！）

　心の中で唱えながら、彼は左手を、頭に当てる。

　瞬間、ツクミの額から脳天までを、白い閃せん光こうが貫つらぬく。

「っがっ！」

　そして結局、彼は意識を失った。




　　　　＊＊＊




　そんな二人の様子を、窓の外、校庭に立つ木の枝に腰こし掛かけて、じっと見守っていた影がある。

　ミカドとよく似た格好をした、長身の少女である。

　目立つのは、燃え立つ炎ほのおのような、癖くせ毛げの赤髪。体つきは全体に幼く、細い。

　彼女は、ツクミが力を使うのを、はらはらした面おも持もちで見ていた。

　さらに、彼が意識を失って倒たおれると、堪こらえきれない様子で、枝から腰を浮かせかける。

　だが、すんでのところで、彼女はミカドに言われたことを思い出し、踏ふみとどまった。

『決して、自分の姿を見せない』

『シバ・ツクミ達に何が起こっても、手を出してはならない』

『それが守れるならば、ここにいてもいい』

　そう。自分は、あそこに行ってはいけないのだ。

　倒れ伏ふすツクミに対して、声をかけることも、抱だき起こすことも許されない。

　なぜなら、今の自分は……、この世界に存在しないのと、同じなのだから。

　そう思考した瞬間、彼女はぎゅっと、唇を噛かんでいた。

　行き場を失った感情が、血色を失った唇から溢あふれ、滴したたる。

「……ツクミ」

　途と端たんに、少女の心の中に、甘美な熱が広がった。

　十三年の間に、いったい幾いく度ど、この名前を唱えただろう？

　押し寄せる思し慕ぼの波が、彼女をせきたて、全身が震ふるえる。

　思いに従え、と。

　それでもやはり、彼女はそれ以上、一歩も動けない。

　勇気が、なかった。今の世界を壊こわしてまで、自分の存在をあらわにする、勇気が。

　それは、単にシバ・ツクミのことだけではない。
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　だから……。

「──いいのよ、これで」

　戦慄わななく唇で、小さく呟つぶやいた彼女は、ふわりと跳ちよう躍やくし、永遠の夜の中へ消えた。








　５、永遠に、月光の降る庭で




　いつになく、夜が深くなった気がした。

　もちろん、錯さつ覚かくであろうとは思う。

　雲がなく、月と星が綺き麗れいに浮うかぶ空は、むしろ明るいほうだ。わずかに残る月光蝶ゲツコウチヨウが、ひらひらと舞まうのが見えると、どこか童話の中にいるようですらある。

　要するに、自分の精神が、心の一番底にまで落ち込み、ささくれ立っているのに違ちがいない。

　だから、こんな感じ方をするのだろう。

『ヴェラフスカ』──ヨカは、そんなことを考えながら、とぼとぼと石いし畳だたみの上を歩いている。

　目の前には、道しるべのように差し出した右手があり、実際それは、何かを指し示すように、ぼんやりとした光をまとっている。

　そして、目的地の所在を、主あるじに囁ささやいて、教えてくれる。

　向かう先には、「龍人リユウジンの森」があった。

　どうやら、あの吸血鬼キユウケツキは、大だい胆たんにも、あそこに居座っているらしい。

　やがて、森の入り口にたどり着いたところで、彼女はいったん立ち止まると、木々の合間にたっぷりと塗ぬり込められた闇やみを、じっと見つめた。

　道はどうせ一本しかないが、明かりなしで入るのは、心もとない。

「……仕方ないか」

　彼女は、左手を森に向けてかざすと、おもむろに、『森羅月光シンラゲツコウ』を、森に向けて放った。

　するとたちまち、森の地表全体が、淡あわい光を放ち始める。

　月を映した湖面のような、輝かがやく領域。木々の葉の皺しわから、落ち葉の水すい滴てきまで、くっきりと見える。

　ヨカは、それを確かく認にんしてから、石畳を辿たどり、森の中へと分け入った。

　無防備に、かつかつと足音を鳴らして歩く。

　どうせ、攻こう撃げきを受ける心配はない。

　むしろはっきりと、自分の存在を、相手に認識させる目的があった。

　しかし、ミゲルは出てこない。

　彼女の右手も、『月ツキの卵タマゴ』にたどり着くには、まだ距きよ離りがあることを告げている。

　やがて、石畳が途と切ぎれると、ヨカは大きく息をつき、白はく亜あの塔とうを見上げた。

「あ……」

　そのとき、彼女の脳のう裏りにふと、残してきた彼のことが思い浮かんだ。

　ツクミと一いつ緒しよに、この塔に入ったのは、五日前。

　あの日から、すべてが変わってしまった。

　いや、それは適切な表現ではない。

　あの日の時点で、すべてが終わっていたのだ。

　この五日間は、それを先延ばしにする、無様な延命処置に過ぎなかった。

　この世の誰だれよりも、大切な存在を置き去りにして、自分は行かなくてはならない。

「……っ」

　ヨカの口から、小さく、うめき声がもれる。

　目の前の右手が、何かを握ろうとするかのように、ゆらゆらと動く。

　だが、仕方がないのだ。

　十三年前、彼の手を握ったのは、自分にとっての運命ではなかった。

　あれは、ただの、選せん択たく。

　五千年の寂さびしさを紛らわすための、つかの間の、子供の遊びだったのだ。

　あの日からずっと、彼女は自分に、そう言い聞かせている。

　もっとも、ここ数年は、そんなことなど忘れかけてはいたが、数日前から、再びはっきりと、心の中で唱えるようになっていた。

　それに、立ち止まることも出来ない。

『お別れをしたら、自分のところまで来ること』

　その『命令』が、彼女の体の中を、電気信号よりも速く荒あれ狂くるい、神経を呪じゆ縛ばくする。

　加えて、『自殺はしないこと』、だ。逃のがれるすべはない。

　だから……、やはり仕方がない。

　そんなことを思いながら、ヨカは白い塔の中へと、足を踏み入れる。

　がらんとした空間の中央にそびえるのは、黒く輝く螺ら旋せん階段。

　ヨカはそれをじっと見ながら、右手を上下にかざした。

　すると、上に掲かかげたときのほうが、下よりも、発光が強くなる。

　展望庭園。そこにあの吸血鬼がいる。

　大きく二、三度、深呼吸をしてから、ヨカは一歩ずつ、階段を上り始める。

　純白の壁かべと、黒い階段。

　モノクロームの構造が、視界を波のように流れていく。

　一歩ごとに間かん隔かくの長くなる自分の足音を、ヨカはどこか、他ひ人と事ごとのように聞いている。

　これが神話なら、坂の上に待っているのが現実の世界で、元いた場所は地じ獄ごくである。

　しかし……、現状は間違いなく、正反対だ。

　ちょうど半分ほど上ったところで、ヨカは後ろを振ふり返る。

　自分が歩いてきた黒い階段が、ピアノの黒こつ鍵けんのように続いている。

　もし……、もしも今。

　何かの力が働いて、「地獄」に引き戻もどされるというのなら……。

　引き戻して欲しかった。

　だが、そんなことは起こりえない。彼女の足は、なおも自動的に、階段を上り続けた。

　やがて、螺旋階段を上り終えると、目の前に、鍵かぎをねじ切られた金属製の格こう子し戸が現れる。

　おそらくあの吸血鬼が、膂りよ力りよくで破は壊かいしたのだろう。

　閉じられなくなったそれは、吹ふき込んでくる風に揺ゆられ、耳みみ障ざわりな音を立てている。

　ヨカはそれを、両手で押し開き、庭園に足を踏み入れる。

　そして、与あたえられた命令に従い、歩き続けながら、ぐるりと周囲を見回した。

「ここが……」

　展望庭園は、その名のとおりの、庭園だった。

　円形の部屋のふちに沿って、真しん紅くの薔ば薇らの立ち木が、まるで欧おう風ふう庭園のように、ぐるりと植え込まれている。

　ただ、均等に同じ厚みではなく、ところどころ、うねるように、室内に向かって張り出している。おそらく、上から見れば、何か幾き何か学がく的な模様に見えるのだろう。

　床ゆかは一面、大理石だが、壁は階段と同じく、黒い金属で作られた格子状の構造で、ドームのように天てん井じようの頂点で集束する。

　まるで鳥とり籠かごのようだ。

　隙すき間まからのぞけば、太刀月タチヅキ市の素そ朴ぼくな、しかし煌こう々こうたる夜景が見えた。

　ところで、不思議なことに、特にそういった機械の類たぐいは見当たらないのにもかかわらず、室内は外気よりやや高い温度に保たれている。

　薔薇のために、魔ま術じゆつで室温を維い持じしているに違いない。そもそも、現在の太陽光のない世界で、これほどの庭園を維持するのは、大変な労力が必要なはずだ。

　もしかしたらそれらすべてを、魔術で細工しているのかもしれない。

　そして、庭園の中央……。

　三人掛がけの、真っ赤なレザーソファに、黒いゴシックの影かげが、ちょこんと座っていた。

　ただそこにいるだけなら、美しくも、少し不気味な人形のように見えるそれ。

　しかし、それこそが、ヨカを今の状じよう況きように追い込んだ原因である。

　その吸血鬼は、ヨカを見るなり、うっすらと微笑ほほえみ、奇き妙みようなことを言い出した。

「驚おどろいたわ……。まさか、この学園に、こんなところがあるなんてね」

「こんな……、ところ……？」

　歩きながら、ヨカはかすかに、首をかしげた。

　ミゲルは、ぐるりと周囲を睥へい睨げいする。

「ここは、アプラクサスの間、ね。三千年前、この地上に顕けん現げんした『最後の神』。龍人の三分の二を殺さつ戮りくした、『原初から来たりし破壊者』。それを祭るための祭さい祀しの間だわ」

「祭祀……」

　そう言われて、ヨカが改めて床を見やると、確かにそこには、魔ま方ほう陣じんのようなものが、全面にわたって描えがかれている。

　三千年前といえば、自分は存在していたはずだが、そのとき自分は、どうしていたのだろう？

　三度の転生より前の記き憶おくを持たない彼女には、覚えがない。

「おそらく、ここを造った龍人は、なかなかの狂きよう人じんだったんでしょうね。何せ、アプラクサスは、この世界を再び神々の世界に戻そうとする、『世界革命者』なんだもの。それをあがめるっていうのは、普ふ通つうの神経じゃできない。アマノハラ・ミカドは、このことを知っているのかしら？　ここを残しているって事は、もしかしたら彼女も、破は滅めつ主義者なのかもね……」

　言いつつ、ミゲルは立ち上がった。

「待ちくたびれたわ。シバ・ツクミとは、お別れできた？」

　呼びかけてくるミゲルに、ヨカはなおも、ゆっくりと歩み寄る。

『彼女のところに行く』までが、現在のヨカを縛しばる命令である。

　これに抗あらがうことは、できない。

　ただ、それ以降には今のところ、命令が存在しないため、自由に動ける。

　ヨカは、その瞬しゆん間かんを狙ねらっていた。

　……もはや、どんなことがあっても、ツクミの元には戻れないが、それでも、唯い々い諾だく々だくと、吸血鬼に従うつもりもない。

　奇き襲しゆうならば、チャンスはあるはずだ。

　そう考え、ひそかに機会をうかがいつつ、平静を装よそおって、ミゲルに答える。

「……ツクミには、眠ねむってもらったわ」

「そう。それは、いいことね」

　ミゲルは、スカートの切っ先をふわりと舞まい上げ、足を組む。

「彼は、人間でしょう？　あたしたちのことに、巻き込んじゃいけないの」

「…………」

　ヨカは、無言で歩き続ける。

　あと十歩。

「……そういえば」

　と、ミゲルが首をかしげる。

「アマノハラ・ミカドは、結局戻ってこなかったわね。人間の魔術師を無む駄だ死じにさせて、結局本人は間に合わないだなんて。あたしの陽動が、よっぽどうまくいったかしら……」

　あと五歩。

　たまった唾だ液えきを、ごくりと飲み込む。

　それでも喉のどが渇かわき、ひりひりと痛んだ。

　一方で、両手に意識をわたらせ、いつでも動かせるようにする。

　あと三歩、二歩……。

「あ、待って」

　その時、不意にミゲルが、懐ふところから『卵』を持ち上げると共に、短くそう言った。

　その行こう為いにより、言葉は『命令』となり、ヨカは、かすかに顔をこわばらせて、立ち止まらざるを得なくなる。

　気づかれただろうか？

　しかし、ミゲルは傘かさを携たずさえ、にっこりと微笑むだけだ。

「うん。やっぱり、『卵』は本物ね……。『ヴェラフスカ』。もう少し、こっちに来て」

「…………」

　どうやら、念を押したかっただけらしい。その油断しきった様子に、ヨカは緊きん張ちようが高まるのを感じつつ、無言のまま、もう二歩、彼女に近づいた。

　手をさし伸のばせば、すぐに届きそうな距離である。

　張り詰つめる雰ふん囲い気きに、荒あらくなりそうな呼吸は、いっそ止めてしまいたい。

　彼女はそこで、微笑む吸血鬼に、笑みを返した。

　そして自分を奮い立たせるために、短く息を吐はいた。

　同時に、できる限りの速さで、両手を振り上げ、まっすぐミゲルに向かって差し伸ばす。

　ミゲルは、きょとんとした表情で、硬こう直ちよくする。

「……え？」

「──消えてっ！」

　瞬間、ヨカの両手から、まばゆいまでの光が、ほとばしった！

　彼女の願いは、ただひとつ。

　今、目の前にいる吸血鬼を、この世から、跡あと形かたもなく消し飛ばすこと。

　それだけが、自分が今の状況から、救われるかもしれない手段である。

「お願い……。もう、これしかないの……！」

　祈いのるように、ヨカは思い切り、『森羅月光』を行使する。

　月光とは思えぬ、空間を焼きちぎってしまいそうな、強い光が、目の前に満ちた。

　……そのまま、十秒か、十分か。

　自分でも、どれくらい経たったかわからないほど、「消しよう滅めつ」をまき散らしたところで、ヨカはようやく両手をおろす。

　呼吸が荒あら々あらしく、喉のど元もとを行き来する。

　ただ、目が利きかない。

　眼球に、『森羅月光』の光が焼きつき、一時的に視界がふさがってしまっている。

　だから、吸血鬼がどうなったかも、よくわからなかった。

　ただ、待っていても、反はん撃げきしてくる気配がない。

「やっ……た？」

　不安と歓かん喜きが同時に、彼女の口から転がり出る。

　しかし。

「──っ！」

　次の瞬間、彼女の左わき腹に、細長い棒状の物体がめり込んだ。

　横よこ薙なぎに振るわれた傘だ。

　あばら骨が折れる衝しよう撃げきが、一いつ瞬しゆんで、体全体に伝わる。

　さらに、勢いを止めない一撃は、ヨカの体を払はらい、空中に弾はじき飛ばした。

　勢いよく舞い上がった彼女は、そのまま部屋の隅すみをめぐる薔薇の生いけ垣がきに、背中から突つっ込こむ。

「っはっ！」

　衝撃が肺を貫つらぬき、息を詰まらせる。

　それでも、意識が途と切ぎれなかったのは、おそらく生垣のクッション性と、そこにある薔薇の棘とげのせいだろう。

　背筋のあちこちに食い込んだそれは、皮ひ膚ふを引き裂さき、痛みを持って、彼女を現実につなぎとめた。戻もどらない視界の、焼き付きの向こうから、ミゲルの声が響ひびく。

「ちょっと、驚いたわ……。まさか、奇襲してくるなんて。なるほど、あたしを攻こう撃げきするな、とは命令してなかったか。……これは、あたしのミスね」

　先ほどまでとは違ちがい、その声には明らかな、怒ど気きが混ざっている。

　しかしそれはすぐに、嘲あざけるような雰囲気に変わった。

「でも、やっぱりあなたは、伝え聞くとおりの存在なのね。この地上で、最高の魔力を持ちながら、それを自分の体に使うことができない。だから、総合的な戦せん闘とう能力では、あたしたちシルナティカには敵かなわない。そうでしょう？　今だって、あたしはあなたが力を使う寸前に、あなたの反応速度を超こえて、身をかわすことができたもの」

「くっ……」

　生垣に倒たおれこんだまま、ヨカは悔くやしさをにじませて、喘あえいだ。

　彼女の言うとおり、ヨカは自分の力を、自分自身に使うことができない。

　それはおそらく、自分が作られたときに、自分で自分を壊こわすことができないように、設計されているためだ。

　自殺はできるが、月の魔力をつかさどる『ヴェラフスカ』というシステムからは、逃のがれられないようにできているのである。

　だからこそ、シルナティカ相手に、何度も捕ほ獲かくされ、拷ごう問もんされ、そして殺され、死んできた。

　それが、『ヴェラフスカ』という存在なのだ。

　だがしかし……、五千年の間に、何度も確認させられたことだったが、ヨカは今ほど、自分の境きよう遇ぐうを、恨うらめしく思ったことはなかった。

　そこへさらに、ミゲルの声が響く。

「さあ、立ちなさい、『ヴェラフスカ』。もう一度、こちらに来て。もちろん、余計なことはしないように。命じられたこと以外は何もするな、といっておくわよ」

　すると、ヨカの体は、苦痛を無視し、自動的に立ち上がると、よろよろと歩行を始めた。

　どうやら、『卵』を使って命令されているらしい。

　足を一歩出すごとに、激痛がわき腹から溢あふれて、彼女は小さくうめく。

　まだ、視界は利かない。

　やがて、やはり自動的に足が止まると、すぐ目の前に、ミゲルの気配を感じた。

　同時に、今度は右のわき腹に、先ほどよりも軽く、傘が打ち込まれる。

「ぐっ……！」

　軽いといっても、吸血鬼の膂りよ力りよくだ。

　その一撃だけで、ヨカはその場に崩くずれ落ちる。

　口から押し出されるように、嗚お咽えつが漏もれると、焼き付きが取れない両目から、涙なみだがこぼれた。

　ミゲルは、今度は静かな口調で、諭さとすように言う。

「お望みなら、もう少しやってあげてもいいわ。それで、あなたの気が済むならね。でも、これから、あなたとあたし……、まあララヤも入れて、あたしたち、ね。あたしたちは、長い時間を一いつ緒しよにすごすのよ。なのに、いつまでも反はん抗こう的な態度をとるのは、あまり得策じゃないと思うわ。どうせ『卵』さえあれば、願いはかなえさせられるんだから……、従うほうがいいんじゃないかしら？」

「…………」

　ヨカはじっと黙だまり込み、唇くちびるを噛かむ。

　結局……、すべてを諦あきらめるしかないのか。

　世界でもっとも強大な力を持つとおだてられながら、それゆえに狙われ、自分の本当にほしいものは手に入らない。

　よしんば、手に入れたとしても、必ず奪うばわれる。

　自分には、終わりがないのだ。死んでも必ず、また生まれてしまう。

　だから、手に入れたものは、片かたっ端ぱしから奪われ続ける。

　こんなことが、あっていいのだろうか？

　ヨカは、もう何度目か、自分を作った人間を呪のろった。

　もし、その存在が今目の前にいるのなら、自分の手で殺してやりたかった。

　しかしそれは、思考しても仕方のないことである。

　おそらく、自分を作った存在も、五千年などという時の果てにおいて、生きているはずがないのだから……。

「っ……」

　彼女は、静かに慟どう哭こくした。ぱたぱたと、大理石の上に、小さな涙の飛ひ沫まつが散る。

　そして……、すべてを諦めることにした。

「……わかったわ」

　力ない声で、ミゲルに答えようとする。

「私は、あなたに……」

　──まさに、その時だった。

　不意に、彼女の耳に、かつかつと、軽快な音が届いた。

　それは先ほど、自分自身で聞いていた音。

　すなわち、誰だれかが螺ら旋せん階段を上ってくる足音である。

「……何？」

　思わぬ事態に、ミゲルが怪け訝げんそうな声を上げる一方、ヨカは視線を、扉とびらのほうに向けた。

　両目の焼きつきは、ようやく収まりつつあり、薄うすぼんやりと、格こう子し戸が見える。

　その向こう、螺旋階段のある暗がりから、一人分の足音が、響いている。

　しかもそれは次し第だいに大きくなりつつあった。

　誰かがここを目指して上ってきていることは、明白だ。

　ただ、おそらく、ミカドではない。彼女や、ほかの龍人なら、こんな大げさに足音を響かせてはくるまい。

　さらに夜警局ヤケイキヨクならば……、たった一人で来ることなどありえない。

「まさか……」

　ヨカは、信じられないといった表情で、小さく呟つぶやく。

　思いつくのは、一人しかいなかった。

　それに、ミゲルが噛み付いた。

「どういうこと!?　あたしは、一人で来いといったはずよ」

「ちがう。これは……、私の意志じゃ……」

　ヨカは、震ふるえる声で、来るなと叫さけぼうとする。

　だが、それは言葉となっては出なかった。

　彼女はそこで、自分の中に、何かを期待する感情があることに気づく。

　彼を巻き込みたくなかったのに、彼に期待してしまっている。

　自分を救い出してくれるのではないか、という希望。

　そして、何より、大好きな彼がここに来てくれたのだ、という熱い思い。

「あ……」

　それを自覚して、彼女は腹部の痛みを越こえるほどの高こう揚ようを感じ、顔を真っ赤に染める。

　喜ぶべきか、悲しむべきか、ヨカにはよくわからない。

　ただ、口をついて出たのは、熱っぽく、彼を呼ぶ言葉だった。

「ツクミ……」
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　ヨカが教室を出て、十分ほどたった頃ころ。

「……くはっ！」

　海底から浮うかび上がるような、盛せい大だいな呼吸音とともに、気絶していたツクミは、ようやく目を覚ました。

　姿勢は、仰あお向むけのまま。背中一面に、自分から体温を奪った、生ぬるい床ゆかの感かん触しよくがある。

　ただなぜか、視界が暗かった。目を開けているのに、真っ暗である。

　加えて、目の周辺が、やけに重い。

「ん？　……あ」

　一瞬、混乱したツクミだったが、その原因に気づくと、間の抜ぬけた声を上げた。

　左手が、顔に乗っかっているのだ。

（そうか……。この手の力で、ヨカの力を払おうとしたんだ……）

　自分のしたことを思い出しながら、彼は左手を脇わきにどけると、おもむろに立ち上がり、周囲をぐるりと見回した。

　居並ぶのは、無機質な机の群れ。

　背後の窓から差し込む月光が、それらの表面に反射して、きらきらと輝かがやいている。

　一方で、月光の届かぬ廊ろう下かの方には、雪のように闇やみが降り積もり、静かにわだかまっている。

　ヨカの姿はない。

（出て行く足音も、聞こえてたしな……）

　わかりきっていたことだったが、現状を改めて確かく認にんしたツクミは、がっくりと肩かたを落とす。

　襲おそって来るのは、強きよう烈れつな喪そう失しつ感だった。

　このままでは、彼女はツクミの傍かたわらから、永遠にいなくなってしまう。

　それは、死と同じことである。彼女は、死んでしまうのだ。

（……くっ！）

　腹の中から、胃液ごと、感情を吐はき出してしまいそうな感覚がせりあがる。

　気持ちが悪い。

　それでも、ツクミは何とか、胸むな元もとをさすり、その嘔おう吐と感をなだめた。

　理性を声に出して、自分に言い聞かせる。

「大だい丈じよう夫ぶだ……。まだ、間に合う……」

　彼女を一人で行かせてしまったのは、自分のミスだが、致ち命めい的な失敗ではないはずだ。

　とにかく、まずは冷静さを保たなければならない。

　そのために、ちらりと窓の外を見やる。

　視線の先にあるのは、いつもの月。

　その位置は、ツクミが意識を失う前と、ほとんど変わっていなかった。

　彼女が出て行ってから、まだそれほど、時間はたっていない。同時にそれは、ヨカの放った魔ま力りよくを、ツクミの左手の力が、本当に払はらってみせたことを意味している。

「……よし」

　それを見て、落ち着きを取り戻もどしたツクミは、小さく息をつき、教室から出ることにした。

　ここにいても、彼女が戻ってくることはない。

　ならば、とりあえず先に進むことだ。

　彼はヨカと同じように、窓を乗り越えると、再び学園をめぐる石いし畳だたみの上に出た。

　月光差す、白い硬こう質しつの道。

　夜風は淡あわく、小こ雨さめのごとくさあさあと、立ち木の群れを掻かき鳴らす。

　ツクミはきょろきょろと、周囲を見回すが、夜警局も、龍人の姿も見当たらなかった。

　どうやら、ミカドは本格的に間に合わないらしい。

　一方で、ヨカがどちらに向かったか、それもわからない。

「……となると、やっぱりこれだな」

　ツクミは、自分の左手を、目の前にまで持ち上げた。

　頼たよれるのは本当に、これしかない。

　ただ、その力の性質を、まだはっきりとつかめていないツクミは、ひとつ試ためしてみることにする。その場でひざをつくと、おもむろに、左手を石畳の上に置いた。

　ひんやりとした硬質の感触が、手のひらに伝わる。

（…………）

　彼はそこで、願いを適当に、心の中で、唱えるようにつぶやいた。

　すると次の瞬しゆん間かん、手のひらが淡く光を放つと、彼の左手は、ずぶりと鈍にぶい音を立てて、石畳にめり込んだ。

「っ……！」

　自分でイメージしておきながら、ツクミはその「本来ありえない事態」に、慌あわてて手を引く。

　石畳には、くっきりと、彼の手形が残った。

　願ったとおり、「穴を開けた」のである。

　その断面は、まるで高熱の何かでえぐられたように滑なめらかになっている。

　しかし、ツクミの手には、なんの痕こん跡せきも残っていない。

　えぐられた部分がどこへ消えたのかも、謎なぞである。

「……はあ」

　ツクミの口から、感かん嘆たんの声が、思わず漏もれた。

　ただ、しばらく手のひらの跡あとを眺ながめるうちに、彼はその不気味さを悟さとり、思わず苦く笑しようした。

　こんなものが見つかったら、はっきり言って、心しん霊れい現象だ。

　なので今度は、手形の上に左手を添そえると、先ほどと逆のことを願った。

　すると再び左手が白い光を帯び、たちまち、手のひらの向こうに、何かが盛り上がるような感触が生まれる。

　それが収まってから手を離せば、穴は跡あと形かたもなく消えていた。

（……なるほどね）

　ツクミは、左手を目の前にかざし、開いたり閉じたりしてみる。

　確かに、すごい力だ。これさえあれば、彼女の言っていたとおり、欲しいものを何でも、手に入れることが出来るかもしれない。

　だが、そう考えた瞬間、ツクミは自然と、強く唇くちびるを結んでいた。

（俺が欲ほしいもの？　そんなの……、決まってるじゃないか）

　そう、決まっているのだ。それを彼女が、わからないはずがない。

　わかっていながら、彼女は自分を置いていったのだ。

　そう思うと、なんだか腹が立ってきた。

（あいつはずっと……、この十三年間、俺に甘えながら、そうやって俺を、子供のように見てたんだろうな。そりゃあ、五千年に比べれば、俺は子供だよ。生きることも、死ぬことも知らない。何をしたって、かわいく見えるだろうさ。……だけどな、ヨカ。お前が俺のことを大事に思うのと同じくらい、俺もお前を大事に思ってるんだ。だから……）

「……俺は、ほかの何より、お前を守りたいんだ」

　腹の底から、衝しよう動どうが溢あふれ、呟きがもれる。

　それに突つき動かされるように、ツクミは腕うで組ぐみし、思考し始めた。

　考えるべきことは、二点ある。

　まず、ヨカがどこへ行ったのか。

（……これは、左手の力を使えば、簡単かな）

　あることを思いついたツクミは、早さつ速そく、左手をもう一度石畳につけると、こう願う。

「ヨカが通った、最も新しい足あし跡あとを浮かび上がらせろ……、って、出来るか？」

　まだ少し、半信半疑である。しかし、その願いに、彼の左手は、あっさり答えた。

「……あ」

　石畳の表面に、ポツリと灯ともったのは、足跡の形をした光。

　それは、ぽかんと口を開けたツクミの前で、見えない誰だれかが歩いていくかのように、次々に顕あらわれる。そしてずらっと、龍人の森のほうへと続いていった。

　まるで、誘ゆう導どう灯とうのように。

　ツクミはそれを確認して、小さく息をつく。

（要は、触ふれればいいんだな……）

　そう。これまでと、同じように、だ。

　そう考えて、ツクミはうなずくと、続いて、もうひとつの問題を思考する。

　どちらかと言えば、こちらのほうが難題である。

　すなわち、吸血鬼とどう戦うか。

　ツクミは、そういう方面には、まったく心得がない。

（このまま、ただ出て行けば……、触れる前に殴なぐり殺されるか、血液に変えられるのは、目に見えてるよな……）

　その光景を、うかつにも想像してしまったツクミは、思わず足がすくんでしまう。

　かといって、龍人や夜警局などを頼っていれば、その間に、吸血鬼とヨカはどこかに消えてしまうだろう。

　今、彼女を助けられるのは、自分だけだ。

「とにかく……、俺が、行くしかない……」

　ツクミは、自分を奮い立たせようと、できるだけ強い口調で呟つぶやく。

　それでも、体の一番底に、わずかに悪お寒かんが残る……。

「──っ！」

　その時、今まで弱かった夜風が、不意に強く吹ふきすさんだ。

　急激にかき乱された木々の葉音が、一いつ斉せいに、ツクミの周囲で渦うずを巻く。

　ぞうぞう、ぞうぞう。

　あの夜のように。

　ツクミにはそれが、ヨカが自分を呼ぶ声のように聞こえた。

　すると同時に、すくんでいた気持ちが、ゆっくりと静まり、落ち着いていく。

（ああ、そうか……）

　ツクミは思わず、苦笑いして、今度は少し呆あきれ気味に、呟く。

「まったく……、どこへ行く気なんだ。俺と手をつないでないと、どこにも行けないくせに」

　その言葉には、強がりがたっぷりと混ざっていることを、ツクミ自身、自覚している。

　それは、自分だって同じことだ。

　だからこそ、言わずにはいられなかった。

（あいつがいなくなることより怖こわいことなんか、ありはしないんだ……）

「……よし、行こう」

　そうして、覚かく悟ごを決めたツクミは、石畳に現れた足跡を頼りに、前へと走り出した。

　足跡はすうっと、龍人の森の中に続いていく。

　高らかに鳴る足音が、打ち鳴らされる早はや鐘がねのように連続して、周囲に轟とどろいた。

　降り注いでくるような、木々のアーチを抜ぬけると、目の前に、あの搭が見えてくる。

　そのままの勢いで中へ入ると、足跡はさらに、螺ら旋せん階段を上へと続く。

　ツクミは全力で、それを駆かけ上った。

　上がどうなっているかなどは、思いもしない。

　ただ一刻も早く、ヨカの前にたどり着きたかった。

　同時に、頭の中では、吸血鬼とどう戦うか、持てる知識を総動員して、考える。

（身体能力では、敵かなわないからな……。出来ることは限られてる。……っ、そうか）

　ツクミはふと、あることを思いついた。

　吸血鬼の行動の中で唯ゆい一いつ、ツクミにも予測できることを逆手にとり、相手を倒たおす方法。

　だが、即そく座ざに思い直し、わずかにうなる。

　これをやると、まず間ま違ちがいなく、ミゲルを殺してしまう。

　加えて、自分にもある程度、影えい響きようが出るだろう。

（あんまり、そういう事態は招きたくないな。俺は、人殺しになるのは、いやだし……）

　しかし、そうせざるを得ない状じよう況きようはくるかもしれない。

　ツクミはその策を、一応、思考の隅すみのほうにおいておくことにした。

　やがて、螺旋階段は途と切ぎれ、目の前に半開きの格こう子し戸が現れる。

　ツクミはそこを、一気にくぐると、足を止めて、庭園らしき場所をぐるりと見回した。

　赤い薔ば薇ら、赤いソファ。

　鳥とり籠かごの向こうの、白い月。

　そしてその中央に、驚おどろいて目を見開くミゲルと、傷ついてうずくまり、こちらを見やる彼女がいる。

　それを確かく認にんして、ツクミは安あん堵どとともに微笑ほほえんだ。

　彼女はまだ、そこにいたのだ。これほど、安心することはない。

　荒あらい息が、歓かん喜きの感情をはらんで、何度も口から出入りする。

　それはそのまま、彼女を呼ぶ声となった。

「ヨカ！」

　それに答えるように、彼女はうっすらと微笑んだ。
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　ただ、ヨカが笑みを浮うかべたのは一瞬で、すぐにそれは、とがめるような顔つきに変わった。

「どうして……、来たの？」

　ツクミは、そんな彼女の視線をあっさりと受け止め、堂々と答えた。

「当然、お前を、連れ戻もどすためだ」

「でも……」

「もう決めたんだよ。……俺は、お前を、どこにも行かせはしない」

　そして、改めてミゲルに向き直る。

「そういう訳だ、吸血鬼。悪いが俺は、お前の善意を受けいれられないんだ。それはたぶん……、俺自身の人生のために」

「……そう」

　ミゲルは不快げに、眉まゆをひそめると、すばやく『卵』を持ち出した。

　とげとげしい声で、ヨカに命じる。

「『ヴェラフスカ』。あなたは、下がって見てなさい。すぐに終わらせるわ」

「……あ」

　それを聞いたヨカは、操あやつり人形のような動きで、ぎこちなくたちあがりつつ、ミゲルに対して、何かを訴うつたえるように、頭かぶりを振ふる。

　しかしミゲルは、鋭するどい声でそれをさえぎった。

「黙だまってて！　いいと言うまで、決して近寄らないこと。命令よ」

「…………」

　厳格な命令に、ヨカは口をふさがれ、悲しげな表情で、庭園の奥のほうへと歩いていった。

　それらの動きを見たツクミは、怒いかりを覚えて、ぎゅっとこぶしを握にぎりこむ。

　ヨカが『卵』に逆らうことはできない以上、命令に従わされるのは仕方がない。

　だが、傷ついた彼女が、よろめきながら歩く姿は、あまりにも痛々しかった。

（俺がヨカを助けられなければ、あいつはずっと、ああやって道具みたいに扱あつかわれるんだ。そんなの……、許せるわけがない）

　かみしめた奥歯が、頬ほおの裏でぎしぎしと軋きしんだ。

　やがて、ヨカが庭園の端はしにたどり着くのを見届けてから、ミゲルはツクミに向き直る。

　ツクミは無言で、わずかに腰こしを落として、身構えると、相手を観察した。

　現時点で、月光蝶は周囲にまったく存在しない。

　もっとも、出そうと思えばすぐに出せるので、おそらく最初の攻こう撃げきは、様子見もかねて、蝶を出して来るだろう。

（たぶんあいつは、俺が何の準備もなく飛び込んではこない、と思ってるはずだ……。だからまずは、そいつをかいくぐることだ）

　幸い、あの蝶の動きは、五日前と、先ほど地下の部屋で、二回見ている。

　左手の力を使えば、破は壊かいできることもわかっている。

（足りないのは、動きの速さ、そして強さか……。よし）

　ツクミは視線を動かさずに、左手で自分の両足をまさぐり、そこにわずかに「左手の力」を加えた。

　足の能力を、魔ま力りよくで補正して、上げてしまうつもりだ。

　これをしておけば、吸血鬼の動きにも対応できるはず。

（あとは隙すきを見て、彼女にわずかでも、左手で触れる。そうすれば、左手の力で、あいつの動きをとめることができる……）

　そのためにも、出来るだけ左手の力を、見み抜ぬかれないようにしたかった。

　ミゲルはゆらゆらと、こちらを見ながら傘かさを揺ゆすっている。

　おそらく彼女も、自分が危険を冒おかして、ここに来た意味を考えているのだろう。

　ついで、わずかに顔をめぐらせ、辺りを見やる。

（俺が囮おとりで、ミカドさんたちが戻ってきている可能性を考えてる、ってとこだな……）

　一瞬、ツクミの脳のう裏りに、こちらから仕し掛かける、という発想が浮かんだ。

　不意打ちは、弱い方が勝つためには、有効な手段である。

　しかし、そんな思考に、感情の方がついていかない。

　自分で戦うとは決めたものの、いざ眼の前に、吸血鬼を見み据すえると……、やはりかすかに、恐きよう怖ふがよぎる。

　何かでつなぎとめられているかのように、足が床ゆかに張り付いてしまった。

（くそっ……）

　何とかして、自分を奮い立たせようとするツクミの前で、吸血鬼はおもむろに、傘を左手に持ち替かえた。

　そして、右手の袖そでを捲まくり上げると、いつものように手の甲こうに口づけする。

　たちまち、右手に開いた穴から、無数の蝶が飛び立つ。

　ただ、それは先ほどのように、部屋を覆おおい尽つくすほどの数ではなかった。

　せいぜい、五十といったところか。

　ツクミは一瞬、その数の少なさに、胸をなでおろす。

　逃にげ場もないほどの数で襲おそい掛かられると、対処法を思いつかないところだ……。

　瞬しゆん間かん、ミゲルの方が先に仕掛けた。

「……行って」

　静かな声とともに、蝶たちは、展望室の中空に舞まい上がると、硬こう直ちよくしていたツクミをめがけて、一斉に降下する。

　瞬またたく虹にじ色いろ。一度は自分を、この世から消しよう滅めつさせようとした色。

　その光景が、ツクミの恐怖を、一気に吹き飛ばした。

　動かなければ、死ぬ。

　これは、そういう状況なのだ。

「くっ……！」

　小さく呻うめいたツクミは、意を決して小さくうなずくと、蝶の群れを躱かわすべく、強化された足を頼たよりに、右へ跳ちよう躍やくする。

　……その結果、彼は空中で、思い切り悲鳴を上げる羽目になった。

「うおわっ！」

　加減が、利きかなかったのだ。

　どうやら予想外なほど、両足には力が宿っていたらしい。

　彼の体は、蝶の群れから離はなれるどころか、すさまじい速さで、空中を吹っ飛んだ。

「な……！」

　そして、ミゲルが驚きよう愕がくする声を聞きながら、一番端の生いけ垣がきに、勢いよく突つっ込こむ。

「っつ！」

　あたりに薔薇の花びらが飛び散り、はらはらと視界の中を舞い落ちる。

　思い切り右みぎ肩かたをぶつけたツクミは、一瞬、痛みで全身を硬直させた。

「っつう……」

（って、寝ねてらんないだろ……）

　それでも、ミゲルの攻撃に備えるべく、何とか立ち上がると、痛む右肩に左手を伸のばし、力を行使する。

　するとたちまち、熔とけるようにして、痛みが消え去った。

　まさに、何でも出来てしまう力である。ツクミは、あきれ気味に苦笑いした。

（これは……、すごいのはわかるけど、加減が難しいな……）

　加えて、彼はかすかに、全身に倦けん怠たい感を覚える。

（そういえば、ヨカがこの力をくれるときに、「連続で使うと消しよう耗もうする」って言ってたな……。決着は早めにつけろ、ってことか）

　と、思考していたツクミは、ミゲルがこちらを、じっと見据えているのに気付く。

　そしてすぐに、失敗を悟さとった。

　今まさに、彼女の見ている前で、力を使ってしまったのだ。

　おそらくこれで、自分が何らかの「力」を持っていることは、ばれてしまっただろう。

「くっ……」

　歯は噛がみしながら立ち上がるツクミの前で、ミゲルが左手を振り上げ、指を鳴らすと、蝶たちはいっせいに、彼女の許もとへと舞い戻った。

　ミゲルはそれを、今度は傘の周囲に纏まとわりつかせる。

　狙ねらいは明らかに、接近戦だ。

（まずいな……。俺は、戦せん闘とう技術なんか、何も持ってないってのに……）

　歯を食いしばりながら、ツクミはそれでも、ぎこちなく身構える。

　瞬間、ミゲルが勢いよく床をけり、まっすぐに飛び掛かってきた。

「っ！」

　ツクミは小さく、うめき声を漏もらす。凝ぎよう視しするのは、傘に纏わりつく月光蝶だ。

（あれを食らったら、一発だからな……。左手で、消し飛ばす！）

　自分に言い聞かせながら、ツクミは左手を、迫せまりくるミゲルの傘に向かって伸ばそうとする。

　しかし次の瞬間、死角から飛んできた右足の蹴けりが、彼の胴どう体たいをなぎ払はらった。

「ぐはっ……！」

　その威い力りよくは、先ほど自分で演じた激げき突とつの、比ではなかった。

　防ぼう御ぎよする間もなく、まともに食らったツクミは、その勢いで、格こう子し状の壁かべに激突したあと、庭園の中央にまで吹ふき飛ばされる。

　何とか意識は保ったが、寝転がったまま、起き上がれない。

　さらに、腹の底からわきあがってくる激痛に、たまらず口を開いた。

（……げっ！）

　粘ねん着ちやく質しつな音とともに、喉のどを焼き、床にぶちまけられたのは、どす黒い血ち反へ吐どである。

　一撃で、骨が粉ふん砕さいされ、内臓が傷ついたのだ。

「こ、これは……、反則だろ……」

　よろめきながら立ち上がったツクミは、今度はこっそりと、左手で腹部をさする。

　結果、やはり傷と痛みは、一瞬で消すことができた。

　しかし、痛みの記き憶おくそのものは、感覚の芯しんの部分に残っている。

　めまいがした。

（くそっ……、何か、武器を用意して来ればよかったな……。吸血鬼だから、銀の剣けんとか……。いや、俺の腕うでじゃ持ってても無む駄だか……）

　そこに、ミゲルが傘を揺すりながら、ゆっくりと歩み寄ってくる。

　その表情は、無表情に近く、怪かい物ぶつじみた酷こく薄はくさを纏っている。

「人間が吸血鬼とやりあうっていうのは、そういうことなのよ。たとえあなたが、どんな力を授さずかったとしてもね……」

「くっ……！」

　やはり、左手の力には気づかれている。

　だがそれでもなお、諦あきらめるつもりはない。ツクミにも気づいたことがある。

（こいつ、月光蝶を大量に出さないな……。今までなら、これ見よがしに使ってたのに。……もしかしたら、何か使えない理由があるのか？）

　おそらくあれは、何の制約もなしに、無限に使えるという訳ではないのだ。

　だとすれば、今この場にある、わずかな数の蝶を払ってしまえば、月光蝶を恐おそれずにすむかもしれない。

　そう思ったツクミは、わずかに咳せき込みながら、彼女に答えた。

「ああ……。でも、仕方がないさ。俺は、今のお前を、絶対に許してはおけないんだから……」

　そして左手を、さらに体のほかの部分を強化すべく、振ふるおうとする。

　しかしミゲルは、それを許さない。

「甘く見ないで」

　一瞬で距きよ離りをつめると、左手を封ふうじるかのように、ツクミの左半身に、傘の穂ほ先さきを繰くり出す。

（くっ……、なら……！）

　ツクミはとっさに、あえて左手をさし伸ばし、傘に纏わりつく『月光蝶』を狙う。

　魔力纏う左手に触ふれた蝶たちは、ことごとく、あのガラスが割れるような音を立て、破壊された。

（よし！　……、っ！）

　しかしそれと引き換かえに、彼はさらに強きよう烈れつな打突を受ける。

「ぐはっ！」

　丸い穂先にも拘かかわらず、体を突き破やぶってしまいそうな一撃。

　ツクミの体は、限界近くにまで折れ曲がり、再び口から、鮮あざやかな液体が、大理石の床にまき散らされた。

　さらに、うずくまりかける彼の頭上を、振り上げられた傘が襲う。

「シバ・ツクミ！」

「……っおおっ！」

　ミゲルの声に反応し、ツクミはとっさに、両足で地面を蹴り、夢中で跳躍する。

　すんでのところで、傘かさは彼の前まえ髪がみをかすめ、轟ごう音おんを立てて、床に突き立てられた。

　一方、加減せずに行った跳躍で、ツクミは再び、自ら壁に激突する羽目になる。

「ぐっ……、く……！」

　尻しり餅もちをついたまま、なかなか立ち上がれない。

　激痛に、激痛が重なり、意識がちりちりと炙あぶられる。

　痛みは、生物に、逃とう避ひの感情を生じさせる。

　体をさいなむそれから逃のがれられるために、ほかのすべてを捨ててしまおうとする。

　ついには、意識が途と切ぎれそうになる。

（くそおっ……！）

　だが、そんな自分を、ツクミは意志の力で、その場につなぎ止めようとした。

　脳のう裏りに、ヨカのことが浮うかぶ。

　──いつもそばにあった、彼女の声。

　──柔やわらかいてのひら。

　──ほのかな体温。

　──すべての思い出。

　それを……、絶対に、失いたくはない。

　意志は自然と、言葉になる。

「なんとしても……、ヨカをまた、夜の中に行かせるわけにはいかないんだ……！　しかも、一人ぼっちでなんて……、絶対にさせない！」

「…………」

　それを見たミゲルが一瞬、躊ちゆう躇ちよするように、立ち止まった。

　その後ろから、甲かん高だかい呼び声が響ひびく。

「ツクミ……！」

　ヨカの声だ。

（っ……！）

　それを認にん識しきしたとき、ツクミの意識は、再びはっきりと、脳のう髄ずいの中に固定された。

　ついで、左手を振るうと、さらに傷と痛みを消し去る。

「──っ！」

　瞬しゆん間かん、彼の頭の中に、白い閃せん光こうがはじけるイメージが広がった。

　光はじわじわと拡散し、脳内のあちこちに差し込んでは、消えていく。

　いつしか、額の辺りには、脈みやく拍はくもはっきりわかるくらい、熱がこもっている。

　限界が近いのかもしれない。

　ぼおっとする頭で、ツクミは思考をめぐらせた。

（このままじゃ、ほんとにただやられるだけだ……。どうする……！）

　真っ先に頭に浮かんだのは、先ほど考えた、捨て身の策のことである。

　おそらくあれをすれば、確実に、目の前の彼女を倒たおすことは出来るだろう。

　ただ、いまさらこの手に、彼女が引っかかるかどうかと思うと、少し自信がない。

　おそらく彼女は、挑ちよう発はつには乗らない。

　それに……、こんな状じよう況きようでも、どうしても、彼女を殺すようなことは、気がひけた。

（こんなことを言うと、またミカドさんに笑われるんだろうけどな……）

　そう考えて、ツクミは、自じ虐ぎやく気味に笑った。

「……っ！」

　そして不意に、あることを思いついて、はっとする。

（……そうか。ミカドさんが、あの夜にやってたやつが使えるかもしれない）

　脳裏に浮かんだのは、『卵』が床ゆかに埋うめられる様子。

　あれを使えば、一瞬、彼女の動きを止められるはずだ。

　その間に、『卵』を狙う。ツクミは、思考の順番を入れ替かえる。

　まず、『卵』を奪うばってから、彼女を止めるのだ。

　ヨカに対する強制力を奪ってしまえば、説得にも応じるかもしれない。

（この手しか、ないな……）

　考えがまとまったところに、ミゲルが近づいてくる足音が響く。

　かすかにうつむき気味に、彼女はぽつぽつと、独り言のように、言葉を吐はいた。

「そうね……、あんたも、あたしと……一いつ緒しよなの。絶対に失いたくないものを、求めているのだわ……」

「う……」

　ツクミは、よろめく体を何とか動かし、前方に歩き出した。

　そして、出来るだけわざとらしくないように、うつぶせに倒れこむ。

　その際、左手を体の下に巻き込み、ミゲルに見えないようにして、力を使う。

　やがて、足音が耳元で止まると、頭上から、はっきりと宣告するかのような声が響いた。

「でも、あたしは引けないわ。確かに、あんたは人間の身で、何の技術も持たないかもしれない。でも、意志はあたしと同じなの。だから……、あたしは、あたしの意志を通すために、あなたを殺すわ」

「ああ……。でも……」

　生返事をしつつ、ツクミは、魔ま力りよくで変化させた体の下をまさぐる。

　手のひらで押すと、そこには、彼が望んだとおりの感かん触しよくがあった。

（よし……、行ける）

　確信したツクミは、怪け訝げんそうな彼女に、上うわ目め遣づかいに言う。

「……もうちょっと、抵てい抗こうしたいな」

「しつこい男は嫌きらいよ、シバ・ツクミ」

　彼女は、これ以上付き合いきれない、といった様子で、そう呟つぶやいた。

　そしておもむろに、傘を振りあげる。

「これで！」

「っ……！」

　瞬間、ツクミは、即そく座ざに体を起こすと、軽く後ろに飛びのいた。

　ミゲルはすぐさま、その動きに反応し、追いすがってくる。

「いい加減に……っ！」

　と、足を踏ふみ出したミゲルの体が、ひざを折るような挙動で、その場に沈しずむ。

　見れば、踏み出した足が、すねの半ばまで、大理石の床に埋まっている。

　ただし、床自体の見た目には、何の変化もない。

　まるで、立体映像にでも嵌はまったように、足の先が唐とう突とつに、床の中に消えているのだ。

　ミカドがあの夜に見せた魔手マシユを真ま似ねした、罠わなだった。

（よし！）

　それを確認したツクミは、硬こう直ちよくする彼女に肉にく薄はくする。

　真っ先に伸のびるのは当然、光を帯びた左手だ。

　吸血鬼は、あらがう。

「舐なめるなあっ！」

　突つき出した左手は、彼女の体に触ふれる前に、傘によって薙なぎ払はらわれた。

　ツクミの左手は、傘の一いち撃げきを受けて、骨が砕くだける激痛とともに、びんと伸びきる。

　しかし、ここまでは、ツクミの狙ねらい通りである。

　彼はそこで、傘を横に振るったことではだけた、ミゲルの胸むな元もとに右手を伸ばし、躊躇なく突っ込んだ。

「なっ……！」

　予想外の攻こう撃げきに、あっけに取られるミゲルをよそに、『卵』をつかみ出すと、強ごう引いんに鎖くさりを引きちぎる。

　そしてすぐさま、顔をヨカのほうに向けた。

「ヨカ！」

　呼びかけると、ヨカは目を丸くしつつ、頼たよりなげに立ち上がった。

　それを見たツクミは、彼女の手を引くときのような、あの熱っぽい思いを込こめて、右手を振ふりかぶり、彼女に命じる。

「ミゲルが与あたえた命令を、すべて解く！　そしてこれを、お前の自由を、お前に返す！　だから……、これからは、お前が好きなように、生きよう！」

　さっと、右手が回転した。

　薄うす暗ぐらい庭園の宙空に、『卵』は鎖の尾おを引きながら、彗すい星せいのように舞まった。

　ツクミも、ミゲルも、息を呑のんで、それを振り仰あおいだ。

　ヨカが両手を差し出すと、導かれたかのように、『卵』はその手の中に落ちる。

　ヨカはそれを受け取ってもなお、あっけにとられたように、手のひらを見下ろしていた。

　しかし、やがて小さく、とてもうれしそうに微笑ほほえみ、呟いた。

「……おかえりなさい、私」

　手の中に、『森羅月光』が溢あふれる。

　淡あわく、弱々しい、だからこそ、『月光ゲツコウ』と呼ばれる光。

　ツクミとミゲルは、身じろぎもせずに、それをじっと見やる。

　そして、光が収まったとき……、ヨカがふと声を漏もらした。

「あ……」

　開かれた彼女の手に、『卵』は存在しなかった。

「ヨカ！」

　ツクミは、歓かん喜きとともに、彼女の名を呼ぶ。

「……っ、ああああああああっ!?」

　悲鳴を上げたのは、ミゲルだった。




　　　　＊＊＊




　ララヤはいつも、傷ついていた。

　当主と言えば聞こえはいいが、戦せん闘とう要員の少ないバハモンテス家においては、その実態は、傭よう兵へいに近いものがある。

　あらゆる抗こう争そうには、すべて彼女が参加し、もっとも過か酷こくな戦闘を行わなくてはならない。

　そのせいで、彼女の素す肌はだは、ほとんど全面に亘わたって、傷だらけだった。

　さらに、少しでも速く治ち癒ゆするために、戦闘がないときには、食事と睡すい眠みんしか行わない。

　つまり現実的には、寝ねてばかりいる。

　起きても、ぼおっとしていて、ミゲルとの話も弾はずまない。

　吸血鬼として、最も活動的な時期を、彼女はそうして過ごさなければならなかった。

　ミゲルは、そんな彼女を、ベッドの縁ふちから見下ろすのが、たまらなく辛つらかった。

　本当は、自分がそれをしなければならなかったはずなのに。

　何とかして、その境きよう遇ぐうから助け出してやりたい。

　そして、彼女がこうなる前と同じように、たくさんふれあい、いろんな話をしたかった。

　ミゲルは、ララヤを取り戻もどしたかったのだ。

　だから──。




「ああっ、あああああっ……！」

　ミゲルの悲鳴は、断続的に何度も、小さな喉のどから漏れた。

　そして、息が続かなくなると、彼女はがくんと、ひざを折る。

　床にはまったままの足が、音もなく抜ぬけ、小こ柄がらな体が、ふわりとその場にへたり込んだ。

　現実を受け入れられない彼女は、傘かさを取り落とし、探さぐるように、なおも虚こ空くうに手を伸ばす。

　しかし、『卵』は無論、その手に返っては来ない。

　ほんの一瞬で、彼女が手に入れられるはずだったものは、無残に打ち砕かれてしまったのだ。

「あ……」

　それを認識した彼女は、もう一度、わずかに声を漏らすと、腰こしを折り、床に両手をついた。

　瞬間、頭の中に、原始的な意思が浮うかぶ。

　純然たる、殺意。自らの邪じや魔まをしたものに対する、憤ふん怒ぬ。

　沸わきあがる本能が、彼女の理性を焼き尽つくす。

　そう、彼女は……、吸血鬼なのだった。

　一方、呆ぼう然ぜんとしてミゲルの様子を見ていたツクミは、はっと我に返ると、彼女の様子を気にしつつ、ヨカに駆かけ寄った。

　そして、彼女の手を取って助け起こす。

「ヨカ！　大だい丈じよう夫ぶか？」

「……ツクミ！」

　立ち上がるなり、ヨカはツクミに抱だきついてきた。

　顔をシャツに押し付け、わずかに湿しめった声で言う。

「怖こわかったんだから……、本当に……」

「ああ……。来るのが遅おくれて、悪かった。もらった力で、お前の力を払ったところまではよかったんだが……」

「違ちがう。そうじゃない」

　ヨカが、シャツをこすりあげながら、顔を上に向ける。

　その両目は、涙なみだで潤うるんでいた。

「ツクミが死ぬんじゃないかって……、そのことのほうが、怖かったの。私は……、慣れてるから……」

「……そうか」

　ツクミは、彼女を見下ろしながら、その心境と、自分の心境を比べ、なんとなく苦笑いする。

　すると、こちらを見ていた彼女はなぜか、不意にぷいっと、ツクミの顔から目をそらした。

　自分がここまで来たことが、よほど気に入らないのだろうか？

（おいおい……。助かったんだからいいだろ……）

　奇き妙みように思いつつ、問いかける。

「どうかしたか？」

　ヨカは一瞬、何かを答えようとしたが、結局はぐらかす。

「……なんでもない。それより、左手を見せて。折れてるでしょう？」

「え？　あ、うん……」

　左手を治癒されながら、ツクミは首を傾かしげるしかなかった。

　ともかく、彼女が話せるようになったことは、『卵』の呪じゆ縛ばくが解かれたことを意味している。

　魔術機械マジナ・マキナ『月の卵』は、完全に消え去ったのだ。

　ツクミは、それを確かく認にんして、心の底から、安あん堵どの息をついた。

　後は、吸血鬼のことだ。

　ツクミは、再びミゲルのほうを向くと、なだめるような声色で、声をかける。

「えっと……、ミゲル、って言ったよな。これからのことについて、少し話をしないか」

　返答はない。

　彼女の細い四し肢しは、沈ちん黙もくとともに、じっと床ゆかにつけられたままで、ピクリともしない。

　それを見たツクミは、掛かける言葉が見つからずに、思わず口ごもった。

　彼が大切なものを守った結果、彼女は手に入れられるはずだったものを失ったのだ。

　同情するな、と言うほうが無理である。

　ただ、これ以上は、争いたくない。

　なにより、ヨカはもう、彼女には従わないだろう。

　争う意味自体が、消えてしまっている。

　その時、傍かたわらのヨカが、小声で耳打ちしてきた。

「私が、やる」

「え？」

「今なら、私でも、彼女の動きを捉とらえられる。だからとりあえず、彼女には眠ねむってもらうの。その後の処理は、ミカドさんに任せればいいでしょう」

「それは……」

　ミカドに任せる、と聞いて、ツクミは不安になった。

　彼女なら、即そく座ざに殺してしまうのではないか、と。

　するとヨカは、さらに言い募つのる。

「あの子は、夜警局の人間を、かなり殺しているでしょう。それに、学校の中にも、被ひ害がいが出ているかもしれない。その罪の償つぐないは、するべきだと思うの。……それもあるから、ミカドさんもすぐには殺さないと思う」

「ん……」

　結局、ツクミは、なんともいえない気分になりつつも、提案に従うことにした。

　ヨカは「すぐすむから」と言って、ツクミの手を離はなすと、おもむろにミゲルに歩み寄り、両手を彼女に向ける。

　やがて、その手は、ぼんやりとした光を帯びた。

　それに照らされながら、彼女は慈いつくしむように、小さく呟つぶやく。

「……あなたの棺ひつぎに、お帰りなさい」

　そして静かに、『森羅月光』は放たれる……。

　──と、その時だった。

　光に触ふれる寸前、ミゲルの体は、何の予備動作もなく、真上に跳ちよう躍やくした。

「──っ！」

「な……！」

　ヨカの小さな悲鳴と、ツクミの驚おどろきの声が、同時に響ひびく。

　視線を上げると、天てん井じよう近くで、黒いスカートが、ぐるりと回転するのが見えた。

　ミゲルは空中で反転すると、今度は逆に、格こう子し状の天井を蹴けり、まっすぐヨカをめがけて、落下してくる。

「ヨカ！」

　ツクミはとっさに、目の前のヨカをかばうべく、押し倒たおすように飛び込み、強ごう引いんに彼女を動かす。

　直後、ヨカが立っていた位置に、轟ごう音おんとともに、ミゲルが激げき突とつした。

　着地と同時に突つき出された彼女の両りよう腕うでは、杭くいのように床に食い込み、いくつもの亀き裂れつを作る。

　先ほどツクミと渡り合ったときとは、比べ物にならない威い力りよくである。

（何なんだ、いったい!?）

　ツクミは、これまでと違い、無言で攻こう撃げきしてきたミゲルに、奇妙なものを感じつつ、立ち上がって向き直る。

　そして、彼女の容よう貌ぼうの変化に気づくと、思わずぞっとした。

　血色が抜け落ちたかのような、白い髪かみ。

　夜を溶とかし込んだような、藍あい色いろがかった黒い瞳ひとみ。

　唇くちびるからは尖とがった犬歯が、今まで以上に長く張り出し、荒あら々あらしい呼吸に晒さらされている。

　その雰ふん囲い気きはまさに、ツクミが今まで漠ばく然ぜんと想像してきたとおりの、吸血鬼の姿だった。

「っふふふふふふ……」

　荒あらい息をつきながら、ミゲルは低く嗤わらう。

　そして、両手を床から引ひき抜くと、再び地面を蹴り、すさまじい勢いで、二人に飛び掛かかってくる。

「っ！」

　そこに、ヨカが両手を突き出すと、『森羅月光』がほとばしった。

　放射状の、広こう範はん囲いに及およぶ光。

　しかしミゲルは、一瞬で体をひねると、あっさりと天井近くに飛び上がり、それをかわすと、今度は高らかに嗤わらった。

「っははははははははは！　はは！」

　頭ず蓋がいを揺ゆさぶるような、薄うす気味の悪い笑い声に、背筋を伝う冷ひや汗あせを感じながら、ツクミはヨカに問う。

「何なんだ、あれ……」

　ヨカは、苦々しげに答えた。

「あれは……、たぶん、先祖がえり」

「先祖がえり？」

「吸血鬼はもともと、あの姿が本来の形なの。欲望に忠実で、衝しよう動どうのままに生きる。それが、長い間に、人間や龍人と交わって、今の形になったの」

「つまり……、普ふ段だんは自分を抑おさえてる、って事か」

「そう。はるか昔に、龍人が吸血鬼に教えてあげた『理性』でね。でも、たまに激げつ昂こうすると、ああして変へん貌ぼうする事が……、っ！」

　話しているうちに、ミゲルが再び、天井を蹴る。

　その笑えみは一瞬で消え、憤怒の表情が浮かんだ。

「あたしのララヤを返して！」

　無茶な言葉と同時に飛んでくるのは、彼女の手ではない。

　口だ。長い牙きばが、まっすぐに、ツクミを目指してくる。

（っ！）

　ツクミはとっさに、左手を目の前に掲かかげ、何とか防ぼう御ぎよしようとする。

　しかしミゲルは、あっさりとその手を躱かわすと、すり抜ぬけざまに、ツクミの右手首にかみついた。

　鋭するどい両顎あごの牙が、ツクミの右手の表と裏に、長大な裂れつ傷しようを刻む。

「……っはあっ！」

　これまで経験したことのない規模の痛みに、熱い息を吐はき、ツクミはずるずると後退した。

　どっと噴ふん出しゆつした汗と血の量が、ミリリットル単位でわかるような気がした。

　傷口からだらだらと、血液が抜けていく。

　一方、距きよ離りを取ったミゲルは、薄笑いを浮うかべながら、口元を濡ぬらすツクミの血を、舌を伸のばしてなめとった。

　不気味な立ち姿である。

　背筋を走る怖おぞ気けと、貧ひん血けつを伴ともなう悪寒に震ふるえながら、ツクミは声を絞しぼり出し、ヨカに問う。

「ヨカ……。あいつを、止める手段は……？　何か、ないのか……？」

「う、うん……」

　ヨカは、ツクミの傷口を見て青ざめながらも、それを治ち癒ゆしつつ、問いに答えた。

「……あの言葉を聞く限り、たぶん今の彼女を支配している衝動は、私たちを殺すことだと思う。その殺意が、本能を呼び覚まして、原初の吸血鬼に戻もどっているんだわ。そうなると、食欲もあがるから……、ああやって血を啜すすりにくるの」

「なるほど……。じゃあ、俺達を殺さないと、あいつは止まらないって事か……。となると頼たよりは、ヨカの力と、俺の力だな……」

「うん。でも、それを使うには、何とかして彼女の動きを制さないと……」

（そこが、問題だ……）

　ツクミは、自分が傷つきながら、なおもミゲルを助けるために、思考をめぐらせた。

　まず、一番簡単な手段は、やはり罠わなを張ることだろう。冷静な思考能力を失った相手ならば、罠が一番有効だ。

　ただ同じ手が二度通用するとは思えないし、何より今は、背後にヨカをかばっている。

　むやみに囮おとりの動きなどをすれば、先にヨカのほうが狙ねらわれかねない。

　では、力ずくならどうか。

　これもやはり、ヨカへの危険性を考えると、あまり取りたくないところである。

　加えて、ツクミの左手の力は、すでに限界に近いほどのダメージを、彼の精神に与あたえている。

　感覚的には、数回で限界だろう。

　ヨカの力で、自分を強化するという手もあるが、その場合は、二人が同時にミゲルの攻撃に無防備になってしまう。

　となれば……、残るはひとつ。

　ツクミの脳のう裏りに、先ほど一度は思いとどまった策が、再び浮かんだ。

（とにかく、ミゲルを行動不能にすれば、後はヨカが治ち療りようでも何でもしてくれる……。そのためなら、手段を選ばなくていい）

「……そうするか」

「え？」

　ツクミの呟きに、ヨカが反応する。同時に、彼の右手の傷は、ヨカの手でしっかりとふさがれた。

　感かん触しよくを確かめるように、右手を開いたり閉じたりしつつ、ツクミはヨカに言い含ふくめる。

「なあ、ヨカ……。俺の頼たのみを聞いてくれるな」

　ヨカは、その言葉の雰囲気に気づくと、わずかに唇をゆがめた。

「私は、どこにも行かないから。だって……、二回もツクミから離れていく、勇気がないもの」

「わかった。だから、俺の頼みを聞いてくれ……」

　ツクミは、ヨカの答えに苦笑いしつつ、自分がしようとしていることを、そっと告げる。

「……そんな！　そんなこと！」

　ヨカは即そく座ざに、首を振ふりたくった。

　予想通りの反応に吐と息いきしつつ、ツクミは彼女の肩かたを、ぽんと叩たたく。

「普ふ通つうにやって、あいつに敵かなうとは思えない。だけど、唯ゆい一いつ予測できる動きを利用すれば、立場を逆にできる」

「でも……」

「これで全部終わるから。そしたら……、手を繋つないで、あの家に帰ろう」

　彼女を安心させるために、ツクミは出来るだけ穏おだやかな声で、冗じよう談だんを交えた。

　ヨカはそれでも、不安そうに眉まゆを寄せていた。

　しかし、やがて意を決した表情で、こくんと頷うなずく。

「……ツクミが嫌いやがっても、もう絶対、離してあげないから」

「ああ……」

「絶対だからね！」

　そして彼女は、その場にツクミ一人を残し、部屋の隅すみのほうに下がっていった。

　ツクミは肩かた越ごしに、それを確かく認にんすると、改めてミゲルに向き直る。

　ほぼ同時に、ミゲルはわずかにひざを折る。

　飛び掛かる前段階、といったところか。

　ツクミは、それを確認すると、おもむろに、左手の力を、自分の心臓に向けて振るう。

「う……！」

　その魔ま力りよくで、彼はある効果を、自分の体に現出させた。

　ミゲルが、予測どおり動いてくれれば、これで数分後には、決着がつくはずだ。

（頼むぞ……）

　魔力を使い終わったツクミは、祈いのるような気持ちで、身構えた。

　瞬しゆん間かん、ミゲルはかすかに身じろぎすると、すさまじい速度で、こちらに飛び掛かってきた。

　ツクミは、左に跳ちよう躍やくし、彼女の動きをいなそうとする。

　しかしそこに、ミゲルの右手が閃ひらめくと、目にも留まらぬ速さで、ツクミの左ひだり肘ひじを捉とらえる。

「させるか！」

（ちっ……！）

　直後、骨と肉がぐちゃぐちゃに交じり合う感触が、激痛となって、ツクミの脳に届いた。

「ぐうっ……！」

　ミゲルは、掴つかんだツクミの左肘を、そのまま思い切り、握にぎりつぶしたのだ。

　あまり想像したくないが、負傷部分は、大変なことになっているに違ちがいない。

　それでも、ツクミは激痛に抵てい抗こうし、なんとか意識をつなぎとめる。

　だが、もはや身動きは取れない。

　ミゲルは、動きを止めた獲え物ものの肩に、さらに左手をがっちりと食い込ませた。

　真っ白な顔に、赤い唇が、半月の笑みを作る。

「左手が動かなければ、あなたに使える力は残ってないわね……、シバ・ツクミ」

「……ああ」

　ツクミは、痛みにほおを引きつらせながら、答える。

　そしてふと、目の前の白いほおを流れる水すい滴てきに気づき、はっとする。

　ミゲルは、泣いていた。

　唇から、笑みが消え、呟つぶやくような声が漏もれる。

「何で、邪じや魔まするの……。ただの人間で、しかも平和なところに住んでるのに……。あなたは、普通に生きてれば、普通に幸せじゃない……。何で、こんな……」

　ツクミは、そんな彼女の姿を、哀あわれに思う。

　ただ、その言葉を、受け入れはしなかった。

「確かに、そうかもな……。俺は、普通に生きていれば、十分幸せな人間だよ。でも……、さっき、お前も言ったじゃないか。どうしても手に入れたいものを、手に入れようと思ったら、違うことをしなきゃならない。ただそれだけのことだった。だから……、俺はやったんだ」

「…………」

　ツクミの答えに、ミゲルは一瞬、躊ちゆう躇ちよするように、沈ちん黙もくした。

　しかしやがて、抑えきれぬ怒いかりのせいか、白い髪かみをばさりと跳はね上げると、右手でツクミの首筋をつかみ、シャツを引き裂さく。

　そしておもむろに、ツクミの首筋に食らいついた！

「ツクミっ！」

　悲鳴を上げたのは、ヨカだけだった。

　噛かまれた瞬間、ツクミは体内の血液を、強ごう引いんに吸いだされ、あっさり意識を失いかけた。

　かつて読んだ吸血鬼の話では、血を吸われると快感を覚える、などと書いてあったが、現実にはまったくそんなことはなかった。

　ひたすら、気が遠くなるだけである。

　加えて、血液の減少のせいか、心臓の鼓こ動どうが、空回りするのが、はっきりとわかった。

　激痛が走る。
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　ただ、ツクミはそれでも、その感覚に、何とか耐たえ続けた。

　例の状じよう況きようが、一刻も早く来るのを、待ちながら……。

「──っ！」

　その時、血を啜すすっていたミゲルが、かすかなうめき声とともに、びくんと体を震わせた。

　そしてつと、血を吸うのをやめて、ツクミの首筋から、唇くちびるを離はなす。

　それに気づいたツクミは、朦もう朧ろうとする意識の束を、何とかつなげて、ミゲルのほうを見やる。

　目が合った。彼女の両目は、驚きよう愕がくに見開かれている。

　細く白いあごを、ツクミの血が、つっと伝う。

　そして次の瞬間……。

「っはあっ！」

　ミゲルは、飲み下したはずの大量の血液を吐はき出した。

　鮮せん血けつはそのまま、ツクミの顔に、思いきり振りかかる。

　しかし、ツクミは目をそむけずに、吸血鬼をまっすぐに見み据すえた。

　自分のしたことを、しっかりと見据えるために。

　ミゲルは、そんなツクミの視線を、かすかにひるんだ様子で受け止める。

「う……、あ……」

　そして、かすかに呻うめくとツクミの体を放り出し、仰あお向むけにどっと、倒たおれこんだ。

「っく……！」

　解放されたツクミは、体のあちこちを走る激痛によろめきながらも、何とか立ち続ける。

　眼下には、黒い髪を振り乱した、黒いゴシックの陰かげが横たわる。

　一瞬にして、ミゲルはいつもの姿に戻っていた。

　苦しげに荒あらい息をつく彼女は、意味がわからない、といった表情で、言葉を吐く。

「あんた……、あたしに、何を……」

「俺を捕つかまえたら、絶対に、血を啜るだろうと思ったよ……。だからそこに、賭かけた」

　ツクミは右手で、自分の左胸を押さえてみせる。

「俺の体を流れる血液に、お前たちが苦手な銀を混ぜたんだ。もともと体内にある量を、はるかに超こえるくらいの銀をな。おかげで、ちょっと調子が悪い……。銀は人体にとって、ほぼ無害とは言え……、結構な量だったから……」

　これこそが、ツクミがここに来る前から、ずっと考えていた策だった。

　ツクミにとって、吸血鬼の行動原理で、唯一読める動き……、つまり吸血行こう為いを、逆手に取ったのだ。

「……そう」

　ミゲルは、感情の薄うすい声で、小さく呟いた。

　唇から、再び、声が漏れる。

「……ごめんね……、ララヤ……」

　そして目を閉じると、再び涙なみだを流しながら、ことりと首を傾かしげさせた。

　気絶したらしい。やはり銀は、吸血鬼にとっては、猛もう毒どくなのだろう。

　そこにようやく、ヨカが駆かけ寄ってきた。

「ツクミ！」

　早さつ速そく、ツクミに向かって『森羅月光シンラゲツコウ』を放とうとする彼女に、彼は首を振る。

「俺は後でいいからまず、彼女を治ち療りようしてやってくれ。そしてその後は……、ミカドさんに任せよう」

「う、うん。すぐやるから、待っててね」

　ヨカはあわてふためきつつも、ミゲルに光を放った。

　そうして、ヨカがミゲルを治ち癒ゆするのを眺ながめつつ、ツクミはどっかりと腰こしを下ろす。

　自然と、安あん堵どの吐息が漏れた。

　何とかこれで、すべての決着がついたのだ。

　ミゲルがどうなるかはわからないが、ともかくひと段落である。

　何より今、目の前に、ヨカがいる。これに勝まさることはない、と思う。

　そうして、心地ここちよい安あん寧ねいに浸ひたっていると、ただでさえ朦朧としていた意識が、一気に途と切ぎれかかった。

「よかった……」

　そう呟くと、彼は目を閉じ、なだれ込むように、その場に横になろうとした。

　その時、彼の体を、細い腕うでが、優やさしく受け止めると、何か柔やわらかいものの上に、仰向けにゆっくりと横たえた。

　奇き妙みように思ったツクミが目を開けると、すぐ目の前に、ヨカの顔が見えた。

　どうやら、彼女にまた、膝ひざ枕まくらをされているらしい。

「……こんなところで寝ねたら、風か邪ぜを引くわ、ツクミ」

　彼女の声が、ぼんやりと響ひびく。ツクミは軽く、頭を横に振ふった。

「ヨカ、先にミゲルを……」

「今、左手でやってる。大だい丈じよう夫ぶよ。同時に、右手でツクミを治すわ。……私が、ツクミの言うことを聞かなかったことが、今までにある？」

「……何回もあるだろ」

「そう？」

　余よ裕ゆうを取り戻もどした微び苦く笑しようとともに、細い指が、ゆっくりと、短い髪をくしけずる。

　そして彼女は、ツクミの目をじっと見下ろしながら、呟いた。

「なるほど……。ツクミは、こんな顔をしてたのね」

　その不思議な言葉を、ツクミは呆ぼう然ぜんと聞いたが、すぐにその意味を悟さとり、はっとする。

「そうか……。お前、目が……」

　彼女は、うっすらと涙を浮うかべ、うなずいて見せる。

『卵』がなくなったことで、彼女は四つの感覚に出ていた障害を、振り払はらうことが出来たのだ。

　つまり今、生まれてはじめてヨカはツクミの顔を見ている。

（さっき目をそらしたのは、それか……）

　そのことを理解したツクミは、もう一度、心のそこから、安堵の息をつく。

　つと、冗じよう談だんを口にした。

「俺の顔って……、どう？」

　すると、ヨカはその言葉を予測していたかのように、切り返す。

「気に入らないところがあるなら、直してあげようか？」

「……いや、いい」

　ツクミは苦笑いして、首を振る。

（ああ……、本当に、よかったな……）

　そしてゆっくりと、深い眠ねむりの中に落ちていった……。








　エピローグ




　──ぞうぞう、ぞうぞう。

　風の音を聞きながら、ツクミは自宅の庭先に、ぼうっと立って、夜空を見上げている。

　庭はいつものように、一面の雑草畑で、つい先ほど降り終えた、雨の飛ひ沫まつを纏まとい、きらきらと光っている。

　六月最後の風は淡あわいが、時折思い出したように強く吹ふいて、あの夜のことを思い起こさせる。

　空には月。見み飽あきるほどの満月。

　時折小さく、どこからか、蛙かえるの鳴く声が聞こえた。




　ヨカを取り戻した夜から、すでに四日がたっている。

　あの後、二人がミゲルを抱かかえて、塔とうを出たときに、ようやく戻ってきたのが、ミカドだった。

『任せてくれと言っておきながら、こんなことになってすまなかった』

　自分の非を責め、頭を思い切り下げる彼女に、ツクミはすっかり恐きよう縮しゆくしてしまい、とにかく、自分とヨカが無事だったことで満足していることを伝えた。

　彼には、それが何よりの事だった。

　それから、彼女が話したところによると、吸血鬼ミゲル・バハモンテスは、しばらくの間、国内に拘こう束そくされることになるらしい。

　即そく時じ死し刑けい、などという話にならなかったことは、ツクミを安心させた。

　殺させるために、あんなに苦労したのではない、と思う。

　もちろん、たくさんの死者を出した夜警局ヤケイキヨクの気持ちは理解できるが、それでも彼は、短たん絡らく的にそちらの方向に持っていってほしくはなかった。

　償つぐないの仕方にも、いろいろとあるだろう。

　そうして四日ほど、事後処理につき合わされた後、ツクミとヨカは、学園の寮りようを出た。

　今度こそ、家に戻ることを許されたのだ。

　どうしても寮になじめなかったツクミにとって、これは何よりも嬉うれしいことだった。

　ところが、家に戻ると、そこにはあんまりな惨さん状じようが待っていた。

　ミゲルは本当に、家の中をめちゃくちゃに、かき回していったのだ。

　おかげで、帰ってくるなり、二人は手分けして、掃そう除じをする羽目になった。

　そうして今、ツクミは、書しよ斎さいと居間を掃除した後、なんとなく、庭に出てきている。

　考えるのは、あの幼い日の夜のこと。

（あれが……、全すべての始まり、だったんだな……）

　あの時自分は、何も気づかずに、いろんなことを見過ごしてしまった。

　しかしそれは、取り返しのつかないことではなかった。

　最終的には、よいほうに進んだのだ。

（だからたぶん……、悪いめぐりあわせじゃなかったんだ）

　そんなことを思いつつ、彼は小さく息をつくと、自分の左手を、月に透すかしてみた。

　そこには、ヨカにもらった力が、いまも息づいている。

　塔を出た直後、ツクミはこの力を、すぐにヨカに消してもらうつもりだった。

　明らかに、自分には過ぎた力だ。持ち続けていて、うまく使える自信もない。

　なくせるなら、なくしたほうがいい、とも思った。

　だが、落ち着いた今は、少し違ちがうことを考えている。

　どうせもらったものなのだから、これを使って、彼女を守ってやりたい。

　そしていつか、彼女をこの境きよう遇ぐうから、解放してやるのだ。

（そのために使うのが……、たぶんこの力にとって、一番いいことのはずだしな……）

「……ん？」

　その時ふと、背後に気配を感じた。

　肩かた越ごしに振り返ると、そこにはヨカが立っている。

　長い髪かみを風に揺ゆすりながら、彼女は怪け訝げんそうに、首を傾げた。

「何してるの？」

「いや……、あの夜のことを、思い出してたんだ。ヨカと初めて会った夜のこと」

　答えると、ヨカは驚おどろいた様子で、目を見開いた。

「覚えてるの？　三歳の頃ころのことを？」

「あれ……。言ってなかったっけか？　ずっと、忘れなかったんだ」

「……そうなんだ」

　ツクミが、自分の思い込みに、頭を掻かいて答えると、彼女は嬉しそうに微笑ほほえんだ。

　そしてつと、ツクミの正面に回りこむ。

　そして、意図がわからずに硬こう直ちよくするツクミの前で、彼女はそっと、呟つぶやいた。




「手をね。繋つないでほしいの」




「っ……」

　あの夜と同じ台詞せりふに、ツクミはおもわず、目を見開ク。

　同時に、現在の音と、記き憶おくの音が、ツクミの中で重なって、不思議な感覚を生んだ。

　──ぞうぞう、ぞうぞう。

　懐なつかしく、しかし新しん鮮せんなそれ。

　ツクミはなんだか、自分が今どこに立っているのか、よくわからなくなった。

　しかし、目の前にいるのは、ヨカだ。それだけは変わらない。

　返事の変わりに、彼は左手を差し出した。

　もちろん、ドキドキと心臓を跳はねさせながら。

　一方、彼女はそれを、両手で握にぎる。

　ふわりと、押し包むように。

「あったかいよ。本当に……、あったかい」

　続く言葉も、同じだった。彼女もあの日のことを、しっかりと覚えていたのだろう。

　同時に、ツクミの中からも、ふわふわした熱気がこみ上げる。

（……やっぱり、慣れはしないな。でも、たぶんその方がいいんだ）

　ツクミが苦笑いすると、ヨカがふと顔を上げ、視線が合う。

　二人はそこで同時に、にっこりとほほ笑んだ。

「お互たがいに、覚えてたんだな」

「うん」

　そのことが、互いを最初から、しっかりとつないでいたような気がして、ツクミは何とも言えない、心地よさを感じた。

　そしてふと、彼女があの時言っていた、もうひとつの言葉を思い出す。

（そう言えば……）

「なあ、ヨカ」

「ん？　なあに？」

「あの時確か、最後にまだ何か、言ってたよな。確か『これは運命じゃない』とか……」

「え？　あ……、ふふっ……」

　するとヨカは、懐かしそうに微笑むと、小さく何度か、声を出して笑った。

　そしてつと、首を振る。

「あれは、取り消し。なんでもない」

「はあ？」

「さ、ツクミ。ご飯にしましょ。私、おなかすいちゃった。味覚が戻ったら、お腹なかがすくの」

「……いいのか、それで。まあ、お前がいいなら、いいんだけど」

「いいのいいの」

　どこか腑ふに落ちないものを感じつつ、ツクミは彼女に手を引かれて家の中に戻もどっていく。

　やがて無人になった庭には、月だけが残された。

　彼女はなお、沈ちん黙もくとともに、世界を見つめ続ける。




　　　　＊＊＊




　同じ頃、偽にせの月が浮かぶ、執しつ務む室のバスタブには、満まん杯ぱいに湯が張られていた。

　立ち上る湯気の中に、一いつ糸し纏まとわぬ二つの影かげが見える。

　一人は、ミカド。彼女は、熱っぽい吐と息いきをつきながら、バスタブのふちに腰こし掛かけて、しなやかな肢し体たいを包むほてりを、ゆるゆると冷ましている。

　そしてつと、バスタブの反対側にいる影に問うた。

「本当に君は、手を出していないのだろうね？」

　肩かたまで湯に浸かった影は、こくんとうなずく。

　それはあの日、ツクミとヨカをこっそり見守っていた、龍人リユウジンの少女だった。

　ミカドはその返答を受けて、嬉しそうに唸うなる。

「では、やはりシバ・ツクミが、ヴェラフスカの力を受けて、あの吸血鬼キユウケツキを退けたのか。……すばらしい。私がしたことは、まったくの無む駄だ骨ぼねだったな」

「……ミカド様は」

　と、少女がわずかに、目つきを険しくする。

「シバ・ツクミが死んでもよい、と思っていらしたのですね？」

「ああ」

　睨ねめ上げるような視線を、ミカドは上から、悠ゆう然ぜんとした語調で、押さえつけた。

「当然、覚かく悟ごはしていた。『ヴェラフスカ』には、現実を忌き避ひするただの少女ではなく、世界を救う、月の女王になって貰もらう必要があったからな。これはその、第一歩になるだろう。……しかし、私のやりようが、そんなに不満か？　ヨカ」

　ぱしゃっと、水音が響ひびいた。少女が身じろぎした音である。

「この地においては、その名で呼ばない、とのお約束のはずですが……」

「呼ばざるを得ないだろう。今の君は、感情が表に出すぎている。そんなに、シバ・ツクミが気になるのか？　あれは、君のものにはならない。ここに来る前に、散々そう言い聞かせておいたはずだ。それでもいいから、ここにいさせてくれといったのは、君だろう」

「…………」

　ヨカ、と呼ばれた少女は、ミカドの威い勢せいに気け圧おされ、うつむく。

　そう──。彼女こそは、本物のアマツジ・ヨカである。

　かつて太刀月タチヅキ市を離はなれ、龍人郷に移された彼女だったが、実は十年ほど前から、この地に再び、戻っている。

　主な仕事は、ミカドの補ほ佐さ。そして、『ヴェラフスカ』の護衛。

「ですが……」

「重要なのは、結果だ」

　本物のヨカが、なおも言い募つのろうとするのを、ミカドがさえぎる。

　彼女は再び、肩まで湯に浸ひたると、少しあきれたような表情で続けた。

「結果がよかったのだ。問題はあるまい。何より、君は彼が生き残って、ほっとしているだろう？」

「っ……」

　図星を指された彼女は、湯気をまとう頬ほおを、さらに高潮させて、黙だまり込む。

　反論を封ふうじたミカドは、ゆっくりと湯船につかりなおした。

　……あの夜、ミカドは陽動に引っかかって、間に合わなかったわけではなかった。

　彼女は、『ヴェラフスカ』が連れ出されるのを、学園の外で待っていたのだ。

　そうすることで、『卵タマゴ』がなくても、『ヴェラフスカ』が自発的に、龍人に協力するように仕向けたかった。

　シバ・ツクミが殺されれば、その復ふく讐しゆうのため。

　もし助かったとしても、二度とこういう状じよう況きようを引き起こさない世界を作るために、龍人に協力させるつもりだった。

　ミカドはそういうことを、吸血鬼ミゲルに遭そう遇ぐうした夜から、考えていた。

　そうなれば、たとえ『卵』が失われても、また『ヴェラフスカ』が転生しても、いつまでも、龍人は、彼女を味方につけることが出来る。

　万一、予想外の事態が起これば、外から助けにはいればいい。

　自分の力ならば、いくらでも介かい入にゆうできる……。

　それが、ミカドの考えた筋書きだった。

「まあ、残念ながら、最上の結果とはいいがたいが……、シバ・ツクミの得た力というのも興味深くある。今回のところは、良しとしよう」

　淡たん々たんと語りながら、ミカドは両手を頭上に伸のばし、大きく伸びをした。

「…………」

　本物のヨカは、そんなミカドに、やはり心からの納なつ得とくはできず、じっと口をつぐむ。

　龍人の中で育った龍人の王とは違ちがい、人間の間で生まれ育った彼女は、龍人らしい冷血さを、あまり持たなかった。

　ただ……、どちらにしても、この龍人の王に逆らうことなど、できはしない。

　彼女に気に入られているおかげで、自分は「子作り」をせずに済んでいる。

　不興を買い、ツクミと引きはがされることだけは、何としてでも避さけたい。

　だから、ツクミたちに、自分のことを告げないでいる……。

　仕方のないことなのだった。

　本物のヨカは、大きく溜ため息をつく。

　そしてふと、素そ朴ぼくな疑問を感じ、あまり深く考えずにミカドに尋たずねた。

「ミカド様……」

「うん？」

「ヴェラフスカを手に入れたとして……、ミカド様には何か、叶かなえたい願いがあるのですか？」

　するとミカドは、今日初めて、強い視線を持って、本物のヨカを見み据すえた。

　その中に、かすかに混じる、敵意に似た感情。

　本物のヨカは、思わず、全身を硬こう直ちよくさせる。

　自分は何か、聞いてはいけないことをきいたらしい、と気付く。

　取り繕つくろおうとするが、口を開いても声が出ない。

　そんな彼女に、ミカドはあくまで、落ち着いた口調で答えた。

「誰だれにでも、そういうものはある。だから、誰もがヴェラフスカを求めるのだ、ヨカ。……もっとも私は最初から、魔術機械マジナ・マキナとして隙すきの多い『月ツキの卵タマゴ』に頼たよる気はなかったがな」

「……わかりました」

　何とかそれだけを答えた本物のヨカは、逃にげるように、湯船から立ち上がる。

　バスタブを出ると、六月最後の夜気が、生ぬるく彼女を包んだ。

　タオルで自らの体をぬぐいながら、ちらりと、用意された着き替がえを見やる。

　ずいぶんと小さく見えるそれこそが、この地で彼女が自分を隠かくす、仮面である。

　体を拭ふき終えた彼女は、おもむろに、まず着替えの中から、眼鏡を取り出した。

　常識的には、明らかにおかしな選せん択たくだが、それをかけた途と端たん、彼女の体に変化が起こる。

　背は縮み、肉付きは薄うすくなって、赤髪も黒く染まる。

　これは、眼鏡の形をした、魔術機械なのだ。

　数日前、ミカドがツクミに見せたイヤリングと、同じ性質のものである。

　やがてそこには、ひどく小こ柄がらな、少女の姿が現れた。

　その様子を、バスタブの中から眺ながめていたミカドが、声をかける。

「君の家の様子はどうかな？」

「相変わらず、よくして頂いています」

「そうか。……では、これまでと同じように続けてくれ」

　ひどく事務的な、ミカドの言葉。

「……はい。承知しています」

　少女はそれを聞いて、一いつ瞬しゆん、顔をこわばらせたが、やがて気を取り直し、答える。

「あたしにとって、守るべきものは、忘れられた過去ではなく、手の中にある今ですから」

　そして、眼鏡をかけたまま、服を着こんだ彼女──ハバキ・トアサは、軽く会え釈しやくし、執務室を出て行った。




　ざわめく熱気の舞まい踊おどる、六月の終わり。

　夜はまだ、明けない。








　あとがき




　どうも皆様、初めまして。

　樋ひ口ぐち用よし考たかと申します、よろしくお願いいたします。

「月の誓約と原書の姫」、いかがでしたでしょうか？

　何せ、私もはじめてなもので……、読まれた方全員の反応が、気になって仕方がありません。

　こうして、あとがきを書いていても、「読者に『六〇〇円損した！』と思わせたら申し訳ないな……」と言う思考が、頭を離はなれてくれません。

　んー、ネガティブ。

　でも、きっと誰だれでも、最初はそういうものでしょう？

　……そうだと言ってください。益ます々ます、不安になるじゃないですか。

　本当、皆様のお口に合いますことを、祈いのるばかりの毎日でございます。




　さて、そもそも、このお話が最初に企画されたのは、三年前にさかのぼります。

　当時書いていたものが没ぼつを食らった後、担当さんに「じゃあ、次は吸きゆう血けつ鬼き、出してみて」と言われたのが、きっかけでした。

　いまだに、何が「じゃあ」なのか、よくわかりませんが、それが始まりだったことは、間ま違ちがいありません。

　ただ、自分はひねくれものなので……。

　真っ当な吸血鬼物が、どうしてもできなかったというか……。

　そもそも別に考えてあった、現代ファンタジーを軸じくに、お話を構築。

　そこに、好きな作品のテイストを、これでもか、これでもか、と押し込みまくり、トロ火で長時間煮に詰つめた結果、こういう感じになりました。

　コンセプトは、「ボーイ・リミーツ・ガール」です。

　……何となく自分でそう考えただけの、通じない英語なので、そのあたりは気にしないでください。

　ネットで検けん索さくしても、意味は分かりません。

　でも、本編を読んでいただければ、そこはかとなく、この意味が伝わるのではないかな、と思います。

　たぶん。




　では、最後はやはり、謝辞で締しめさせていただきたいと思います。

　まずは、美び麗れいなイラストを描かいてくださった、津つ雪ゆきさん。最初に表紙を見た時には「やばい、本編負けてないだろうな……」と、戦せん慄りつを覚えました。

　永遠の夜の世界、という地味になりそうなイメージに、鮮せん烈れつな彩いろどりを添そえてくださり、ありがたいことです。

　次に、担当さん。

　出来上がるまでに、紆う余よ曲きよく折せつあったこの一冊ですが、何とかようやく、ここまでたどり着けました。

　頂いたすべての助言が、このお話をよくしてくれたと思います。

　本当に、感謝しています。

　さらに、それ以外にも、この本に何らかの形で関わってくださっている、あらゆる方々に感謝。

　──そしてもちろん、この本を手に取ってくださった、読者の皆様にも、心から御おん礼れいを。

　もし、どこかで再びお会いできたらば、全力で、おもてなしをさせていただきます。




　それでは、本日はこの辺で、失礼を……。




二〇一三年一月末


樋口　用考













月つきの誓せい約やくと原げん書しよの姫ひめ















樋ひ口ぐち用よし考たか
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